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豊かな自然に恵まれた岩手県には、縄文時代をはじめとする数多くの

遺跡や重要な文化財が残されています。これら多くの先人たちの創造し

てきた文化遺産を保存 し後世に伝えていくことは、県民に課せられた責

務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策であります。

発掘によつて遺跡が消滅することはまことにほしいことではあります

が、その反面それまで聞に包まれていた先人の営みに光明が当たるのも

事実であります。

このような埋蔵文化財の保護・探存と開発との調和も今日的課題であ

り、動岩手県文化振興事業団は埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教

育委員会の指導と調整のもとに、開発によってやむを得ず消滅する遺跡

の緊急発掘調査を行い、記録保存する処置をとってまいりました。

本書は、日本道路公団東北支社北上工事事務所による東北横断自動車

道釜石秋田線建設事業に関連して、平成10年度に発掘調査を実施 した花

巻市狼沢 H遺跡・高松寺遺跡・上駒板遺跡の調査結果をまとめたもので

す。本書が広 く活用され、考古学の研究に寄与するとともに埋蔵文化財

に対する関心と理解をいっそう深めることに役立つことを切に希望いた

します。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にご協力とご援助を

賜りました日本道路公団東北支社北上工事事務所や花巻市教育委員会を

はじめとする多くの関係機関 。関係各位に深く感謝申し上げます。

平成12年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治



例  言

1.本書は、東北横断自動車道釜石秋田線建設に係る花巻市に所在する狼沢Ⅱ遺跡・高松寺遺跡 。上駒板遺

跡の発掘調査報告書である。岩手県遺跡台帳番号は狼沢Ⅱ遺跡はM E15-1313、 高松寺遺跡はM E27-

2317、 上駒板遺跡はM E27-2317で、略号は順にOSⅡ -98、 TKM-98、 KKI-98で ある。
2.狼沢Ⅱ遺跡発掘調査は平成10年 4月 13日 ～7月 15日 、高松寺遺跡は同年 4月 10日 ～8月 7日 、上駒板遺

跡は8月 6日 ～10月 1日 で、各遺跡の室内整理は11月 1日 ～3月 31日 まで行われた。

3.調査面積は順に30生Om2、 8250m2、 6640ポ である。

4.今回の発掘調査による成果の一部は、平成10年度の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第集の

「岩手県埋蔵文化財発掘調査略報」にて公表してきたが、本書を正式な報告書とする。

5。 発掘調査および整理は、狼沢Ⅱ遺跡は鳥居達人・中村比呂志、高松寺遺跡は金子昭彦・松川由次、上駒

板遺跡は岩測計 。菊池柴壽・布谷義彦が担当した。

6.執筆・編集で I調査に至る経過は中川重紀、Ⅱ遺跡の環境の 1遺跡の位置は′専居達人、 2周辺の遺跡は

松川由次、その他は岩渕計・鳥居達人・金子昭彦が執筆・編集した。

7.航空写真 。平面実測・分析・鑑定および鑑定業務は次の方々に依頼した。 (敬称略)

狼沢Ⅱ       高松寺         上駒板

航空写真     東邦航空株式会社  東邦航空株式会社
基準点測量    慶長測量株式会社  株式会社協進測量設計  株式会社協進測量設計
石質鑑定     花尚岩研究会    花尚岩研究会     花尚岩研究会
鉄製品の保存処理          岩手県立博物館

写真測量               mシ ン技術コンサル

8.本報告書挿図中に使用した土色表記は、農林省農林水産技術会議事務局、財団法人日本色彩研究所色票
監修「新版標準土色帖」 4版1990年 を使用した。

9.調査および本報告書で使用した地図は、国土地理院発行「花巻」5万分の 1の地形図、また日本道路公団 。

北上工事事務所所有の 2千分の 1の地形図・路線図である。

10。 野外調査や整理・報告書の作成には次の方々の協力指導をいただいた。

《狼沢Ⅱ》 佐藤 勝・藤井 敏明 (花巻市教育委員会)
《高松寺》 佐藤 勝・藤井 敏明 (花巻市教育委員会)・ 高橋龍三郎 (早稲田大学)

中村良幸 (大迫町教育委員会)。 熊谷常正 (盛岡大学)

稲野裕介 (北上市埋蔵文化財センター)。 齋藤邦雄 (岩手県教育委員会文化課)

小林克 (文化庁)・ 菅谷通保 (ω長生郡市文化財センター)・ 河ヽ林圭― (⑪山形県埋蔵文

化財センター)

《上駒板》 佐藤勝・藤井彼明 (花巻市教育委員会)
11.野タト調査の作業には地元花巻市・北上市の方々からご協力をいただいた。

12。 発掘調査による出土品および記録資料は岩手県立埋蔵文化財センターに保管してある。
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I 調査に至る経過

狼沢Ⅱ、高松寺、上駒板遺跡は「東北横断自動車道釜石秋田線の建設工事」の施行に伴つて、その事業区

域内に位置することから発掘調査することとなったものである。

1.事業概要および沿革

東北横断自動車道釜石秋田線は、東北地方を縦に貫く大動脈である東北縦断自動車道に対し、これを交差

する形で東北地方を横に伸びる高速自動車国道である。

当区間は、秋田自動車道の太平洋沿岸地域への延伸区間の一部であり、この区間を供用することにより北

上山地沿いに位置する市町村は産業や観光等の活性化が図られる。さらに沿岸部に対する高速交通サービス

の拡大等、県内高速交通体系を形成する上で要の区間となり、産業文化の発展に果たす役割は大きい。なお、

当区間の廷伸釜石で三陸縦貫自動車道とネットワークが予定される計画となっており当路線の整備効果は大

きなものがある。

2.路線概要

当路線は釜石を起点とし東北縦貫自動車道を経由して秋田に至る路線であり、東北縦貫道から秋田市まで

の間は秋田自動車道として既に供用している。

当該区間は、東和 ICを起点とし、一般国道 283号線に沿って東和町、花巻市と進み、 JR東北新幹線、

」R釜石線および一級1可川北上川を横過した後、花巻東 ICで一般国道 4号花巻東バイパスおよび県道花巻

空港アクセス線と連結する。

さらに、一級河川瀬川に沿って西進し、一般国道 4号線および」R東北本線を横過し、花巻 JCTで東北

縦貫自動車道と連結する区間で、東北縦貫自動車道から太平洋沿岸地域への延伸する区間であるとともに、

花巻空港と接続して陸・空の交通体系を形成し、本地域を含めた広範囲な地域における経済・産業 。文化等

の発展に寄与するものである。

3.調査に至る経過

平成 9年 9月 18日 付東北支北工第 695号岩手県教育委員会委員長宛「平成10年度以降における埋蔵文化財

関連開発事業計画」の回答書を提出し、平成 9年 10月 17日 付け東北支北工第 745号 により、岩手県教育委員

会事務局に「東北横断自動車道釜石秋田線 (東和～花巻間)の建設に伴う埋蔵文化財試掘について」(依頼)

し、岩手県教育委員会事務局文化課は狼沢Ⅱ遺跡平成 9年 11月 25・ 26日 、似内遺跡 (平成12年以降の報告遺跡)

12月 5日 、高松寺遺跡平成 9年 12月 9。 11日 、上駒板遺跡平成 9年 12月 22日 および平成10年 2月 2・ 3日 で

調査した結果、平成10年 1月 27日付け文教第 898号により上記の区間に対し調査対象 (範囲および調査)総

面積30,700m2と 決定した。それを受け、当公団と岩手県教育委員会事務局文化課と側岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センターと平成 9年 12月 22日 に4遺跡の現地調査をし、その後側岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財センターとの工事工程および発掘調査工程等の打合せを重ね、平成10年 4月 からの埋蔵文化財発掘調査を

確認した。

そして狼沢Ⅱ遺跡は平成10年 4月 13日 ～7月 15日 、高松寺遺跡は平成10年 4月 13日 ～8月 7日 、上駒板遺

跡は8月 6日 ～10月 1日 まで発掘調査された。
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遺跡の環境

1 遺跡の位置と地形

狼沢Ⅱ・高松寺・上駒板遺跡のある岩手県花巻市は、県の中央部やや南西より、北上盆地の中央に位置す

る。北は岩手郡雫石町・稗貫郡石鳥谷町、東は和賀郡東和町、南は同郡和賀町 。江釣子村・北上市、西は沢

内村に接し、当市域の東方を南流する北上川の中流域に当たる。

市街地は北上川と豊沢川の合流付近に広がっている。城下町で、その中心となる花巻城は古くは′鳥谷ケ崎

城といい稗貫氏の居城であった。明治 8年、城は破却され、現在は市役所・市民体育館などがある。

市域を維断する主な交通路には、北上川東岸を走る」R東北新幹線、西岸の同東北本線・国道 4号線 。東

北自動車道などがあり、東北本線花巻駅から」R釜石線が東方に分岐、同線の南を平行して花巻―釜石を結

ぶ国道283号線が、また花巻市街から豊沢川に沿つて西方に主要地方道花巻一大曲線が走る。

地形的には北上川東部は北上高地の西

端に当たり、早池峰山南面を水源とする

猿ケ石川およびその支流によって開析さ

れた段丘群・沖積地と胡四王山で代表さ

れる低位山地である。

一方西部は、奥羽山脈に属する標高600

～900mの 山地で、北上川支流の諸河川

によつて解析された低位段丘・沖積地で

構成される。北部を南東流する台川・鍋

割川は小瀬川付近で合流し瀬川となり同

川や雫石町・沢内村境の山地を水源とな

る支流を集めた豊沢川が北上川右岸に注

ぐ。

地質的には東側の北上山系には泥岩お

よびチャートよりなる古生代二畳期の地

層や中生代の花商岩類、斑レイ岩類、蛇

紋岩類、さらに中新生の安山岩類と鮮新

生の炭層をはさむ砂岩、頁岩層が分布し

ている。

一方西側の奥羽山系には主に新第三紀

中新世グリーンタフ活動による安山岩質

～流紋岩質岩が砂岩や礫岩・頁岩を伴い

分布するほか更新生や第四紀の岩盤層が

分布する。

≡≡≡≡≡ 扇状地

期糊 驚 勒 Ⅷ 醜

爛 陣 □ 盆原盾選手野
引用 参考文献
地名辞典岩手

平成 9年度花巻市内遺跡発掘報告書
(花巻市埋政文化財調査報告暮第19集 花き市敷育委員会)藍彗驚忌轟丘陵地辮 絡

'



2.周辺の遺跡

平成10年 4月 現在の文化財包蔵地として登録された遺跡は、石鳥谷町内185ケ所、花巻市内267ケ所、北上

市内412ケ所、東和町内129ケ所を数える。(岩手県教育委員会まとめ①②。ただし東和町に関しては、県教

委登録が76ケ所、町教委登録が53ケ所―⑭)

第 4図では狼沢Ⅱ。高松寺・上駒板の各遺跡を中心に、時代や地理的環境を勘案して周辺86遺跡の分布図

を③ページには分布一覧表を作成した。以下 3遺跡と関連の想定できる遺跡を中心に、周辺の遺跡について

時代順に述べる。

周辺にある縄文時代の遺跡について見てみると、ほとんどが散布地だが、特に猿ケ石川の段丘と北上山地

の谷底平野部を中心に遺跡が集中しているのがわかる。

久田野Ⅱ遺跡 (39三分布図・一覧表の遺跡番号、①=参考文献の番号。以下同じ)は猿ケ石川左岸の河岸

段丘上に位置し、20棟以上の竪穴住居跡 (大型住居を含む)や広場を有する市内最大級の縄文時代中期集落

跡である。遺跡整備を目的とした調査は1993年から継続して行われてきており、全容はまだ不明である。

川を挟んだ段丘上にある中野D遺跡 (41-③※「高松遺跡」から名称を変更)からは、遺物包含層が見つかっ

ている。大洞A'式土器を主体とし、住居跡ないし集落跡に伴う雑物廃棄施設の痕跡であると考えられる。

しかし、土偶やミニチュア土器などの遺物も出土していることから、祭祀遺構である可能性もある。

西流していた猿ケ石川が、北に流路を変えるあたりの段丘上に、横欠遺跡 (76-⑫)がある。ここからは、

19棟の竪穴住居跡を有する大木8b～ 10式期の集落跡が発掘されている。遺物として早期末葉・中期後葉・

晩期末葉の上器も出上している。また、高畑遺跡 (前期集落跡))(78)や、臥牛遺跡 (中・後・晩期散布地)(75)

等に隣接していることから、猿ケ石川に沿って長期に亘る活動の場があったことが想定できる。

北上川支流の添市川段丘上では、東北新幹線建設関連で高畑遺跡 (大木10式期)(5-④⑬)と 、河川改

良事業関連で安堵屋敷遺跡 (大洞C2式)(4-⑮ )の発掘調査が行われた。高畑遺跡では複式炉を持った

竪穴住居跡が 7棟、安堵屋敷遺跡では竪穴住居跡 2棟と埋設炉 4基の遺構が検出されている。

他に、豊沢川河岸段丘に位置する万丁目遺跡 (54-⑮)では土器埋設炉 3基 (1基は中期末葉、あとの 2

基の時期は不明)、 石囲炉 2基 (1基は中期末葉から後期初頭、あとの 1基は不明)が検出されている。また、

北上川の氾濫平野にある石持 I遺跡 (23)で は、1998年の調査により県内最大級180基前後の陥し穴が見つかっ

ており、狩り場であったと思われる。調査は継続中であるため、最終的には200基を越えるものと見られて

いる。

この石持 I遺跡から、ほど近いところに似内遺跡 (24)がある。ここでも30基近い陥し穴が見つかっている。

北上川氾濫平野で、広く狩猟が行われていたのであろう。

弥生時代の遺跡は少なく、特に7遺跡が猿ケ石川の低位段丘上に集中している。このうち谷起島式土器が、

高松Ⅱ (33-⑦)。 安野Ⅱ (37-⑦)。 成田 (70-⑬)の各遺跡から出土している。ほかに中野D遺跡から中

期と特定される土器が、また添市遺跡(19)は、高松寺遺跡の北方約 3 kmの北上川低位段丘上に位置し、後期

の弥生土器が見つかっている。

さらに4 km北の稗貫川の下位河岸段丘上に、大明神遺跡 (図中にはない一③)がある。ここでは南北12m、

東西 9mの遺物合有区域が発見され、生活廃棄物の処理施設と見られている。包含層中の遺物942点のうち、

そのほとんどが土器片で、谷起島式土器に比定される。

遺跡の分布状況から、猿ケ石川や北上川の低位段丘上を中心に弥生時代の集落が形成されていたことも想

定できる。しかし何れの遺跡も散布地であって、弥生時代の遺構はまだ確認されておらず、今後の発掘調査
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を待たれるものである。

古代になると、集落が北上川や豊沢川の1可岸段丘に数多く形成されるようになる。狼沢Ⅱ遺跡は、瀬川の

中位段丘上に形成された平安時代の集落跡である。そのおよそ 4 km南方の花巻南インター付近、豊沢川の沖

積段丘上には 7～ 9世紀に作られた熊堂古墳群 (50 ③⑬)がある。藩政時代の文献 (『邦内郷村志』・ 町日

賀稗貫郷村志』)に記され、出土品は藩主に献上されている。玉類や方頭太刀、蕨手刀、鍔帝金具、和同開

珠などの副葬品が出土している。現在は壊滅しているが、50～ 60基の古墳があったと言われており、近辺に

大規模な集落が存在していたと予想される。

また、ほぼ同時期の遺跡として古館Ⅱ遺跡 (53-⑫)がある。1985年の発掘調査では、古代の竪穴住居跡29

棟 (奈良時代15棟、平安時代 8棟、時期不確定 6棟)、 遺物は紡錘車や土器類が多数出土している。近接す

る万丁目遺跡 (54-⑩)では、奈良時代が 3棟、平安時代が 2棟の計 5棟の竪穴住居跡が検出されている。

前出の石持 I遺跡や似内遺跡では平安時代の集落跡が見つかっている。特に似内遺跡では、県内最大級の竪

穴住居跡 (隅九方形8.9× 8.3m)を 含む、集落跡が確認されている。この集落では漁携を行つていたのであ

ろうか、1棟の住居の床面から300点 を越える土錐が出土している。また、1997年に調査を行った庫理遺跡 (平

安時代)(17)の竪穴住居跡からは、東日本ではほとんど出土例がない 〔置きカマド〕が出土している。これ

には水鳥が描かれており、線刻の施してあるものは全国的にも例を見ない。

高松寺遺跡では、沢づたいの緩斜面から平安時代の竪穴住居跡 1棟を検出しているが、近接する矢沢人幡

遺跡 (30-③)で も、東北新幹線建設に伴う緊急発掘調査 (1976年)で平安時代の竪穴住居跡 3棟を検出し

ている。また、胡四王山館遺跡 (29-⑩)の館跡に関する実年代は不明だが、南西斜面から20棟を越える平

安時代の住居跡が見つかっており、この時期に住居を編んだのが平地だけではないことを窺わせている。

近世の遺跡について見てみると、矢沢八幡遺跡から掘立柱建物跡 4棟と溝跡 1条が検出されている。花巻

市の中心部南には19世紀の窯跡である桜町窯跡 (64-⑤)があり、日用雑器としての陶磁器が焼成されてい

たという報告がある。

※文及び表中の①～⑩は参考文献の番号、括弧内には一覧表・分布図の番号を付してある。
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周辺の遺跡分布一覧表

〈稗貫郡石鳥谷町〉

番号 文献番号 遺跡名 種別 遺構・遺物 所在地

1 ③② 荒野 散布地 土師器 字八重畑

2 ①② 宿 集落跡 縄文土器、土師器 字八重畑

3 ①② 蛇唾姐 散布地 土師器 字五大堂

4 ①②O 安堵屋敷 散布地 縄文土器、土師器 字五大堂

5 ①②④O 高畑 集落跡 縄文土器 字五大堂

6 ①② 鱒沢 I 散布地 縄文土器 字五大堂

7 ①② 鱒沢Ⅱ 散布地 縄文土器 字五大堂

く花巻市〉

8 ①② 狼沢 I 散布地 土師器 字狼沢

9 ③②⑥ 太子堂 散布地 縄文土器、石器 字太子堂

①②⑥ 小瀬川 集落跡 陥し穴状遺構、竪穴状遺構、石器、縄文土器 (中期) 字小瀬川

①②⑥ 幅 集落跡 溝状遺構、竪穴状遺構、石器、縄文土器 (中期)、

土師器、須恵器

字銀名

①②⑥ 高円万寺 集落跡 堀、土塁、住居栗石、砥石片、塚、土師器、須恵器、

有孔刀子

字高円万

寺

①②⑦ 上ノ山館 城館跡・散布地 堀、縄文土器 (前・中期)石器、土師器、須恵器 字上ノ山

①②⑦ 宮野目方八丁 城館跡 竪穴住居跡、土師器、須恵器、鉄器、砥石、二重土塁、

堀

宮野目方

八丁

5 ①②⑦ 源明 I 散布地 須恵器 葛

①② 葛 散布地 縄文土器、土師器 田力

7 ③②⑦ 庫理 居住域 縄文土器、土師器 田力

①②⑦ 東野袋 散布地 土師器 田力

①② 添市 散布地 縄文土器 (前 ?中・晩期)弥生土器 (後期 )、 石器 字添市

①②⑦ 矢沢古堂 集落跡 土師器、須恵器、鉄製欽 字古堂

①②⑦ 上野々 散布地 石斧、石器 矢沢

①②⑦ 上幅 集落跡 縄文土器、石器、竪穴住居 字上幅

③②⑦ 石持 I 散布地 土師器 字石持

①②⑦ 似 内 集落跡 竪穴住居跡、土師器、須恵器 字上似内

①②⑦ 下似内 散布地 土師器、須恵器 字下似内

①②⑦ 槻ノ木 I 散布地 縄文土器 (晩期 )、 弥生土器 字槻ノ木

①②⑦ 槻ノ木Ⅱ 散布地 縄文土器、石器 字槻ノ木

①②⑦ 槻ノ木Ⅲ 散布地 縄文土器、石器、土師器、須恵器 字槻ノ木

③②⑦⑩ 胡四王山館 城館跡 空濠、竪穴状遺構、縄文土器、土師器、須恵器、土

製輔口、砥石、古銭、二重空堀

字矢沢

①②③⑦ 矢沢八幡 (古

館・矢沢館)

集落跡・城館跡 竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝、土師器、須恵器、

陶磁器、古銭

字八幡

①②⑦ 経塚森 経塚 土師器、塚 2基以上 高松

①②⑦ 寺場 集落跡 土師器、須恵器、竪穴住居跡 高松

③②⑦ 高松Ⅱ 散布地 縄文土器 (晩期 )、 土師器、弥生土器 (谷起島) 高松

①②⑦ 高松Ⅲ 散布地 縄文土器、弥生土器、石器 高松

①②③ 堰袋 I 散布地 縄文土器石器、土師器 字堰袋

①②⑦ 安野 I 集落跡 縄文土器 (後期 ) 字安野

①②⑦ 安野 ] 集落跡 弥生土器 (谷起島)、 石斧 字安野

①②O 中野B 散布地 縄文土器 (後期 )、 弥生土器、石器 字中野

①②⑤⑩① 久田野Ⅱ 集落跡 竪穴住居跡、縄文土器 (中期 ) 高松

③②⑦⑩ 中野 C 集落跡 焼上、土坑、石器、土製耳栓、縄文土器 (大木 7b
後期)、 石鏃、土師器

字中野

①②③O 中野D 散布地 縄文土器 (前・中 ,大洞 A')、 弥生土器 (中期 )、 ピッ

ト、石器、土偶片、土師器

字中野
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①②⑦ 高松山経塚 経塚・廃寺跡 経塚、竪穴状遺構、白磁瓶、常滑壷 高松

①②⑦ 長根坂 散布地 縄文土器 (晩期)、 石器 字平良木

①②⑦ 明戸 I 集落跡 縄文土器 (後期)、 石器 字平良木

①②⑦ 明戸 I 集落跡 縄文土器、石器、土師器 字平良木

①②⑤ 荒屋敷 集落跡 焼土、土師器 字荒屋敷

①②⑥ 鬼屋敷 集落跡 土師器 字和田

③②⑥ 道願 古墳 切子玉、ガラス玉 字道願

①②⑥ 樋 口 集落跡 土師器 (内黒処理) 字樋口

①②⑥⑨O 熊堂古墳群 古墳群 方頭太刀、蕨手刀、刀小、玉類、古銭、土師器、須

恵器、青磁碗、縄文土器 (後期)、 石器ほか

字熊堂

①②③ 魔王塚 墳墓 (?) 土師器 (糸切底 )、 須恵器 字欠端

③②⑥ 米倉 集落跡 土師器、須恵器 宇米倉
③②⑥⑫ 古館Ⅱ 集落跡 竪穴住居跡、柱穴群、井戸跡墓墳、土坑、土師器、

須恵器、土製品、鉄岸、刀子ほか

字古館

①②⑥⑮ 万丁目 集落跡 竪穴住居跡、炉、掘立柱建物跡、縄文土器、石器、

土師器、須恵器

中根子

①②③ 種市 集落跡 土師器、須恵器 中根子

①②⑥ 古館皿 集落跡 土師器、須恵器 字古館

③②⑤ 古館Ⅳ 集落跡 縄文土器、土師器 字古鈍

①②⑤ 石神 集落跡 縄文土器 (中期)、 土師器、須恵器 石神町

①②③① 杉ノロ 集落跡 縄文土器、石器、土師器 字坂井

①②③ 施田Ⅱ 集落跡 土師器、土玉 字施田

①②③ 下坂井 I 集落跡 石器、土師器、須恵器 字坂井

③②⑤ 諏訪ユ 集落跡 竪穴住居跡、方形状落ち込み、縄文土器 (晩期 )、

石器、土師器、須恵器

諏訪

①②⑤ 不動 I 集落跡 縄文土器 (後・晩期 )、 石器 不動

①②③ 桜町窯跡 近世窯跡 陶磁器、瓦片 桜町

①②⑤ ,中 散布地 土師器 十二丁目

③②③ 堰六 集落跡 土師器、須恵器 北笹間

①②③ 内野 集落跡 竪穴住居跡、溝状遺構、井戸竪穴状遺構 字内野

〈北上市〉

①② 唐戸崎Ⅲ 散布地 土師器 字唐戸崎

①② 月館 散布地 飯豊町

③②O 成 田 集落跡 竪穴住居跡、縄文土器 (中・晩期)、 弥生土器 (谷

起島式・後期)

字成田

①② 下成田 散布地 縄文土器、須恵器 字成田

①② 堀ノ内 散布地 土師器 字大木

①② 中宿 散布地 縄文土器、石皿、石斧 字更木

⑩② 大竹廃寺 平安寺院跡 土師器、須恵器 字大竹

③② 臥牛 散布地 縄文土器 (中・後・晩期 )、 土偶、須恵器 字臥牛

①②⑫ 横欠 集落跡 縄文土器、石器、竪穴住居跡 字臥牛

①② 長根 散布地 縄文土器、石器 字臥牛

①② 高畑 集落跡 縄文土器 (前期 ) 字臥牛

①② 坊主 散布地 縄文土器、竪穴住居跡、石器 字臥牛

〈和賀郡東和町〉

①②⑭ 赤坂 I 散布地 縄文土器 (後期 安俵

①②⑭ 高八圭ト 散布地 縄文土器 (中期 石鏃 安俵

①②⑭ 矢崎 散布地 縄文土器 (晩期 石器、土師器 安俵

⑭ 北成島A 散布地 縄文土器 (晩期 北成島

①② 長根 散布地 縄文土器 (中・晩期 ?)、 炉跡 字小通

①② 成嶋寺 散布地 縄文土器 (中・晩期 ?)、 石鏃 北成島
⑭ 毘沙門ドームI 散布地 縄文土器 (晩期 ) 北成島
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おおかみさわ

Ⅲ 狼 沢Ⅲ遺跡

花巻市狼沢 8地割

日本道路公団東北支社北上工事事務所

東北横断自動車道釜石秋田線建設工事

平成10年 4月 13日 ～7月 15日

3,040コド

3,040nド

M E15-1313 0SⅡ -98

鳥居達人・中村比呂志

花巻市教育委員会

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査 対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
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1口 遺跡の立地と地形

狼沢Ⅱ遺跡は花巻市の北西部花巻市狼沢 8地割に位置し、東北自動車道花巻インターチェンジからほぼ南

方に 2 km、 東北自動車道下り線沿いから 100mほ どに西方に離れたところにある。

北緯39度25分、東経0141度06分に位置し、南流する台川と西流する瀬川の合流地点に広がる河岸段丘の東

端にあり、周囲はよく区画整理された水田が広がり、大型の水路が張り巡らされている。

遺跡の標高は平均で海抜97m前後で小さなうねりをもつが全体的に平坦である。現況は山林で、巨大な杉

などの針葉樹がそびえ立つ。近所の住民の話によると、神社があったというが田などの農地に利用されたこ

とは近来なかったようである。

2口 遺跡の基本土層

調査区域を3分割して、その区域の特徴的な相違について述べたい。

調査区南側のⅢ区は調査区全体の中で最も標高が高い区域である。そこでは表土 (森林の腐食土)が20cm

ほど堆積し、その下に暗褐色上が10～ 30cmほ ど堆積する。この暗褐色土は縄文時代の石器・土器が出土して

いる遺物含有層である。また北側の落ち込む部分には黒色土が厚く堆積する。それらの下には褐色上が 5～

10m存在し、もっとも南側の丘状の区域はその下が礫層の地山、中央部のなだらかに落ち込む部分は黄褐色

土の砂が堆積している。

調査区中央部Ⅱ区はⅢ区で見られるような暗褐色上の堆積は少ない (10cm程度)。 しかし黒褐色土が厚 く

堆積している区域である。特に沢跡と思われる部分と住居跡が検出された部分、そしてⅢ区側の落ち込んで

いる区域で40～ 50cmと厚い。その下に褐色土 (5～ 6 cm)、 そして礫層の地山となる。Ⅲ区に見られるよう

な細かい砂粒は見られないが粒の大きな砂が存在している部分が西側に見られる。また沢跡の南側の丘状の

区域はⅢ区の南狽1と 同じような層位になっている。

調査区北部 I区では、黒褐色土が残る区域ではあるが 5 cm前後と薄い。その下は褐色上がわずかに残るの

みで、すぐ礫層の地山となる。特に東狽Jでは礫が地表面まで張り出している。

凹 地 沢状凹地

I鐘塁範表土

1鞘 10Y R3/3～ 3/4暗褐色土粘性ややある

10Y R2/1黒色土 粘性なし(黒ボクI)

10Y R4/4～ 4/6褐色土 (砂質)

10Y R2/3黒褐色土粘性なし木根多い
Ⅵ
華毒導:礫層 (地山)

第 1図 基本層序模式図
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3日 調査と整理の方法

(1)野外調査

①グリッドの設定

調査区は、最大南北に 120m、 東西に60m延びる。そこで調査区全体をカバーできるよう西北端に基点を

設け、国家座標第X系に乗るようにこれを通る座標北を求めて基準線とした。南北は1～ 31、 東西はa～ n

と4m単位に分け、グリッドを設定した。調査区が南北に長いために、便宜上北から南に向かって40mづつ

に分け、それぞれ I区 。Ⅱ区・Ⅲ区とした。

発掘調査において基準点を 2カ 所設けた。その平面直角座標第X系 による成果値と杭高 (標高)は以下の

ようである。

基準′点 1

基準′点2

②粗掘りと精査

X=-64283.760m

X=-64336.241m

Y=23308.049m

Y=23302.81l m

標高=95。 131m

標高=96,100m

調査区の現況は山林であったが、特に障害になるようなものはなく調査に入ることができた。まずは、調

査区全体にトレンチを入れて、土層を確認した。このトレンチは、遺物含有層もしくは検出面の確認のため

であり、調査区の土壊堆積状況を確認するものではない。表土が薄く主だった遺物含有層も確認できなかっ

たために、手掘 りによる表上の除去と同時に最南端の深堀を実施し土壌堆積状況を確認した。

その後、重機による粗掘りと伴に、南偵lⅢ 区からの調査を開始した。

精査は、上方の面から層位毎に掘り下げ、遺構検出を行った。基本的には竪穴住居は4分法、土坑等は 2

分法による覆上の観察を行ったが、広がりをもつ大型住居や重複関係にある遺構等は適宜ベルトを設定した。

遺構は、土層断面および平面を写真撮影と実測で記録しながら調査した。

遺構・遺物の種別を表す略号は住居跡はRA、 土坑はRD、 柱穴・柱穴状ピットはPP、 溝はRGと し検

出順に査録した。その他は略号を使っていない。

遺物の取り上げは、遺構外出上のものはグリッド単位で層位を記入し、遺構内では遺構名と出土層位を記

入して取り上げている。

③遺構の記録

断面図の作成は、遺構の上面に水平の水糸を張って実測の基点を設定して行い、レベルの数値をできるだ

け変えないよう意識して実測した。平面図の作成では、基本的に地表面に直角座標系の軸線に合わせて東西、

南北に各 lmの水糸を張つて基線とする簡易遣り方による測量法によって実測した。平板による平面図測量

も適宜使用した。縮尺については20分の 1を原則としたが、亀 。焼土の断面図 。平面図などは10分の 1、 溝

の平面図は40分の 1で実測した。

写真撮影はモノクロ (35mm・ 6× 7 cm)、 カラーリバーサル (35mHl)の 3台 を用いて、遺構検出時の確認

状況、埋土地積状態、遺物出土状況、完掘状態と精査の段階毎に撮影を行つた。

また遺跡遠景・調査終了全景は航空写真撮影を行つた。

(2)整理方法

①遺構図面

遺構図面は、点検後必要に応じて第2原図を作成した。挿図中の縮尺は竪穴住居跡は1/60、 カマド・陥

し穴・土坑・掘立柱建物跡は1/40を原則としているが、柱穴群の平面図は1/80、 断面図は1/40と し、
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また溝跡の平面図は 1/100、 断面図は 1/30に しており、任意の縮尺についてはスケールに付してある。

なお使用したスクリーン・ トーンの種類は凡例の通りである。

土層注記は基本層位にローマ数字を用い、遺構埋土にはアラビア数字を用いた。

遺構番号は遺構種別毎の検出順に連番としたが、精査過程あるいは整理段階において欠香になったものや

略号の変更になったものもある。欠香になったものや変更した遺構は本文で示している。

②遺物

出上した土器 。石器・土製品・陶磁器などの遺物は、水洗い 。記名の後、出土状況に合わせて遺構内と遺

構外に仕分けをし、次いで接合・復元の作業を実施した。そして、写真撮影を行い実測図・拓影図の作成を

をし、 トレースして報告書に掲載した。

遺構内の遺物は復元できた土器を中心にできるだけすべて掲載するように勤めたが、除外したものもある。

また平安住居跡埋土の上位に出土した縄文土器片・石器は遺構外として登録してある。

③遺物図版

図版は遺構内出土遺物は遺構順に遺構外出土遺物は種類別に作成して掲載した。挿図中の上器 。礫石器は

1/3、 象」片石器は 1/2、 陶磁器・古銭は 1/2を原則としているが、縄文土器片、土坑出土の礫石器は

1/2と しており任意の縮尺についてはスケールを付している。

登録した遺物については観察・計測を行い観察表を作成し掲載したが、土器・石器等の観察中の法量の推

定値は ( )、 残存地は 〈 〉で表示した。

①写真図版

空中写真・遠景は、調査の最終段階での状況であり、完掘状況ではない。

遺構写真は、各遺構の平面・断面を中心に、竪穴住居跡はカマド・遺物出土状況等も合わせて掲載した。

各写真の縮尺については不定である。

遺物写真では、土器 。礫石器は 1/4、 縄文土器片 。景J片石器・陶磁器は 1/2を 基本としている。

第 3図  グリッド配置図
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3日 検出遺構と出土遺物

遺構配置図に示した通り、今回の発掘調査で検出された遺構は以下の通りである。

竪穴住居跡 (RA)

掘立柱建物跡

土坑 (RD)

陥し穴

柱穴と柱穴状ピット (PP)

溝状遺構 (RG)

2棟

1棟

19基

4基

61瑳差

9条

その中で時代を特定できる遺物の出土しているものは竪穴住居跡 2棟と陥し穴 1基、土坑 2基のみであり

それ意外には遺構内の遺物はない。また、遺構外でも遺物が少なく埋土状況などから時代を特定することが

困難な遺構が多い。

そこで縄文時代の陥し穴と平安時代の竪穴住居跡を一括して(1)。 (2)で述べ、ほかを(3)その他の遺構として

取り上げて報告する。

土坑については遺物が出土しているいないに関わらず連香とし本文の中で時代を推測している。柱穴・柱

穴状ピットについては、集中している箇所 4つ (Ⅲ区南、Ⅱ区中央、 I区東、沢状凹地)に分け、まとめて

報告する。

(1)縄文時代の陥し穴

4基検出した。それぞれ土坑 (RD)や柱穴 (PP)と登録したものを変更したものである。すべて調査

区Ⅲ区の北側で検出した。その中には逆茂木痕が認められた陥し穴と、礫に覆われて認めれないがその規模

や配列から陥し穴としたものの 2種類ある。逆茂木痕は遺構の断面実測が行われ、完掘した後の最終段階で

の検出であるために平面図へは現場で挿入できたが、断面図はその後付け足して図化したものがあり、その

場合は推定線で示した。

1号陥し穴 (図版第 5図、写真図版 3)

検出当初は土坑 R D03と して登録したが、精査終了後の駄目押しの段階で底面に逆茂木痕を認めることが

できたために 1号陥し穴と変更した。調査区Ⅲ区の北側中央、グリット22eに位置する。

規模・形状は開口部径 2m15cm× 2m5cmで ほとんど真円に近い。上部は全体的になだらかに落ち込むが

下部は急激に垂直に落ち込む。底部は lm× 75cmで楕円形である。深さは平均78.9cmと 深い。下場中央に直

径12cm、 深さ20cmほ どの逆茂木痕を持つ。。坦土は厚い黒褐色土をもち、その下に暗褐色上が存在する自然

堆積である。底部の褐色上の下に固くしまった礫層がある。

出土遺物は確認できなかった。

2号陥し穴 (図版第 5図、写真図版 3・ 19)

検出当初はR D14と して登録した。精査の段階で底部の礫を取り除いて確認した際、明確な逆茂木痕は確

認されなかったが、その配列と埋土状況から2号陥し穴と変更した。調査区Ⅲ区の北側やや東より、グリッ

ト22gに位置し、 1号陥し穴からは東に約 8m離れる。

規模・形状は開口部径 l m40cm× l m 60cmでやや楕円形である。上部でゆるやかに落ち込み、下部で急激

に垂直に沈み込む形状は 1号と酷似する。底部は径 l m 4cm× 65cmで だ円形で、深さは平均で86.7cmで 1号
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よりも深い。

埋土は黒褐色土を中央に持つ自然堆積である。底部近くは

砂質の褐色土で、その下に礫を持つのは 1号と同じである。

礫の下に明確な逆茂木痕は確認できなかったが痕跡たるく

ぼみを持つ。

遺物は埋上下位の黒褐色土から土器片 1点が出上した。摩

減が激しく地文などは確認できないがハート型 ?貼付文のは

がれたような痕跡から縄文時代前期後葉のものと思われる。

2号陥 し穴出土土器

0                                        1 0Cm

No 器種 出土地点 層位 部位 観   察 時  期 写真図版

1 深鉢 2号陥 し穴 埋上下位 口縁 ― 卜型 (?)貼付文の痕跡 地文摩擦著 し▼ 前期 後葉 ?

3号陥し穴 (図版第 5図、写真図版 3)

検出当初はP P50と して登録した。その配列と埋土状況から3号陥し穴と変更した調査区Ⅲ区の北側東端

グリット23iに位置し、 1号陥し穴から東に16m、 2号陥し穴から8m離れる。

規模・形状は、開口部 l m30cm× lmでやや楕円形である。底部は60伽×30cmで ひょうたん型を呈す。深

さは約50cmで前述の 2基よりは浅い。

埋土は黒色土を中心とした自然堆積であるが、暗褐色土と褐色土の堆積がほとんど見られない。下部に礫

層を持ち、締まりはよい。しかし逆茂木痕は判然とせず、遺物も出土していない。

4号陥し穴 (図版第 5図、写真図版 3)

検出当初はP P51と 登録したが、駄目押しの段階で底面に逆茂木痕を確認できたことにより4号陥し穴に

変更した。グリット231に位置し、 3号陥し穴の西側に近接する。

規模・形状は、開口部 l m 55cm× l m 25cmで楕円形である。3号 と同じように急激に落ち込み、底部はlm
×60cmでややひょうたん型をしている。深さは最大76.8cmを 計る。

埋土は黒色土を中心とした自然堆積で、下部に暗掲色土を持ち、その下にしまった礫層がある。その礫層

の下に逆茂木痕を検出した。深さは 5 cm程度である。

遺物は出土していないが、 3号 と4号上部の黒色土からは、縄文土器が出上している。
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歩

1号陥し穴

1号陥し穴
1 10Y R2/3黒 褐色土
2 10Y R3/3黒 褐色土
3 10Y R3/3黒 褐色土
4 10Y R2/2黒 褐色土
5 10Y R2/2黒 褐色土
6 10Y R3/4黒 褐色土
7 10Y R3/3黒 褐色土
8 10Y R3/3黒 褐色土
9 10Y R4/4黒 褐色土
Ю 10Y R4//4黒褐色土
H 10Y R4/6黒 掲色土
12 10YR4/6黒 褐色土
13 10YR4/6黒 褐色土
14 10YR5/8黒 褐色土

2号陥し穴

L=96000m

2号陥し穴
1 10Y R3/1黒 褐色土 粘性あり しまりなし
2 10Y R2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりなし
3 10Y R2/1黒 色土 粘性ややあ り 1=め あ約
!I¥養銑量宿き土 籍甚専窯Йり を望ηЙり
10Y R2/2黒褐色土 粘性あり しまりあり
10Y R4/4褐色土 粘性あり しまりややあ り

認¥岳簗色圭
と
揺極島猾輯 幾

仕 粘性ありしまりなし
10Y R2/3黒掲色土 粘性あり しまりなし
10YR5/8黄 褐色土 粘性あり しまりなし
10Y R2/3黒褐色土 粘性やゃあり 固くしまる

,!ふ:晋

`雛
望1時占壁みVb)し t登、上酵羅

0協
病老む

3号陥し穴

L-95400m

1 10Y R2/1黒 色土 粘性ややあり しまりなし
2 10Y R2/1黒 色土 帖性ややあり し

=り
/.・ 1

Ａ
引

粘性なし しまりあり
粘性なし 国くしまる
粘性なし しまりなし 木根含む (3%)
粘性なし しまりなし 木根含む (5%)
粘性ややあり しまりなし
粘性ややあり しまりあり
粘性ややあり しまりあり 錦と

'〕

‖Y削 irちに合

`硼

え,

粘性ややあり しまりあり 舶
'〕

冊平R�ア
'′

κ伽 鱗

粘性ややあり しまりあり
粘性ややあり しまりややあり
粘性なし 固くしまる  費褐色砂土牡oYR5/8)混 入
粘性なし 固くしまる
粘性なし しまりややあり
粘性なし 固くしまる

4号陥し穴

3号陥し穴
1 10Y R3/3暗 褐色土
2 10Y R3/3暗 褐色土
3 10Y R3/3暗 褐色土
4 10Y R2/1黒 色土
5 10Y R2/1黒 色土 ―
6 10Y R2/3黒 褐色土
7 10Y R3/3暗 褐色土
8 10Y R3/3暗 褐色土
9 10Y R3/4暗 褐色土
10 10YR3/4暗 掲色土
H 10Y R3/3暗 褐色土
12 10YR2/3黒 褐色土
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第 5図 陥し穴

と認学ミ銑重E圭 籍桂卓軍2,しま′Z学 馳虫ば蜘台∬幼
:認 ¥晨ち先量緒巷土

粘雉甚雲セリし錆塗どゃあり木根含む6o均
10Y R3/3暗褐色土 粘性なし しまりなし
10Y R4/6褐色土 粘性なし (砂) しまりなし
10Y R2/3黒褐色土 粘性なし (砂) しまりあり

iI子 岳統 語糧色圭 絶桂宅隼牙サ
土
雷贅しまΣ

りあり

10Y R5/8黄褐色土 粘性なし しまりあり
ЮYR5/8黄 掲色土 粘性なし しまりなし

0                      2m

3号陥し穴

V

4号陥 し穴
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(2)古代の竪穴住居跡

2棟の平安時代の竪穴住居跡が検出された。どちらも東側壁にカマ ドをもつ大型の住居跡で壁等の残存度

は高い。また土器も比較的多く出土している。そのうちR A01の埋土中から縄文土器片や石器が出上してい

るが遺構外出土遺物として取り上げる。次に各々の特色を述べ、 2つの住居跡の関連性や時代については 5

のまとめでふれたい。

R A01竪穴住居跡 (図版第 6。 7・ 10。 11、 写真図版 4・ 5。 18。 20)

位置は、調査区Ⅲ区の西側で、調査区の中でも比較的標高の高い24Cグ リットに位置する。地表面から約

20cmの暗褐色上の精査中に検出された。

規模 。平面形は現代遺構の攪乱の影響を受けない東壁から西壁の径 (短軸)は 5m14cm、 北壁から南壁ま

での径 (長軸)が推定で 5m70cm前後で隅丸の台形状を呈すると思われ、主軸はやや北東方向に傾く。床面

積は約20m2で ぁる。

坦土は暗褐色土と黒褐色上が厚く堆積するが、埋上の暗褐色土からは縄文の石器・土器片などが、黒褐色

土からは古代の土器片が出土することから、上層は盛り土であることが考えられる。

壁は比較的残りのよい東 。南壁で最大37cmを計り、平均では25～30cmで あるのに対し、西側は低く20cm前

後である。また東南側は下部が少々外傾するのみでほとんど真上に立ち上がるが、西側はなだらかに外傾し

その上端部が半J別 しない。

柱穴は、南壁際床面に 3基、西壁中に 2基、北壁からやや離れた床面に2基の計 7基検出した。そのなか

で配置・深さ等の条件からPl・ 2・ 6・ 7が主柱穴になると考えられる。また西側の 2基は埋土が暗褐色

土であり、方向が住居跡の外側に向かっているという点でほかの 5基 とは違う形態をもつ。

カマドは、東壁南寄りに付設される、掘り込み式である。煙道はカマド付設壁際から煙だしピット中心部

まで l m 22cm、 掘 り込みの深さは、平均で10cm、 掘り込みの幅は15cmほ どである。煙だしピットは開国部50cm、

下径13cmの ほぼ円形に近く深さは37cmで ある。カマド本体では明確な袖の形態と架構を検出することができ

なかったが、支脚は土師器の甕を逆さに使用しており、袖の芯材や架構として多量の礫と土師器の破片を利

用している跡がうかがえられた。また、カマ ド北側に90cm× 54cm・ 厚さ6～ 8 cmの焼土も確認された。。

遺物は、カマド周辺と床、埋土などから土師器の甕形土器、杯形土器が出土したが、復元できたのは各 3個

体のみである。須恵器は長頸重・短頸壼のどちらかと思われるものの一部と杯が出土した。 1はカマドの支

脚として利用されていた土師器の長胴甕である。外面をハケメ主体で調整し一部ヘラでなでている。内部は

ヘラナデ中心で調整している。回縁部がゆるく短く外反し、底部がやや外に張り出す。 2・ 3は カマド隅の

北東壁付近から出土したもので、カマドの芯材として利用されていたものと考えられる。 2は球胴奏と思わ

れるが、外面が磨耗されており、わずかにケズったあろうあとがみられる。 3は赤焼きの奏でロクロ成形で

あるが外面にケズリ調整が施される。日縁部が短く外反し、日唇部は上方に挽出する。内面は黒色処理が施

されている。 4の月ヽ型甕は煙道の埋土から出土したもので、器面の調整はほとんど見受けられない。 5は南

西部の床から出土した須恵器の壼である。口辺部の器形とその厚さなどから長顕重か短頸重と思われる。同

じ床面南西部から出土した 6の須恵器の杯は底部切離しが回転ヘラ切り、またカマドの袖から出土した土師

器の郭 7は回転糸きりで切り離されている。また坦土下位から須恵器破片 8・ 9が出上した。

石器は南東部の床面から凹石が出土した (1)
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ロ

N― S
1 10Y R4/4褐 色土 粘性なし しまりややあり
2 10Y R3/4暗 褐色土 粘性なし しまりふつう 木根多く合む (20%)
3 10Y R2/3黒 褐色土 粘性ややあり しまりなし 黄褐色土 (10Y R5/8)砂20%含む
4 10Y R5/8黄 掲色土と10Y R3/4暗 褐色土との混合土 粘性なし (砂) しまりなし
5 10Y R5/8責褐色土とよOY R3/4暗 褐色ととの混合主 粘桂なし(砂)し まりややあり
6 10Y R4/6褐 色土 粘性なし 固くしまる 木根 5%含む 5 cm● 礫含む
7 10Y R4/6掲 色土 粘性なし 6よ りないがよくしまる 礫などを含まない
8 掘りすぎ 壁の残 り

RAOlt■
解

1 5YR5/8褐色土焼土 粘性なし しまりなし
2 5YR4/8赤褐色焼土 粘性なし しまりややあり
3 10Y R4/4褐 色土 粘性なし しまりなし
4 10Y R5/8黄 褐色土 粘性なし しまりなし

第 6図  RA01竪穴住居跡

―E
10Y R4/4褐色土 粘性なし しまりなし

構譴角暮彊魯とと常与ξ与議 聖奮
根案准姦ィ含む⑭均

認子ミ擁福色圭難桂なしよ|しま2螺演碁ご生Iク千動
10Y R6/8明黄褐色土 掲色土 粘性なし 強くしまる (床面)

0             2m
|

柱穴観察表

P 1 2 4 5 7

口径cm 28.0

下径cm ll.0

乗さcm 36.0 67.0?
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Lユ 96400m

Gr

O

命

0
◎かまどから煙道

1 10Y R3/4暗 褐色土 粘性なし 固くしまる土器片 焼iユ %含む 2′焼土含まない
2 10Y R3/4暗 褐色土 粘性なと しまりなし 炭化物40%混 入
3 10Y R4/4褐 色土 粘性なし しまりゃゃあり
4 10Y R4/3に ぶい黄褐色土 粘性なし しまりなし
5 ,OY RS/8黄 褐色土 粘性なし しまりなし
6 10Y R4れ褐色土 粘性ややあり しまりややあり S t0 20em¢ 礫含む
7 10Y R3//4贈 褐色土 粘性ややあり しまりなし 10YR5/8黄 掲色アロックで含む
8 10Y R4/4褐 色土を10Y R5/8黄掲色土との混合土 粘性ややあり しまりなし 礫含む
9 10Y R3/4贈 褐色上 粘性なし しまりまったくなし
10 10YR5/8黄褐色土 粘性なし (砂) 目くしまる
■ 10Y R4/Sに ぶい黄褐色上 粘性なし 固くしまる
19 10YR4/3にがい黄褐色土と5 YR4/6赤褐色境土との混合土 粘性なし しまりゃゃあり
13 10YR4/3におい黄褐色土 粘性なし しまりなし
14 10YR3/2暗褐色■と5 YR4/8赤 19J色焼■との混合■ 粘性なし しまりなし
IS 5 Y R4/8赤褐色焼上 粘性本し しまりあり
16 75YRヽ お明赤褐色焼上 粘性なし かたくしまる
17 10YRS/8明黄褐色土 粘性なし しまりなし

0                     2m

c                             G′
卜          L=96400m        引

1 10Y R3/4暗 褐色■と5 Y R4/8赤褐色焼土との混合土 格性なし しまりあり
2 5 YR4/8赤 褐色焼土 粘性なし しまりあり
3 7 5YR5/8明 赤褐色焼土 拙性をし かたくしまる
4 10Y R4/5褐色上 444な し しまりあり 75Yミ 5/8明赤褐色焼土ブロックで含む (1%)
5 10Y R4/5褐 色土 粘性なし 固くしまる
6 7 5YR6/8明 黄褐色焼上 粘性なし 固くしまる
7 10Y R6//8明 黄褐色上 粘性なし しまりなし

RA01竪穴住居跡カマド
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R A02竪穴住居跡 (図版第 8～ 14、 写真図版 6,7・ 18。 20)

調査区Ⅲ区の南側の中央部、グリット18i j。 19i jで検出された。R A01の北東約32m離れたところに

あり、検出時R A01と 同じぐらいの標高であったが、実際はそれよりも低いところに位置する。

規模 。平面形は長軸が東西に6m46cm、 短軸が南北に5m86cmで南北にやや長い長方形である。主軸方位

はほぼ北-0° 一南で、床面積は25.4沼 と推定されR A01よ りも広い。床面施設では、カマドの袖の端西部

に掘 り込んだ跡が認めれた。また、東壁と北狽J壁の交点に床面を掘りこんだ貯蔵穴と思われる施設も確認さ

れた。 埋土は、上部に黒褐色土が厚く、壁際に褐色土が堆積する自然堆積である。西側壁近くには壁崩壊

後の礫が床面を覆う。縄文等の遺物含有層である暗褐色土は一部にしか見られない。埋土上位に黒褐色土を

掘りこんだ柱穴状のピットをもつ。

壁は、崩壊したであろう西側壁以外保存状態はよい。北狽I最大45.4cm。 南側最大34.lcmを 計り、北東南壁

で平均31.3cmである。壁はほぼ垂直に立ち上がるが南壁の東よりと南よりは比較的なだらかである。

柱穴は、 8基検出した。その規模・配置などからPl。 2・ 5が主柱穴と考えられるが、もう1基は判然

としない。少しずれるがP8がそれに当たる可能性もある。P6・ 7はその埋土状況から住居跡の伴わない

ものの可能性も否定できない。また、P3'4は 配列がR A01の P4・ 5と 似ており、住居跡のなんらかの

施設にかかわるものであろう。

カマドは、東壁の南寄りに付設されており、架構は崩壊しているがその他の残存度は高い。石で囲つたく

り抜き式で、煙道は短くすぐに立ち上がる。煙だしピットは判然とせず、開口部20cm・ 深さ30釦のものが礫

で覆われているが利用されていたかどうかは不明である。袖部には大量の礫と土師器・須恵器片が芯材とし

て利用されている。支脚には土師器の甕を逆さにして付設されており、架構部に使用されていたと思われる

丸い自然石が検出された。カマ ドの北側壁には、土器が埋設されていた痕跡もあり、また南側角にはカマド

を構築していた痕跡も認められることから2つのカマドをもつ住居跡だつた可能性もある。

遺物は、土師器・須恵器の郭形土器・甕形土器や石器がカマド付近を中心に出土し、比較的多く復元でき

た。その中にはカマドの芯材として利用されていたものも含まれる。

10は土師器の小型甕で、ロクロ成形で底部は回転糸きりで切り離されている。外部をヘラケズリで再調整

し、器形は回縁部が短く外反し、口辺部は上部に逸出しそして日唇部は平らである。胴上部にふくらみをも

つが最大径は日縁部にある。11・ 12は非ロクロの甕で内外ともナデで調整されている。日頸部に沈線状の不

明瞭な段をもち、口縁部はなだらかに大きく外反する。13は ロクロ使用の甕と思われ、一部ケズリがあるも

のの、ほとんど無調整である。口縁部から口唇部にかけての特徴は上記の10と 似ている。14は長胴甕で外面

はハケメとナデ、内面はナデで調整される。16は前出の 5個 と異なり、カマドからやや離れた床から出土し

た甕である。外面は荒いナデとケズリで、底部がやや張り出し木棄痕が認められる。17は カマドの支脚とし

て使われていたものと思われる甕で口縁部は短く大きく外傾する。逆さにして安定させるためと思われる。18

は、土師器の広口壺でヘラケズリ等で器面調整されているが、ロクロ成形である。日縁部が強く大きく外傾

する特色を持ち最大径は肩部にある。19～ 21は赤焼きの土器で、ロクロ成形であり底部切離し痕があるのは20

のみで回転糸切りである。また19は木棄痕をもつ。21は R A01出土の 3と 同じ特徴をもつ。22は摩減が激し

いが内部の器面調整は11や 12と 同じである。須恵器の杯23は底部切離しが回転ヘラ切りと思われるが判然と

しない。24は回転糸切りで切り離されている。この 2つの特色は胴部に段を有することで、特に23は全体に

明瞭に存在する。その他内面に黒色処理を施した土師器の杯 (25。 26)も 出土している。石器はカマド燃焼

部内から擦り石 (2)たたき石 (3)が、かまど西の土坑の埋土から石鏃 (4)が出土した。

-27-



く T

l鬱■

P4

L=96000れ
H  l 引■′

3v

P5
L=958111m
I卜  → I′

既

J

ト

4

o              2m

第 8図  RA02竪穴住居跡

-28-



RA02カ マド

◎紬部延長

1 10Y R4/4褐 色土 粘性なし しまりriし

2 10Y R4/4褐 色土 粘性なし しまりあり
3 10Y R4/6褐 色土 粘性なし しまりあり
4 ユOY R4/6褐 色土 砂質

OT

に∞o9ヨ 留ЧH■ 9H

:鞘 M燿 亀巷土靴 絶と覇
り

徒 り筆キ醤捺《 整岩4む 2■ KL諄

3 10Y R5/8黄 褐色土 粘性なし しまりなし

Ｄ
苺
０
ヽ
Ｄ
　
Ｄ
苺
翠
翠
　
＝
劇
暉
話
器
ぐ
０
彪
【
９

ぐ
ヽ
Ｄ
〉
Ｒ
く́
　
０
苺
翌
翠
　
引
寧
却
哩
Ｋ
邸
ぐ
い
ば
＞
め
、

ξ
く
０
ヽ
わ
　
っ
苺
Ｊ
翠
　
引
零
劇
哩
Ｋ
ぐ
マ
区
”
ゅ

０
や
一
卜
Ｄ
　
Ｄ
苺
ぎ
翠
　
＝
矩
噂
Ｃ
刊
引
撃
劇
鯉
К
ぐ
，
碇
”
０
匈
「
劇
甲
蟄
く
Ｏ
γ
【
９

Ｄ
苺
０
ヽ
⊃
　
０
ヽ
型
翠
　
引
ｄ
韓
枢
〓
く
ど
ぐ
ｗ
ｘ
”
ョ

驀

笙

一
督

ミ

華

囀
畿

Ｑ
Ｎ
報

諜

∞
（
ざ
輯

Ｎ
的
櫻

脚
一貿

誘

襲

く
ヽ
⊃
〉
口
　

（台
）
Ｄ
苺
割
翠
　
＝
劇
熊
転
ぐ
い
区
メ
９

Ｄ
姿
〉
梨
０
部
ξ
“
Ｄ
　
Ｄ
ゃ
型
望
　
引
劇
鯉
櫻
ミ
０
∝
【
宮

饉

泌
鴫』撫
鎚
響
報
翠ム【梢爛
撃

か。「和爛］興一ホ一襲

傘

電

等③
や
ф
器
ｓ
Ｓ
寓
　
３
の
　
０
資
守
守
一
ヽ
い
　
０
く
学
学
翌
牌
　
引
Ｊ
韓
ミ
ｗ
は
い
９

Ｄ
終
０
卜
つ
　
０
終
Ｊ
翠
　
引
劇
鯉
脳
ぐ
の
営
【
宮

ｐ
や
０
い
Ｄ
　
Ｏ
苺
翠
準
　
＝
劇
暉
枢
●
κ
！
ぐ
甘
陪
ｘ
９

ξ
ぐ
Ｖ
学
０
ヽ
０
　
っ
苺
翠
報
　
引
劇
暉
ミ
ぐ
鍼
＞
９

＜
鰐
ヽ
９
ぶ
ぎ
ぷ
　
Ｄ
姿
０
ヽ
Ｄ
　
⊃
苺
割
翠
　
引
口
鯉
幽
ミ
め
碇
】
９

３
や
ヽ
範
↓
撃
ヽ
　
わ
ｍ
ま
「
引
撃
　
士
誰
「
ぐ
ヽ
０
〉
回
　
Ｄ
寒
型
華
　
引
劇
哩
理
く
０
館
【
ョ

DO

L=96200m

⑤ ⑤

L=96200m

Ｅ
ト

Ｅ
ト

Ｄ
引

Ｄ
Ｉ
．

Ｃ

。

迎
禦
●
代
芍

帯
く
◎

E′

引

◎かまど一PA焼部

L-96200m
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10Y R4/6褐 色土 括性なし しまりなし
10Y R4/4褐 色土 絡性なし しまりなし
10Y R4/6褐 色土 猛性なし よくしまる 炭化物 1%含む
10Y R6/8明 黄褐色土 粘性なし(粒礫)し まりなし やや焼上の混じるところあり
5 YRS/8赤褐色焼土 粘性ややあり よくしまる 土器片含む
5 VR4/8赤褐色焼土 粘性なし しまり全くなし
5 YR4/8赤 lB色焼土と10Y R3/4暗 掲色土との混合土 格性なし しまりなし
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(3)その他の遺構

① 土坑

土坑はR D01～ R D21ま で登録したが、R D03と R D14を それぞれ 1号陥し穴 。2号陥し穴と変更し、

またR D09はその後の精査で攪乱と分かリカットした。その上でR A01床面から検出したカマ ド状土坑を

含めれば合計で19基検出したことになる。そのうち遺物が出土したR D07と R D16の 2基は縄文時代の可

能性が高いが埋土中位の出土で、土器も摩滅が激しいことから判然としない。よって、ここでは時代順で

はなく連番で述べる。

R D01(図版第15図、写真図版 8)

R A01の床面精査中に検出した。R A01の 西側グリット24Cに位置する。R A01の P4と 重複する。

規模 。平面形は、開田部径 l m66cm× 88cm、 底部径 l m 7cm× 40cmの楕円形で、断面形は皿状である。北

側が南側より強く外傾する。深さは最大で44.7cmを 計る。

埋土は、上位に黒褐色土を下部に暗褐色土を持つ自然堆積であるが、上部はふみかためられているようす

である。

出土遺物はないが、この土坑の上部にあるR A01の埋土暗褐色土に縄文時代の遺物があることから、時代

は縄文時代の可能性が高い。

R D02(図 版第15図、写真図版 8図 )

調査区Ⅲ区の北西側、グリット22dで検出した。 1号陥し穴の南西約 2m離れたところに位置する。Ⅲ区

北側の斜面、責褐色砂土での検出である。重複はない。

規模・平面形は、開口部径 l m25cm× l m 15cm、 底部径88c/m× 70cmの真円に近い形状で、断面形は皿状で

ある。深さは浅く、最大で22.9cm程度である。

埋土は底部に暗褐色土、上部は木根を多く持つ締まりのない掲色土である。

出土遺物はなく時期も不明である。

R D04(図 版第15図、写真図版 8図 )

調査区Ⅱ oⅢ 区の境界の中央部、グリット20。 21fで検出した。中央部の柱穴集中部の西側、礫を含む褐

色上下での検出である。重複はない。

規模・平面形は、開田部径 l m86釦 × l m43cm、 底部径 l m 55cm× l m24釦の楕円形で、断面形は皿状で

ある。深さは最大でも25。 9cmと 浅い。

埋土は上部にしまりのない黒褐色上、下部には黄褐色土・褐色土などの混合土が中心である。

出土遺物はなく時期も不明であるが、縄文時代以降のものであろう。

R D05(図 版第15図、写真図版 9図 )

調査区Ⅱ区南端の中央部、グリット20f・ gで検出した。中央部の柱穴集中部の北西側、礫を含む褐色土

下での検出である。R D06に 切られる。

規模・平面形は、開回部径 ?× 95cm、 底部径 ?× 53cmの楕円形と推定され、断面形は逆台形状である。西

側に比べて東側壁が急に落ち込む。深さは最大で41,4cm、 平均37cmで ある。

埋土は、礫を多く含む黒褐色土と暗褐色上の下に褐色土を持つ自然堆積である。

出土遺物はないが、同じような埋土を持つR D07と 同時期の縄文時代のものであろう。
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10Y R2/3黒褐色土 粘性なし しまりなし
10Y R3/4暗掲色土 粘性なし しまりなし
10YRク 3褐色土 粕性なし ややしまりあり 黄掲色土
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5 10Y R4/3に ぶい黄掲色土 粘性なし しまりなし
6 10Y R4/6掲 色土 粘性なし しまりなし 7 cm¢ 礫含む (50%)

10Y R3/4暗掲色土 粘性ややあり しまりややあり 5 cm¢ 礫含む (10%)
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10Y R2/3黒褐色土 粘性ややあり しまりなし
10Y R3/3暗褐色土 粘性なし しまりややあり
10Y R3/4暗褐色土 粘性なし しまりややあり
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R D06(図 版第15図、写真図版 9図 )

R D05を 切る形で、その北西狽Jで検出した。R D05と 同じく礫を含む褐色土での検出である。

規模・平面形は、開口部径 ?× l mo8cm、 底部径 l m 20cm× 68cmの楕円形で、断面形は皿状である。壁全

体がなだらかに落ち込み、底部に礫を持つ。深さは最大で51.3cm、 平均37.5cmで ある。

埋土は、中央部にレンズ状に礫を多く含む黒褐色土と壁際の暗褐色上である。しかし、R D05よ り礫を含

む褐色上の堆積が少ない。

出土遺物はないが、R D05と 同時期のものであろう。

R D07(図版第16。 20図、写真図版 8。 19図 )

調査区Ⅱ区南端の中央部、グリット20fで検出した。中央部の柱穴集中部の北西側、礫を含む褐色上下で

の検出である。R D05。 06か ら西に4m離れたところに位置する。

規模 。平面形は、開口部径 l m 15cm× 95cm、 底部径75cm× 58cmの真円に近い形状をしている。断面形は逆

台形状である。東狽1に比べて西側壁が急に落ち込む。深さは最大で32.lcm、 平均30cmで ある。

埋土は、礫を多く含む黒褐色土と暗掲色土の下に褐色土を持つ自然堆積である。

出土遺物は、埋土中位の暗褐色土から縄文土器片 2点が出土している。 2は摩滅が激しく地文などは把握

できないが、 2号陥し穴での出土破片 (第 4図 P障)と 同類の縄文時代前期後葉の深鉢の破片と思われる。

3は沈線主体で半裁竹管による斜位の文様がある。縄文時代中期中棄頃の遺物か。このことからこの遺構は

縄文時代前期～中期のものと思われる。

R D08(図版第16図、写真図版 9図 )

調査区Ⅲ区北端の西部、グリット22e・ fで検出した。 1号陥し穴の東 lmに位置する。黄褐色土の砂土

が検出面である。

規模・平面形は、開口部径99× 55cm、 底部径85× 42cmの楕円形で、断面形は皿状である。東側に柱穴状の

くぼみを持ち、その深さは43.9cm、 全体の平均は約20cmと 浅い。

埋土は、黄褐色土の混じった黒褐色度の単層に近い。

出土遺物はない。その形状から柱穴の可能性があり、時代は不明である。

R D10(図版第16図、写真図版 9図 )

調査区Ⅲ区北端の西部、グリット21dで検出した。R G01の壁からlmと 離れない。R D07等 と同じく、

礫を含む褐色土下が検出面である。

規模・平面形は、開口部径98× 88cm、 底部径66× 68c/mの真円で、断面形は逆台形状である。深さは遺構の

中心部の礫を取り除いたくばみまでは46.lcmと やや深いが、全体の平均は35cmで ある。

坦土は、しまりのよい暗褐色土と砂状の褐色土・責褐色土を持つ自然堆積である。

出土遺物はないが埋土状況から縄文時代の可能性が高い。

R Dll(図版第16図、写真図版10図 )

調査区Ⅱ区南部、グリット22gで検出した。中央部の柱穴集中部南側、 2号陥し穴から】ヒ西 2m離れたと

ころの位置する。礫を含む褐色土下が検出面である。
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規模・平面形は、開口部径 l m 12cm× l m 10cm、 底部径55× 84cmの真円形で、断面形は逆台形状である。

なだらかに落ち込む西側壁に対して東側のそれは垂直気味に落ち込む。その深さは最大で39,lcmで ある。

埋土は、黒褐色土の下に暗褐色土・褐色土をもつ自然堆積である。底部に礫の堆積が多く見られる。

出土遺物はない。また、時期も不明である。

R D12(図版第16図、写真図版10図 )

R Dll検出と同グリット21gで検出した。 2号陥し穴から北西に lmほ ど離れる。検出面も同じである。

規模・平面形は、開田部径85cm× 75伽、底部径47× 40cmの 円形で、断面形は皿状とおもわれる。その深さは

最大で38釦である。

埋土は、中央に黒褐色土をもち、上部に暗掲色土をもつ人為的堆積か。底部に礫の堆積が多く見られ、出

土遺物はない。時期は縄文時代と思われるが、判然としない。

R D13(図版第17図、写真図版10図 )

調査区H区南西端部、グリット20dで検出した。約18mの長さをもつ R G01の 中央部の西側に位置する。

検出状況は、R G01を 検出した礫を含む褐色土では把握できず、R G01の精査中に西側壁を切る形で検出さ

れた。

規模・平面形は、開田部径 l m49cm× 82cm、 底部径 l m 14cm× 65cmの楕円形で、断面形は皿状である。R

G01は中央部において西側に枝分かれをするが、その枝が40cmい つたところでR D13に 止められるような形

である。深さは最大で30,8cmであるが、R G01平均の底面の高さよりも約20cm低い。

埋土は、固くしまった黒褐色上の単層に近い。底部に礫を多く含む褐色土をもつ。

出土遺物はない。R G01と の関連性が考えられ、貯水穴としての役割を持っていた可能性があり、時期も

R G01と 同時期ではないかと思われる。

R D15(図版第17図、写真図版10図 )

調査区Ⅱ区南西部の標高のやや高い区域、グリット18f・ gで検出した。R A02か ら北西に8mほ ど離れ

る。検出面は礫を多く含む褐色土下である。

規模 。平面形は、開口部径 2m13cm× l m 34cm、 底部径 l m 15cm× l m02cmの 楕円形で、断面形は逆台形

状で、北狽J壁がややなだらかに落ち込む。その深さは南壁側が最大で76.6cmを 計る。

埋土は、上部にしまりのない暗褐色土、下部に礫を含んだ褐色土をもつ自然堆積である。

出土遺物はない。時期は縄文時代と思われるが、判然としない。

R D16(図版第17・ 20図、写真図版11・ 20図 )

調査区Ⅱ区南西部の標高のやや高い区域、グリット18f・ gで検出した。R A02か ら北西に8mほ ど離れ

る。検出面は礫を多く含む褐色土下である。

規模・平面形は、開田部径 3m32cm× l m21cm、 底部径 l m37帥 × O m 42cmの東西に伸びる楕円形で、断

面形は逆台形のビーカー状で、南側壁が急激に落ち込む。開口部に比べて底部が極端に狭い。深さは南壁側

が最大で76.5cmを 計り、全体の平均は70.8cmである。

埋土は、やや礫を含む黒掲色土を中心に、壁際に暗褐色上の堆積が見られる。
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RD18

RD18
1 10Y R2/1黒 色土 粘性ややあり しまりなし
2 10Y R2/3黒 褐色土 粘性全くなし しまりややあり
3 10Y R2/2黒 褐色土 粘性あり しまりややあつ 礫含む
4 10Y R2/3黒 褐色土 粘性なし しまりあり
5 10Y R3/4暗 褐色土 粘性なし しまりややあり
6 10Y R4/6褐 色土 粘性なし しまりなし
7 10Y R5/8責 褐色土 粘性なし(砂)し まりなし
8 10Y R4/4褐 色土 粘性なし しまりなし
9 10Y R3/4暗 褐色土 粘性なし しまりなし
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出土遺物は、礫石器が 2点出土している。5は くばみ石、6は石斧で埋± 3層黒褐色土からの出土である。

時期は、縄文時代である可能性が高い。

R D17(図版第17図、写真図版11)

調査区Ⅱ区東部のグリット19kで検出した。R A02の 東側の煙だしピットに近接するR D18と重複する。

細かい砂質の掲色土での検出である。

規模・平面形は、開口部径 l m45cm× l m 27cm、 半ば径67cm× 50cm、 底部径30cm× 30cmの、真円形で断面

形は、中段まではなだらかに落ち込むが底部まではまっすぐ落ちる柱穴状である。深さは開口部から柱穴状

の底場まで最大で42.5cmを 計り、半ばから底部までは30,3cmで ある。

埋土は、中心に黒褐色土を壁側に褐色土をもつ。下部には砂質の混合土がある。

出土遺物はない。これを柱穴とするならば、R A02や次に述べるR D18と の関連性を考えねばならないが

根拠がない。

R D13(図版第18図、写真図版11)

調査区Ⅱ区東部のグリット19kで検出した。R A02の東側の煙だしピットに近接する。R D17と 重複する

が新旧は判別しない。礫を含む褐色上での検出で、R A02検出面と同じである。

全体の規模 。平面形は開口部径 4m38cm× l m 90cm、 底部径 3m50cm× l m42cmの 楕円形で、断面形は逆

台形状である。深さは、南壁で41cm、 北壁で38.3cmを 計る。底面に3基の柱穴状のくばみを持つ。

北から順に a・ boc穴 とし、各々の《開口部・底部・深さ》の平均を比べると次のようになる。(単位cm)

a穴 《54。 35。 23》 b穴 《42・ 25・ 42》 C穴 《60・ 43・ 26》 。これら、 3基の柱穴状のくばみはR A02の

煙だしピットの東側に並ぶように配ア1さ れている。

埋土は、柱穴状のくばみ周辺に中心に黒色土を持ち、カマ ドに近い西壁に黒掲色土、カマドの反対側に褐

色土や瓦礫を含む責褐色土をもつ。 a・ b・ c穴の埋土はすべて黒色土の単層である。人為的な堆積と思わ

れるが判然としない。

出土遺物はない。埋土状況などからR A02と 時期を同じくするものと思われる。その観点から、この 3つ

の柱穴状のものを含むR D18は 、カマドの周辺のなんらかの施設のものと考えられるが、根拠に乏しい。

R D19(図版第18図、写真図版11)

調査区Ⅱ区中央部のグリット16kで検出した。R D16の南 4mに位置し、検出面は、R D15。 16と 同じ礫

を含む褐色土下である。重複はない。

規模・平面形は、開口部径 2m16cm× 78cm、 底部径 l m 53cm× 52cmの 中央部にくぼみをもつ瓢箪状の楕円

形状で、断面形は逆台形状である。北壁に比べて南側壁が垂直に落ち込む。深さは南壁で最大42.5cmを 計る。

埋土は、黒掲色上の下部に褐色土のある自然堆積で、下部に礫を多く含む黄褐色土がある。

出土遺物はない。時期は検出面が同じR D16と 同じ形状と埋土状況から縄文時代の可能性がある。

R D20(図 版第18図、写真図版12)

調査区E区北部の沢跡と思われる区域グリット131で検出した。厚く堆積した黒色土の下、砂質の黄褐色

土が検出面である。周囲には開回部径20伽深さ20cm程度の柱穴が並ぶ。
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規模 。平面形は、開口部径 l m 20cm× l m 15cm、 底部径 l m o3cm× 95cmの台形状で、断面形は皿状である。

深さは最大で西壁際24cmを計るが全体的に浅い。

埋土は、礫を含む黒褐色土の単層でしまりがよい。出土遺物はない。時期は不明である。

R D21(図版第18図、写真図版12)

調査区Ⅲ区の南端グリット27・ 28fで検出した。礫の混じる褐色上での検出である。

規模 。平面形は、開田部径 2m65cm× 90cm、 底部径 l m48cm× 39cmの溝状に廷びる楕円形で、断面形は皿

状である。深さは南壁際が最大で51,7c7mを 計るが細く延びる南西側は全体的に浅い (20cm程度)。

埋土は、中央に暗褐色土、下部に褐色土をもつ自然堆積である。

出土遺物はない。時期は縄文時代と思われるが、判然としない。

R D22(図版第19図、写真図版12)

調査区Ⅲ区の南西端グリット25Cで検出した。R A01か ら南へ50cmほ ど離れる。重複はない。Ⅲ区に残る

暗褐色土での検出である。

規模・平面形は、開口部径 2m76cm× l m 62cm、 底部径 l m 62cm× 67cmの楕円形で、底面の中央部に直径

30cm程度の円形のくぼみをもつ。断面形は西狽1に比べて東側がやや緩やかに落ち込む皿状である。深さは西

壁側が最大で 109,4cmを 計り、平均でも80cmの深さをもつ。

埋土は、暗褐色土と黒褐色上の人為的堆積と思われる。

出土遺物はない。時期は不明であるが、埋土状況などからR A01と 同時期とも考えられるが、判然とせず

またそれ以前の遺構とも考えられる。

カマド状土坑  (図版第19図、写真図版12)

調査区Ⅲ区の南西端グリット25Cで検出した。R A01床面南側に位置し、床面精査中に検出した。当初は

貼床と思われたが、埋土状況から時期は住居跡より新しいと判断、その上坑から西側に煙道状の遺構が確認

されたが、カマドとしての機能には不完全で、よってカマド状土坑とした。R A01の柱穴Plを切る。

規模・平面形は、切られているPlを含めて開口部径 l m73cm X l m50cm程 度、底部径 l m56cmX l m10cm

の真円形で、断面形は皿状で、深さは20～25cmを計る。西側に長さ 2m30c/m、 幅20cm、 深さ5 cmほ どの溝が

見られる。溝の西端に開口部径25× 25cm深さ10cm程度のピットが存在する。

埋土は、砂質の黒色土と黄褐色土が中心で一部焼土が含まれる。

出土遺物は、上位からR A01の カマド近くで出上した奏 (第 9図 3)の破片が出土した。時期はこの住居

跡よりは新しいがさほど時がたつていないのではないかと思われる。まだ床面が存在していた時になんらか

の施設 (カ マド?)が存在していた可能性がある。

② 柱穴・柱穴状ピット

柱穴もしくは柱穴状ピットは大小かかわらず、通し番号でPPl～ 76まで登録した。そのうち調査の便

宜上P P40～ 49は登録していない。また、前述したようにP P10は R D22、 P P50・ 51はそれぞれ陥し穴

に変更している。すなわち、柱穴・柱穴状ピットの検出数は62基となる。ここでは、A Ⅲ区南側、B Ⅱ
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10Y R2/3黒褐色土 粘性あり しまりあり

L=96300

RA01内 カマ ド状土抗
1 10Y R2/1黒 色土と10Y R3/4暗褐色上の混合± 10YR5/8黄褐色土 まばらに含む
2 10Y R2/1黒 色土と10Y R5/8黄褐色上の混合土 砂質
3 10Y R3/4暗 掲色土 粘性ややあり しまりややあり
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器種 出土地点 層位 部位 観   察 時  期

2 深鉢

RD07 埋土

日縁 ? 短い沈線による模様 前期 後葉 ?

3 深鉢 胴部 平行沈線 斜位の沈線 中期前葉 。中葉

0                                       10Cm

器種 出土地点 層位 長 さ 厚 さ 重 さ 石質 (産地 ) 等

5 擦 り石 埋± 2層 54 53 60 00 石英質安山岩 (奥羽山脈)

6 石斧 RD16 埋± 2層 60 13 5 315 00 ホルンフェルス (北上産地)矢沢産 ?

第20図 遺構内 (土坑)出土遺物
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区南側、C I区東側、D 沢跡 における柱穴群に別けて述べたい。
A Ⅲ区南側における柱穴群 (PPl～ 7:12-16～ 19・ 21～ 24・ 26)(図版第21図、写真図版13)
この区域 (グリット24。 25。 26。 C・ d・ eof)の 柱穴は、PPlを 代表とする大型の柱穴とP P26に

見られるような小型の柱穴もしくは柱穴状ピットの分かれる。

PPlは トレンチ中に検出されたものである。よって一部破壊されている。検出面は礫を含む褐色上であ
る。開回部径は不明、底部径は65× 40cmの楕円形で、深さは76cmを計る。埋土は中央に暗褐色土、下部に黒

褐色土をもつ。PP4は PPlの北東約 3mに位置する。検出面は同じ。開口部径 l m35伽 × l m 12cm、 底
部径65× 45cmで、深さは77cmを計る。埋土は中央部に黒褐色土をもつ。PP6は PP4の東 2m30cmに位置
する。検出面は、上記の 2基 と同じである。開口部径88× 88cmで底部55× 53cmの真円形で、深さは67cmを計る。

埋土は中央部に黒褐色土をもつ。

黒褐色上の深く入り込んだこれらの 3基は、その埋土から縄文時代の遺構である可能性があり、その規模

から掘立柱建物跡と考えられるが、判然としない。

これらの回りには、大小多くの柱穴もしくは柱穴状の遺構が存在する。いずれにも出土遺物はなく、検出

面は礫層か黄褐色土の砂層である。時代は不明である。

B I区南側における柱穴群 (P P20,25。 27～ 39)(図版第21図、写真図版14)

グリット21f・ g付近で検出された柱穴状ピットの検出面はR A02と 同じ黒褐色上の下である。明確な並

びは判別できない。時期は平安時代の属するものと思われるが、判然としない。規模・平面形は表に記す。

C I区東側における柱穴群 (P P52～ 55)(図版第22図、写真図版14)

グリット8。 9・ 1・ mで 4基の比較的大型の柱穴 4基を検出した。検出面は礫を含む褐色土の下である。

平面形はいずれも真円形、規模は4基とも開口部60～ 80cm、底部46～ 60釦、深さ40～50cmで 同一性が見られる。

また、断面形もすべて逆台形状で、埋土は暗掲色土や黒掲色土が中心に見られる。

これらのことから、時期は不明だが掘立柱建物跡の柱の一部と思われる。

D 沢跡のおける柱穴群 (P P56～ 76)(図版第22図、写真図版14)

グリット12・ 13・ 1・ mの沢跡と思われる区域の黒色土を除いた黄褐色土面から検出されたのが、22基の

柱穴群である。いずれも小型で、平面形は真円形であることは共通しているが、開田部径16～ 38cm、 深さ10。 9

～52.Ocmと 規模はばらばらである。埋土はすべて砂質の黒色土の単層で、一部底に礫が入る。

この柱穴群の中で、やや規則的な配ア1が見えるのがP P56～ 66である。P P56と 58と の間隔は約60cmと や

や詰まるが、ほかは概ね80cm間 隔で離れる。そして 2列渋滞を成し、その東西の間隔は2m～ 2m50cmである。

深さは、P P59が 54cmと やや深いがほかは概ね30～40cmを計る。

この区域は前述した通り、黒色土を除いた検出であるが、この黒色土上あるいは黒色土中には検出されて

いない柱穴もあると予測される。時代は新しいが、なんらかの施設 (神社 ?)があっただろうと思われる。
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番
号
地
点 開口部径 底部径 深さ 特筆事項

1 A く100〉 65X40 76.0 断面図

2 A 150× 100 105× 58 25 0 重複 ?

3 A 70× 60 50〉〈40 30 4

4 A 135)(112 65〉〈45 77 0 断面図

5 A 90× 90 40× 40 13.8 埋土は砂質の褐色土

6 A 88× 55× 67.0 断面図

7 A 30× 28 10× 10 11 4

8 A 10)(10 77× ご(1完い RA01の 南側

9 A 70× 60 12× 12 59,6

RD22に 変更

11 A 46× 40 20〉〈20 20.0 掘立柱建物跡の中

A 32× 20× 140 土器片含むが微小で判別不可能

A 40× 20× 22 0

14 A 62× 36× ご(浅い

15 A 50× 46× ご(浅い RA01に 関連か

A 40× 15× 15.0

17 A 46× 16× 13.0

A 34× 10× 140

A 24× 13× 19,0 埋土黒褐色土しまりあり

B 30× 20× 27.0

A 35× 11× 埋土 暗褐色土

A 30× 13× 10,0 埋土 暗褐色土

A 30× 10× 18.0

A 24× 7× 30 0

B 50× 12× 34,7

A 58× 30× 42.0 断面図

B 39× 33× 29,0

B 38× 33× 36.0 埋土 黒褐色土

B 35× 31× 51.0

B 44× 36× 18.0

B 39× 33× 28.0

B 50× 44× 20 0 底部に柱痕か?く はみをもつ

B 43× 34× 180 埋上下部に礫

B 33× 22× 22 0 埋上下部に礫

B 34× 30× 22.0 埋上下部に礫

表 1 柱穴および柱穴状ピット観察表

単位cm88× は真円もしくは真円状              単位cm88× は真円もしくは真円状
番
号
地

点 開口部径 底部径 深 さ 特筆事項

B 43× 42× 37 0

B 51× 39× 17.0 埋上下部に礫

B 44× 40× 150 埋上下部に礫

B 44× 39× 29.0 埋土 黒褐色土

3号陥し穴に変更

4号陥し穴に変更

C 82× 66× 48 0 断面図

C 64× 50× 44.0 断面図

C 60× 48× 45.0 空断面

C 60× 48× 40.0 空断面

D 35× 28× 34 0 空断面 埋土、沢状跡の黒色土

D 14× 8× 19 5

D 32× 10× 26.0 空断面

D 35× 20× 58.0 空断面

D 30× 16× 52 0

D 30× 12× 36.0 空断面

D 53× 36 26× 46.0 空断面

D 45〉〈30 16× 34 0 空断面

D 42× 28× 33.0 空断面

D 24× 10× 38.0 空断面

D 40× 25 15× 21 0

D 26× 14× 28 0

D 28× 14× 37.0

D 33× 20 15× 32,0

D 28)(18 8× 30 0

D 38× 30 23× 11.0

D 15× 7× 31,0

D 30× 15× 21,0

D 25× 10× 16.0

D 30× 20× 25 0

D 28× 14× 20 0
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③溝跡

調査区域で検出された溝跡・溝状遺構は 9条である。調査区 I区で検出された 4条 とⅡ区・Ⅲ区の西狽1に

位置する 1条は溝跡といって差し支えないであろう。残りの 5条は規模も小さく、溝状遺構とする。

ここでは検出順に述べる。

R G01(図 版第24図、写真図版15)

調査区 I区 とⅡ区の最西端、グリット20dを 中心として北東から南西に縦断する。規模は長さ約12mで、

幅は平均北側で26cm、 南側で36cmである。深さは南側で深 くなり平均30cm、 北側で20cm、 南側の最深部は46cm

ある。北側は調査区外に、南側は攪乱されているが西恨1に廷びるものと思われる。

埋土は黒褐色土の単層に近く、出土遺物はなく時期は不明であるが、住居跡よりは新しい可能性が高い。

R G02(図版第24図、写真図版15)

調査区Ⅱ区黒色土の堆積のある区域よりやや南側、グリット13i付近で検出した。規模は長さ3m、幅30cm、

深さはごく浅く5～ 6 cmほ どである。ほぼ東西に延びる。

時期は不明である。

R G03(図 版第24図、写真図版15)

調査区 I区の西側、グリット5i付近で検出された。規模は長さ1l m以上、幅35～ 40cm、 深さ5～ 10cmで、

R G01と ほぼ同方向の北東から南西に縦断する。北側は削平された調査区外に、南側は浅くなっており判然

としないが、R G04に接続する可能性もある。

埋土は黒褐色土中心である。出土遺物は、南西北壁の土坑状の黒褐色土中から縄文時代晩期中葉 (大洞 C

2式 ?)のほぼ完形品の深鉢 (図版第26図 写真図版17・ 19)が出土した。この遺構の壁を切る形で検出さ

れた土坑状の遺構の埋土から出土していることから少なくともR G03は 縄文時代晩期より新しいものであ

る。また、埋土状況から住居跡の時期よりも新しいだろう。

後述するR G04・ 07・ 08も 同時期と予測する。

R G04(図 版第24図、写真図版15)

調査区 I区の西側、グリット8g付近で検出された。規模は長さ約 6m30cm、 幅30～ 40cm、 深さ5～ 10cmで、

R G03と ほぼ垂直方向の北西から南東に縦断する。南側は、木根などの攪乱を受け定かではないが、R G08

に延びると思われる。埋土は黒褐色土中心である。

R G05(図 版第24図、写真図版16)

調査区Ⅱ区の北側、グリット15kで検出された。R D16の 南 lmに位置する。規模は長さ約 l m 60cm、 幅28

～34cm、 深さ 5 cm程度で、北西から南東に延びる。

埋土は黒色上の単層である。出土遺物はなく、時期も不明である。

R G06(図 版第24図、写真図版16)

調査区Ⅱ区の中央、グリット18jで検出された。R A02の北東壁から約 2m北方に離れたところに位置す

る。規模は長さ4m以上、幅40～ 70cm、 深さ10～ 30帥程度で、北西から南東に延びる。
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埋土は砂状の褐色土中心である。出土遺物はなく、時期も不明であるが、住居跡との関連性も考えられる。

R G07(図版第24図、写真図版16)

調査区 I区の西側、グリット9k付近で検出された。規模は長さ12m以上、幅35～ 45cm、 深さ5～ 10cmで、
R G04と 同方向の北西から南東に縦断する。北側は、木根などの攪乱を受け定かではないがR G04に延び、

南側も調査区外に延びるものと思われる。

埋土は黒褐色土中心である。

R G03(図版第24図、写真図版16)

調査区 I区の西側、グリット9k付近で検出された。R G07か ら西側に l m 50cm並 行に離れたところに位

置する。規模は長さ16m、 幅30～ 50cm、 深さ5～ 10cmで、同方向の北西から南東に縦断する。北側は、浅くなっ

ており延長するかはわからないが、南側は調査区外に延びるものと思われる。

埋土はR G03・ R G04・ R G07と 同様である。

R G09(図版第25図、写真図版17)

調査区Ⅲ区の南東端、グリット27gで検出された。R D21に近接する。褐色土の礫を除いたⅢ層での検出

である。

規模は南側が切られていて、残存径は長さ2m35cm、 幅70c/m、 深さ35cm程度で断面形は逆台形状を呈す。

埋土は褐色土中心の自然堆積で、時期は不明である。

④掘立柱建物跡 (図版第25図、写真図版17)

調査区Ⅲ区最西端、グリット24bで検出した。R A01の西側に位置し、検出面は礫を含む褐色上下である。

一部削平されているが、検出された規模は 1間 (l m 80cm)× 2間 (3m60c/m)程 度で、全体像は定かでは

ない。柱穴の平面形は開口部が40～ 55cm、 深さは25～ 55cmである。柱穴の一つには柱が残る。

埋土は礫を含み、時期的には新しいと思われる遺構である。
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1 10Y Rν 2畢掲色土 粘性なし しまりなし
2 75YR5/6明褐色土 粘1生ややあり しまりなし

L=96900m

R∞夕 東
1 10Y R2/2畢 褐色土 粘性ややあり
2 10Y R4/43色土  粘性ややあり

RG08西

M

輸む60%)`格岳執姜鑓ぴ維な普tまり蝶独寄
やあり

4 107R4お褐色土 粘性なし しまりやゃあり
5 10Y R5/4に ぶい黄褐色土 粘性なし しまりなし

RG09

N

Ｆ
引

Ｃ
ト

Ｊ
引

疎
　
Ｊ
卜

ＧＲ

I 10Y R3/4贈褐色土 粘性ややなし しまりあり
2 10Y R4/4褐 色土  粘性ややあり しまりややあり

しまりなし 小礫混入
しまりなし

M′

卜 L=9償 8∞m引

RCOs西
1 10Y R2/2黒褐色土 粘性やゃなし しまりなし
2 1oY R3/4暗 褐色士 粘性なし   しまりなじ

L=96200m

卜を=96 50tm引

第24図 溝跡 断面図



２３ｂ＋

Pl

台

⑨
:

ド
0

Ａ
ト

A′

引

Pl
l 10Y R4/6褐 色土 粘性 しまりややあり
2 10Y R4/4褐色土 粘性 しまりややあり

木根50%含む

L=96600m

10Y R4/6褐 色砂土 粘性 しまりややあり
小礫50%含む

IOY R4/4掲 色土 粘性・ しまりややあり
木根50%含 む

P3
1 loY R3/4暗 褐色砂土 粘性少々あり
2 10Y R3/2黒褐色砂土 粘性少々あり

小礫10%含む

P2
1

2

な

な

ド

P4
1 10Y R4/6褐色砂土 粘性 。しまりなし
2 10Y R5/8木掲色砂土 粘性 しまりなし

掘立柱建物跡
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L=96600m

P5
1 10Y R5/8木 褐色砂土 粘性 しまりなし

掏

0                     2m

第25図



5日 遺構外の出土遺物

遺構外からは土器では縄文土器片 9点、縄文土器完形品 1点、石器は孝J片石器・フレークなど小コンテナ

0.5箱、その他では陶器片 2点、古銭 1点出土した。ここでは、石器は完成品を中心に21点、縄文土器やそ

の他は出土したすべての遺物を取り上げる。

(1)縄文土器 (図版第26図、写真図版19)

1から9の上器片の内、 1～ 4と 6。 7は調査区のⅢ区の検出面 (R A01の埋土上位を含む)も しくは竪

穴状と命名した区域 (最終的にはくぼ地)の黒色土から出土である。摩滅が激しく、また小破片のため、時

期を特定するには至らず、ほとんどが ?である。 5。 8。 9は Π区北側の沢跡状くば地での出土でこちらも

判別しがたい。これらは一つの時期に限られず、前期から後期または晩期にかけてのものである。R G03付

近の黒褐色土中で出上した10は 、小型の深鉢で外部に擦消縄文が施され、内部はていねいに磨かれている。

大洞C2式 と思われる。

(2盾器 (図版第27図、写真図版20)

石器の出土は縄文土器片と同じように、Ⅲ区に集中する。特にR A01の埋± 1層 の暗褐色土やその付近に

多い。また、耕作土中や表上の上から採集したものもある。石質はすべて頁岩であり、産地は奥羽山脈・北

上山地のどちらともいえず、逆を返せば、どちらでも産する種類のものである。また、石器製作の際のフレ

イクチップが 100点あまり出上している。

◎石錐・石匙・石箆

1はその形態から石錐としたものだが作りかけか、または石鏃の可能性もある。表裏剖離調整されている。

2～ 4は石匙であるが、 2・ 3は完成品、 4は未完成品と思われる。 2は先端部破損、 3は破損もなく鋭い

刃をもつ。 5～ 8は石箆で比較的完成されているように見受けられる。特に 6は表裏刃部が鋭く調整されて

おり使い勝手もよさそうである。 8は上部を欠損している。

◎削器・不定形石器

9～ 19は削器として登録した。 9は石匙の作りかけか。15は表裏両サイド刃を剖離調整している跡が見受

けられ、上部を欠損していることから石匙または掻器に成る可能性もある。19は大型で削掻両方の機能を持っ

たものではないか。20は不定形石器として登録したが、石鋸のような刃をもつ特徴がある。それ以外の削器

は粗雑な作りのものがほとんどである。

◎石核

21は頁岩の石核である。残る自然面は灰褐色でその色調は上記の19や20に近い。接合できないが同一個体

か、もしくは産地が同じである可能性もある。

◎その他

22は掻削器で、表土からの採集である。摩滅も激しく、調整などは定かではない。このような石器が表採

されており代表として取り上げた。

(3)陶器・古銭 (図版第29図、写真図版21)

写真図版のみの掲載とした。23・ 24の陶器は19世紀の (江戸時代の)現地産のものであろう。花巻周辺の

窯でつくられた可能性もある。25は永楽通費で腐食が激しい。
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0                                     10cm

縄文土器観察表

器種 出土地点 層位 部位 日経 1底部 1器高 1           観    察 時  期

深鉢 黒褐色土 (144)58 11481採錦卍振稿魔宅半角索握と
口剤∫ややくびれ緩やかに外反

深鉢 検出面 IIl部 摩減が著 し 前期 ?

深鉢 検出面 内緑～ lll都 摩減が著し 前期 ?

排出面 日縁 線構文採 焼茂まし 中期 前葉 ?

深 鉢 竪穴状 黒色t中 並行lttt I]唇 部に亥1日 文 中期 中莱か ?

深鉢 13, Ш唇 rl縁 半蔵竹省による0宅行 (?)な 沈線 内直ハケ 後期

1朱鉢 検rH面 411部 ? 不明瞬な細い並行沈線 晩期 ?

深鉢 竪火状 黒色上中 単節密1行 IIjE文 (ミ L) 不Hl

13, H層 1,4状 ? 単勧縄文 (RL) 不明

深然 坪色上中 胴部 単節斜行縄文 (LR) 不明

第26図 遺構外出土遺物(1)上器
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第27図 遺構外出土遺物(2)石器
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遺構外出土遺物(3肩器
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第29図 遺構外出土遺物(4)石器 古銭
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図

判 機種 出土地点 層位 長 さ はtゴ 厚 さ 重 さ 石質 (産地)等

1 石錐 22j Ⅱ層 1.15 頁岩

2 石匙 基2(21j) Ⅲ層 1。 95 1.2 6.89 頁岩

3 石匙 トレンチ南 Ⅱ層 1.4 10,74 頁岩

4 石匙 RA01 埋± 1層 4.8 1.2 15,38 頁岩

5 石髭 竪穴状 25g 埋±1層黒色土中 22.45 頁岩

6 石 箆 RA01 埋± 1層 4.ユ 55.29 頁岩

7 石 箆 25J I層 6.2 19,40 買岩

8 石箆 RA01 埋± 1層 2.2 2.33 買岩

9 削器 ? RA01 埋± 1層 23.56 貢岩

10 削器 RA01 埋± 1層 4.0 5.90 頁岩

削器 RA01 埋± 1層 9.69 寅岩

削器 RA01 埋± 1層 60.48 買岩

削器 竪穴状 埋土黒色土 4.6 0,8 18,95 頁岩

削器 沢跡 黒色土中 2.8 0.6 6.21 買岩

削器 沢跡 黒色土中 0,75 8.32 頁岩

肖J号
=
23h I層 6.8 43.44 買岩

肖U器 22〕 I層 4.2 ０
０ 15,04 頁岩

０
０ 削器 27C Ⅱ層 5.0 ０

０ 22.63 頁岩

削器 28f 表採 11.7 ７
ｒ 159 17 頁岩

20 削器 ? RA01 埋± 1層 6。 2 11,16 頁岩

つ
る 石核 23d Ⅱ層 11.4 8.55 930,00 買岩

掻器 221 表採 摩滅著しい

遺構外石器 その他観察表

その他

図

判 機種 出土地点 層位 長 さ 重 さ 観察

古銭 トレンチ 2 H層 腐食激しい 永楽通費か

-60-



6日 まとめ

東北横断自動車道釜石秋田線建設に伴う狼沢Ⅱ遺跡の発掘調査では、縄文時代や平安時代の遺構や遺物が

確認された。特に平安時代の竪穴住居跡の存在はこの区域ばかりではなく、花巻市における古代の生活を考

えるに当たってよい資料になりえるものと思う。ここでは、各々の時代の遺構を中心にして若千の考察を述

べ、まとめとしたい。

縄文時代

縄文時代の遺構としては、 4基の陥し穴が検出された。これらは逆茂木痕の備わった大型のもので、東西

にほぼ直線的に配列されている。 1基の埋土から縄文土器片が出土しているがその時期は判別しがたく、ま

た、この縄文土器片を含む層が盛土である可能性を持つことからも特定することはできない。しかし、この

区域が縄文時代頃の狩りの場であったということは言えるであろう。

その他、縄文時代と思われる土坑 。柱穴等も検出されたが、埋土状況や土器片の出土状況に確信が持てな

いものが多い。調査区Ⅲ区で検出された大型の柱穴群・Ⅱ区の北側のR D16と それに類似する土坑がそれに

当たる。その中の一つに北側で検出された溝跡がある。この溝跡あ壁に切られた土坑状の埋土から縄文時代

の深鉢が出上しているが、その出土の状況からこの溝跡の作られた時期はこの土器 (縄文晩期大洞C2式 ?)

よりも新しいと思われるが、このような完形品が壁際の比較的浅いところで逆位で出土していることから、

おそらくこの溝跡を含めた 4条はこの土器の時期とさほど遠くないのものであろうと予測するが確信を持て

ない。

遺構外の出土遺物として比較的多くの縄文時代と思われる石器が出土している。石鏃
・石匙・石箆などは

完形品があり、また大型の掻器や石核なども出土している。掲載していない不定形な石器またはフレイクや

チップなども多くある。これらはほとんどが頁岩で、北上山系か奥羽山系かは定かではないが、石質が同類

のものが多く含まれる。このことからも、縄文時代のある時期もしくは長い間、近辺で生活していた人々に

とっての狩り場あるいは採集場であったと推測する。

平安時代

平安時代の遺構としては 2基の竪穴住居跡が検出された。これらはいずれも東側壁南寄りに付設されたカ

マドをもち、また全体の規模も大型である。また、確定はできないが柱穴と思われる配列にも類似性が見ら

れる。しかし、カマドの形態・出土遺物・埋土状況など違いもある。

そこで、この 2つの住居跡の特性を花巻市やその近辺で調査完了の遺跡または調査中の遺跡を参考に考察

したい。

カマ ドの形態は、どちらも東壁の南寄りに付設されていることは共通していることと前述したがR A01は

やや中央寄りに煙道の長い掘り込み式、R A02の は同じ掘り込み式となっているが、R A01よ りやや南寄り

で煙道が短く立ち上がる。全体の規模をふくめたこれらの特徴を平成 2年度から平成 9年度に花巻市教育委

員会でまとめた花巻市内遺跡詳細分布調査報告書などの中から播いてみたい。

この 8巻の古代の住居跡の例を見ると次のようになる。
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発刊年度

平成 9年度

平成 8年度

平成 6年度

平成 4年度

平成 2年度

遺跡名

杉ノロ

下坂井 I

桜町

似内

不動 I遺跡

時期

①奈良時代

②奈良時代中葉から後葉

③奈良時代中業から後菜

④ 9世紀後半から10世紀

⑤ 9世紀後半から10世紀

⑥ 9世紀後半から10世紀

⑦10世紀以降

規模 (m)

3.2推 同規模の方形

6.2 隅丸方形

2.5   2.25

2.0 2.1以上

4,1  4。 1～ 4,3

6.3  4.8

4    4

カマド

北壁中央より くり抜き式 煙出しP

北壁中央より くり抜き式 ? 煙出しP

東壁南より くり抜き式 ? 煙出しP

東壁南より 30cmの張り出し

東壁南より 半地下式

東壁南より 掘 り込み式 煙出しP

南壁東より 掘 り込み式 煙出しP

当遺跡検出住居跡の概要は以下である。

平成10年度調査 狼沢Ⅱ遺跡 R A01

R A02

5。 14 台形 ?

5,86  6.46

東壁南より 掘り込み式 煙出しP

東壁南より 掘り込み式

これらを見ると奈良時代から北側中央にあるカマ ドが平安時代にかけて東壁に変わる傾向にあるようであ

る。しかし、明確な時代差はない。しかし、くり抜き式は主に奈良時代に、掘 り込み式や半地下式は平安時

代に横行するようである。平成 9年度当センターで発掘した庫理遺跡の平安時代の住居跡でも東壁の掘 り込

み式 ?と なっている。このことから考えると、当遺跡の住居跡は桜町の⑤と似内遺跡の⑥に近い形で特に大

型⑥同類と見ることができるようである。

次に遺構内から出土した土器と⑤ o③出土土器を比べてみたい。

狼沢Ⅱ遺跡では甕形土器は16体掲載した。ロクロ未使用とロクロ使用が混在する。ロクロ未使用のものは

比較的ヘラナデで器面調整されているものが多いが、中にはケズリ主体のものもある。またR A01の カマ ド

の支脚に使われていたものやR A02の 袖部の芯材として使われていたものはハケメを多様 していた。ロクロ

成形の奏は器形がわかるものはR A02で 出土した小型甕 2体だけであるがどちらも底部を回転糸切りで切り

離し、1体は外面をヘラケズリ調整する。器形は、全体像が把握できるものはR A02出 上の小型甕 1体のみで、

日縁部が短く外反し、胴部上位に段をもち、下部に張り出しをもたない。さらに口唇部が上方に平らに挽出

する。これはロクロ成形の甕すべてに共通する。ロクロ未使用の甕は回縁部が大きく外反するものは、器面

調整がハケメやハケメ状のナデのもので、底部がやや張り出す。底部は判別しないが、器面調整がナデ、も

しくはケズリのものは口縁部が短く外反する。須恵器では、短もしくは長頸壺がR A01から、広口重がR A02

から出土した。杯形土器はすべてがロクロ使用である。R A01か らは須恵器・土師器 1体ずつ、R A02から

はそれぞれ 2体ずつの出土である。底部切離し痕のあるもののは土師器は回転糸切り、須恵器は回転ヘラ切

りと糸切 りに分かれる。R A02出土の 2体は内部に黒色処理を施す。器形は、ほとんどが胴部に段をもち底

部が平底であり、下半部に九みをもつ。

⑤桜町遺跡の住居跡から出土した遺物を見てみると甕はすべてがロクロで作られ、赤焼き土器や須恵器が

多い。また、外部がケズリで再調整しているものも見られる。当遺跡に見られるようなナデで外面を調整す

るものは見られない。杯も同じようにロクロ成形であるが一般に器高があり台付きのものも見られ、また黒

色処理しているものが比較的多い。当遺跡で出土している郭の須恵器のものは類似性が認められるが、底部

切離しが回転ヘラ切りのものは桜町遺跡では見られない。

出土遺物から、狼沢Ⅱ遺跡の時代を考えると花巻市の桜町、似内遺跡の住居跡出土の遺物よりはやや古い
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年代を与えられるであろう。よつて 9世紀の前半に相当するものと考えるが、相対的に見て、この 2つ の住

居跡の時期を特定するにはあゴリにもサンプルとすべき土器の出土と復元できた土器の数が少なすぎ、確証

は持てない。

次に埋土状況から、この 2つの住居跡の時代格差を考えてみたい。土器の様相からは明確な時代格差は認

められない。しかし、土器の出土状況から見れば明らかにR A02の ほうが出土量、完形品の数ともに多い。

また、R A01は人為的と思われる暗褐色土が上位に存在し、R A02は その暗褐色上がほとんど見られず黒
～

黒褐色土中心の自然堆積的な埋土であった。これらのことから、R A01の なんらかの理由で埋められ、ある

いは捨てられ、新しくR A02を 作り出した可能性も考えられる。

その他の時代

その他の遺構として溝跡が検出されている。調査区域内に9条の溝が確認され、そのうち 5条は幅に画一

性が見られる。深さは検出状況によつて違いがあるが、もっとも深いものは30cmほ どあった。ほtぎ東西と南

北に延び、調査区域外に延長されるものと思われ、その並び方にも規則性が見られる。埋土状況からは明確

な時代は得られないが、住居跡に残る黒色土以外の土層が確認されないことから、住居跡と同じかあるいは

若千新しいものであろう。もっとも深い溝跡 (R G01)は水路として作られたと仮定するならば、十分その

機能を果たすほどの規模をもつが、ほかの 4条 については判然としない。ほとんど直線的に垂直に並ぶこと

から、土地を区画するためのものであるかもしれない。

その他、単独で検出されたものについては、小規模のうえにその他の遺構との関係も考えられないので不

明である。

また調査区域に点在する柱穴や柱穴状ピットのうち、縄文時代のものと平安時代のもの以外に黒色土を掘

り込んでできているものが存在するが、これらは中世以降の建物跡のものであろうと考えられる。遺跡は狼

沢氏の居城であつたと推定されている地域から遠 くなく、また神社があったという諸説もある。

最後に今回の発掘調査において得た結果から推測するに、調査区域が舌状の河岸段丘の末端に位置するこ

となどから、瀬川の北側に位置するこの遺跡は調査区から北西に大きく広がるものと推浪1する。それは、縄

文時代から平安時代にまたがり、中世の遺構の存在する可能性もあるであろう。そしてそれは特に平安時代

において顕著に現れるであろうと思う。発掘された 2棟の竪穴住居跡は大型のものであつたが、それと同様

な、もしくは付随する住居跡が存在する可能性がある。

しかし、遣跡全体が大型の水路や田の造成などにより失われている観があり、現に瀬川南側の狼沢 I遺跡

は削平を受け今はなく残念である。しかし影響を受けていないであろう区域も残っており、今後の発掘調査

を期待したい。
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Jとより

写真図版 1 空中写真
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遺跡違景 Ⅲ区調査前状況 (W→ )

Ⅱ区調査前状況(N→ ) I区調査前状況 (E→ )

H区基本土層 Ⅲ区基本土層

l牌�Ⅷ郡堅甲輝ゴ
袢
粁

I区基本土層

写真図版 2 調査前状況・基本土層

沢跡状凹地土層断面
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1号陥し穴平面

2号陥し穴平面

3号陥し穴平面

写真図版 3 陥 し穴
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4号陥し穴平面



RA01平面

盛轟轟攀矮凄1欝機腎無部|

埋土断面 (N― S)

埋土断面(W― E)

写真図版 4 RA01
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煙道～燃焼部断面 燃焼部断面

“

=,

煙出しピット断面

遺物出土状況(1)

写真図版 5 RA01か まど遺物出土状況
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遺物出土状況(2)
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埋土断面(W―E)

写真図版 6 RA02平面 埋土断面
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カマ ド支脚

カマ ド横埋設土器 ?

遺物出土状況

写真図版 7 RA02カ マド 柱穴等

カマ ドの掘り込み断面
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RD01平面

RD02平面

RD04平面

RD07平面

写真図版 8 RD01.02.04.07
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RD05断面

RD05・ 06平面

RD06断面

RD08平面

RD10平面

写真図版 9 RD05.06.08.10
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写真図版10 RDll.12.13.15
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RD16平面
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RD17平面

RD18平面

写真図版1l RD16.17.18.19

RD19平面
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RD21平面

RD22平面

カマ ド状土坑平面

写真図版12 RD20.21.23カ マド状土坑
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PP01平面

PP06平面

写真図版13 PP01.04.06.26
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沢跡状凹地完掘Π区中央柱穴集中区
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第14図 柱穴集中区 PP52・ 53・ 54・ 55

PP52耳二[面
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写真図版15 RG01・ 02・ 03・ 04
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RG06断面 RG07断面

RG07・ 08

写真図版16 RG05・ 06・ 07・ 08・ 09
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合成写真

′叛r`壊
″

:彦

①遺物出土状況

写真図版17 溝跡集中区・掘立柱建物跡

全体写真

③RG03断面

② RG08

④ RG07. 08

掘立柱建物跡検出状況

L_
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Ⅷ

写真図版18 遺構内出土土器 (古代)
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(2号陥し穴)

遣構内外出土土器 (縄文土器)
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写真図版19
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♭

扱
緯

写真回版20 遺構内外出土石器

鯵
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鮎∞督穣議穣穣秘
解

写真図版21 遺構外出土石器、陶器、古銭
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跡迫還
ｓ寺や松竺局Ⅳ

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

花巻市高松第26地割39-1ほ か

日本道路公団東北支社北上工事事務所

東北横断自動車道路建設

平成10年 4月 10日 ～8月 7日

8,250m2(A区 1,720m2.B区 6,530ポ )

8,250m2(A区 1,720m2.B区 6,530ポ )

M E27-1104・ TKM-98

金子昭彦・松川由次
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一

lD調査の目的と結果の概要
本遺跡は、寺跡ということで、その構造を把握することを目的とした。また、次節の (3)で述べるように、

本遺跡は別の場所から移ってきた寺で、その年代はいつか不明だという。そこで、年代を明らかにすること

も主たる目的とした。

調査の結果、尾根を削り斜面に上を盛って平場を作り、それをL字状に土塁で囲い、平場に建物を建てた

ことが判った。ただし、残りが悪いせいか、建物跡は貧弱なものであった。また、参道跡もどの程度の掘削

をしているかわからなかった。年代についても、出土した寛永通宝から、江戸時代後期に建物があつたらし

いことしかわからなかった。

2E立地と環境
(1)位置・立地 (第 1図、第 2図、写真図版 1～ 5、 18～ 19)

高松寺遺跡は、 」R東日本東北本線花巻駅の東約5.5 km、 東北新幹線新花巻駅の南約 l kmに位置し、丘陵

地に立地している。現況は原野で、標高は105～ 130m前後である。

調査範囲は、大きな沢を挟んで、西側のA区 と東側のB区 に分かれている (第 2図 )。 A区は丘陵の尾根

にあり、B区は、東端に尾根があり、その西は比較的平坦な地形で東西両端に沢が入り込み、その沢が合流

して調査区の北端を区画している。なお、A区の総面積は1,720m2、 B区の総面積は6,530ポ である。

(2)基本層序と検出・出土状況

基本層序は、以下の通りである。A区、B区 (上記参照)に よって異なるが、地区ごとに分けると紛らわ

しいので、一括した。地区ごとに分けると、A区は、 I層、Ⅲ層、Ⅳ層、V層、B区は、 I層、Ⅱ層、V層

という層順になる。

I層 表土。場所によって異なる。表土と言っても、実際にはⅢ～Ⅳ層が汚れたものや落ち葉の堆積そのも

ので、土層 (土壌)と して独立していない。

Itt V層 の再堆積層。B区にのみ検出される。ソフトローム状のものが多いが、地点によって異なる。

Ⅲ層 明褐色 (7.5YR4/6)粘土 固く締まる。層厚20cmo A区のみ検出される。A区でも検出されない地

点が多い。Ⅳ層が根等によって変質したものか。

Ⅳ層 明黄褐色 (10YR6/6)粘土 固く締まる。層厚20～40cmo A区のみ検出される。ハードローム状の良

くある地山。

V層 明責褐色 (10YR6/8)砂 層厚不明。A、 B両地区にあるが、地点によつて大きく異なる砂層。

遺構の検出状況。A区では、地表から遺構が検出できたので、調査範囲全域、 I層 を丁寧に乗」がしⅢ～Ⅳ

層上面を露出させて、検出・精査した。この層以下での遺構の検出は、平場、参道跡など数力所入れたトレ

ンチにそれらしいものが検出されなかったので、省略した。

B区では、調査範囲外に排土を出せなかったため、最初から全面剖ぐのではなく、まず全域にトレンチを

入れ (幅約 2m)(重機で掘り、人手でジョレン掛けを行つて清掃した)、 その様子を見た。明らかな遺構は

検出されなかったが、遺物が比較的集中して出土する部分が 2箇所検出されたので、そこは全面剖ぐことに

した。全面矛」いだ部分 (総面積2,260m2)は 、尾根と沢に挟まれた平坦面の北半分である。それ以外のB区

の総面積は4,270m2、 トレンチを入れた (実際掘った)のは1,072m2で 、約25%に相当する。

全面剖いだ部分は、平坦面は主としてH層下面、尾根は (■ 層が検出されなかったので)V層上面で検出

を行つた。重機で剖ぎ、その後人手でジョレン掛けを行った。平坦面では、竪穴住居跡、捨て場以外は二、
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三箇所の疑似現象が認められるのみであつた。地形および遺構
。遺物の検出状況から考えれば、平坦面の中

央に何も遺構がないのは不自然と思い、検出は丁寧に繰り返し行い、疑似現象も全て半裁したが、遺構には

ならなかった。柱穴かと思われたものは、半裁した結果木が立ち腐れしたものと判明した。

遺物は、地山より上の土壊が未発達のため他からの影響を受けやすく保存状態は良くないが、土器につい

ては地点差が認められる。縄文時代晩期 (後葉)の上器は、B区沢跡の捨て場を中心に、B区尾根に比較的

まとまって出土しており、その他 B区全域から点々と出土している。弥生土器 (後期)は B区平坦面の北端

から、土師器は竪穴住居跡を中心に、B区尾根からも出土している。

それぞれの土器の中の細かい時期の違いによる地点差・層位差については、認められなかった。沢跡捨て

場からは、晩期中葉から後葉にかけての時期幅のある土器が出土しているのだが、晩期中葉に当たる土器が

比較的少なく、また包含層が単層であつたこともあり、層位差は確認していない。

(3)こ れまでの調査と周辺の遺跡

(a)こ れまでの調査

本遺跡は、A区については ((1)位置・立地参照)、 付近に古碑もあり (写真図版14)、 古 くから周知の遺

跡であった (花巻市教育委員会 1993)。 ただし、「『矢沢村誌』によれば、この寺は山号鷹尾山と称 しもと

は高松にあったとされる。しかしいつ鞍掛へ移ったのかは定かではないという。鞍掛高松寺は藩政末期まで

栄えたが、明治維新となり廃寺となった。古くは真言宗の寺であつて人幡寺開創後はその下に属 していた。

寛文年中には寺領十石を落からもらっている」とあるように (同上 :p.12)、 伝承はあっても詳細は不明で

あった。B区については、今回行われた県教育委員会文化課の事前の試掘調査で土器が出土したため遺跡と

認定されたらしい。したがつて、本遺跡の正式な調査は、今回が初めてである。

(b)周辺の遺跡

周辺の遺跡については、本書の冒頭で詳細に述べられているので、ここでは今回の調査で主に発見された、

縄文時代晩期後葉、弥生時代後期、平安時代、近世について若干述べたいと思う。

縄文時代晩期後葉では、本遺跡から約 7 km南 に行った中野D遺跡 (旧名、高松遺跡)(本書冒頭―以下同

じ―第 4図41)が発掘調査されている (岩手県教育委員会 1979)。 東北新幹線建設に伴う調査で、大洞A2

～A′ 式期の遺物包含層と柱穴状ピット3基が検出され、該期の土偶も出土している。中位河岸段丘の縁辺

部に立地する。この他、遺跡の分布調査等により、槻ノ木 I遺跡 (第 4図 26)、 高松Ⅲ遺跡 (第 4図 34)、 明ケ

沢遺跡、中野B遺跡 (第 4図38)で、該期の遺物が採取されている (花巻市教育委員会 1993)。 縄文時代

の遺跡が少ないこの地域で (花巻市域では多い方だが)、 該期の遺跡が比較的多く発見されているのは注意

される。

弥生時代後期の遺物は、今のところ周辺の遺跡からは発見されていないようである。比較的近い時期の遺

跡では、安野Ⅱ遺跡 (第 4図37)か ら前期末の土器が採取され、高松Ⅱ遺跡 (第 4図33)で は中期の土器が

採取されている (花巻市教育委員会 1993)。 ちなみに、前期の遺跡は比較的多く発見されてお り、上述の

晩期末遺跡から継続しているものもある。

平安時代の遺跡はかなり多い。調査例も多く、本遺跡と同様の立地を示す胡四王山館 (第 4図29)は、古

く昭和32年に調査され、館との関係は不明だが、該期の竪穴住居が検出されている (江上編 1958)。 高松

山経塚 (第 4図42)も 、同様の立地で、該期の竪穴住居跡が検出されている (花巻市教育委員会 1993)。

人ツ森遺跡も同様である (花巻市教育委員会 1993)。

小規模な段丘上に立地する矢沢人幡遺跡 (第 4図30)か らは、竪穴住居跡が 3棟検出されている (岩手県

-95-



教育委員会 1979)。 前述の中野D遺跡 (旧名、高松遺跡)(第 4図41)で も該期の土器が出土しているが、

遺構は発見されていない (岩手県教育委員会 1979)。

この他、分布調査に伴つて、経塚森遺跡 (第 4図 31)、 寺場遺跡 (第 4図32)が試掘調査されている (花

巻市教育委員会 1993)。 経塚森遺跡は、高松川を挟んで対岸の丘陵上に立地しており、寺場遺跡はその下

の低位の部分に相当する。経塚森では、 4基の塚が調査され、出土遺物は封土中のものだが土師器が出土し

ており、報告者は「時代的には、出土遺物から10世紀以後のものと考えられ、高松寺跡との関連も考慮され

るべきであろう」 (同上 :p.55)と している。寺場遺跡からは、竪穴住居跡が検出されている。

以上の遺跡は、本遺跡から直線距離で、矢沢人幡遺跡は北に約0.5 km、 経塚森遺跡と寺場遺跡は北東へ約

0.5 km、 胡四王山館は北西に約 l km、 高松山経塚は南に1.3km、 人ッ森遺跡は南西へ約1.7kmと 、至近距離に

ある。

その他、分布調査によって、上幅遺跡 (第 4図 22)、 下幅遺跡、槻ノ木Ⅲ遺跡 (第 4図28)で、平安時代

の遺物が採取されている。なお、北上川の対岸に当たる宮野目地区には平安時代の大規模集落が多く、近年、

当センターや花巻市教育委員会によつて、庫里遺跡 (第 4図 17)(岩手県埋蔵文化財センター 1998)、 似内

遺跡 (第 4図 24)、 石持 I遺跡 (第 4図23)な どが調査されている。

近世では、矢沢人幡遺跡 (第 4図30)か ら、該期の掘立柱建物跡が発見されている (岩手県教育委員会

1979)。 中野一里塚も該期の遺跡である。

この他、寺跡としての本遺跡との関係が想定される遺跡として、高松山経塚 経塚森遺跡がある。高松山

経塚は、前述のように、本遺跡に移る前の高松寺である。市指定文化財である常滑の重が出土しており、また、

発掘調査では、上記のように、平安時代の竪穴住居跡が検出され、古代仏教寺院と推定されている (花巻市

教育委員会 1990)。 経塚森遺跡も、試掘調査の結果、10世紀以後の塚が検出され、高松寺遺跡から約0.5km

と至近距離にあることから、本遺跡との関係が想定されている (花巻市教育委員会 1993)。

参考文献

岩手県教育委員会     1979『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』岩手県文化財調査報告書第34集

岩手県埋蔵文化財センター 1998『庫理遺跡発掘調査報告書』(第 302集 )

江上波夫編        1958『 館l■』東京大学出版会
花巻市教育委員会     1990『矢沢地区文化財調査報告書Ⅱ』

1993『平成4年度花巻市内遺跡詳細分布調査報告書―矢沢地区―』

3日 調査・整理の方法と経過

(1)野外調査

(a)調査経過

今回の調査区は、沢を挟んで二つに分かれ、調査面積は、A区 1,720m2、 B区 6,530♂ である (第 2図 )。

A区は、調査前から寺跡と判っており、また工事の都合上早めに終了するよう依頼されていた。

4月 10日 に器材を搬入して、4月 13日 から調査を開始した。ただし、この時点ではA区の伐採された木は

撤去されておらず、B区に至っては伐採も行われていなかったので、A区の雑物撤去を行い、九太類の撤去

およびB区の伐採を委託者にお願いした。

4月 は、A区の検出を主として行い、土塁に囲まれた平場に礎石建物跡を検出した。この時点で地形測量

を行うこととしたので、 5月 は、主としてB区の雑物撤去を重機と人手で行い、その後 トレンチを尾根脇の
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斜面に入れた。そしてA区の地形測量が済むのを待って、 6月 は、A区の精査を始め、併せてB区にトレン

チを入れ続けた。

A区は、実測、撮影の後、重機で トレンチを入れ、土塁、平場、参道跡の構造を調べた。

B区は、これまでの トレンチの結果、遺物の出土が非常に少なく (200m2ぁ たり土器片 1点程度)、 遺構も

あまり検出されそうにないと判断された。また、地形の関係でつF土を調査範囲外に出すことは難しいので、

表土を全面象」ぐことは容易でない。そこで、調査範囲全体にトレンチを入れ、その中で遺物の出土が多く遺

構が検出されそうな部分を面的に広げて粂Jぐという方針を立てた。

この年、花巻地区は、埋蔵文化財センターだけでも3遺跡を同時並行 して調査したため、作業員の数が足

らず、本遺跡では一日平均の作業員の出勤が11名程度で、農繁期には10名 を切る日もしばしばあつた。 5月

の連休直後に約 8名の増員をおこなったが、それでも出勤率は回復しなかった。作業員募集は続けていたが、

これ以上の増員は望めそうもなかった。そこで、B区は、重機で トレンチを入れ、それを人手で検出すると

いう手段を執ることにした。

A区は6月 いつぱいで終了の目途が付き、B区は、排土を出せないため調査範囲の半分ずつ終了すること

にし、そのための県教育委員会文化課立ち会いの部分終了確認を6月 23日 にしていただいた。

7月 は、B区の残りの部分 (沢に面する平坦面と尾根、総面積2,260m2)を重機で剰ぎ、ジヨレンによる

検出作業を進めた。後半からは、遺構の精査も平行して行った。相変わらず作業員が足らず困っていたが、

7月 後半からは、調査が終了した狼沢Ⅱ遺跡の作業員が合流し (約 15名 )、 調査ははかどった。 8月 からは

埋め戻しも平行して行い、 8月 7日 午前器材を搬出して、調査の全てを終了した。

この年は雨の日が多く (調査期間中12日 )、 また本遺跡は慢性的な作業員不足で、通常の調査より多くの

期間を費やしてしまったことは否めない。

(b)特記事項

・グリッド

グリッドは、平面直角座標 (第 X系)に合わせ、遺跡 (調査区およびその周辺)に うまくかかるように10

×10mの メッシュをかけて、東西方向は西から 1、 2、 3の アラビア数年、南北方向は北からA、 B、 Cの

アルファベットを付し、 lA、 lB等 と称した。現地で基準点とした11」 、1l L、 21R、 21Uの北西端の座

標値は、11」 (X=-67100,000、 Y=29500.000)、 1l L(X=-67120.000、 Y=29500.000)、 21R(X三

十67170.000、 Y=29600.000)、 21U(X=-67200.000、 Y=29600.000)である。

この10× 10mのメッシュを基準に、遺物の取り上げは、これをさらに4等分した区画 (一辺 5m)を考え、

北西隅を①、北東隅を②、南西隅を③、南東隅を④とし、 lA①、 lA②等と称した。遺物の出上が多かっ

た場合、10× 10mのメッシュを25等分 (一辺 2m)し た小グリッドを考えていたが、今回は実際に使用しなかっ

たので、詳述しない。

・調査体制

調査員 2名 と作業員平均12名 である。作業員のほとんどは初心者であったが、 1名調査員経験もある方が

いたので実測、精査はかなり助かった。

(2)室内整理と報告書の作成

整理作業は、 2月 1日 ～ 3月 31日 に調査員 2名 と作業員約 4名で行った。

参考文献は、各節、各項の最後にある。遺物の全体量と掲載基準については、第 5節の冒頭に記している。

遺構出上の遺物も第 5節のそれぞれの遺物の頂で記載しているが、これとは別に遺構出土遺物の集成図を併
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せて第13図 として掲げている。また、石器の観察表は、図を省略して写真のみで済ませたものも多かったので、

写真図版の方に掲載した。

4E遺構
検出した遺構は、竪穴住居跡 1棟、礎石建物跡 1棟、土塁 1基、平場 1ケ所、参道跡 1基、溝 1条、捨て

場 2ヶ 所である。礎石建物跡、土塁、平場、参道跡は、寺跡 (鞍掛高松寺跡)を構成するものと思われ、年

代を特定するのは難しいが、近世には存在していたと思われる。竪穴住居跡は平安時代、捨て場は縄文時代で、

沢跡の捨て場の方は晩期中葉～後葉である。溝については時期不明である。

調査区は、沢を挟んでA区 とB区 に分かれている (第 2図 )。 A区は、調査前から寺跡とわかっており、

土塁、参道跡が確認されていた。調査では、土塁に囲まれた平場に礎石建物の痕跡を検出した。この他、縄

文土器片数片、石鏃等の石器数点も出土している。B区からは、竪穴住居跡、溝、捨て場が検出された。なお、

19Rグ リッドで沢跡捨て場覆土上層から焼土が検出されたが、近現代のものと思われた。

遺構出土遺物は、第13図にまとめているが、詳しい記載 (観察表)、 実測図は、第 5節 に掲載しているので、

そちらを参照していただきたい。

(1)竪穴住居跡

B区で 1棟のみ検出した。平安時代のものである。

第 1号住居跡 (第 4図～第 5図、第13図、写真図版 6～ 7)

〔位置・検出状況〕23S ③～23T①グリッド。東に下がる斜面に構築されている。古代の遺構によく見られ

る黒土で検出。17T付近の沢上部の疑似現象を掘った後だったので、当初はまた疑似現象かと考えた。

〔重複〕検出時には重複はないと思われたが、カマド精査時に周溝がカマドの下に延びていることが半Uり 、

周溝とカマドに時期差を考えぎるを得なくなった。そこで、単に一軒の住居が後にカマドを作っただけかも

知れないが、カマドを持つ住居跡 (新 しい方)を第lA号住居跡、周溝を持つ住居 (古い方)を 第lB号住居

跡と便宜的に分離して報告する。それ以外の遺構との重複はない。

・第lA号住居跡 (第 4図 )

〔覆土・堆積状況〕下半部炭化物、炭化材含む。

〔平面形・規模〕斜面下方の東壁が流出しているのではっきりしないが、 3× 2.8mの隅九方形か。

〔壁・床面・掘り方〕壁は外反するが崩れている可能性が高い。貼り床はされていない。床面に十字にトレ

ンチを入れたが掘り方は検出できなかった。斜面に構築されているため、壁と床面東半分はⅡ層、床面西半

分はⅣ層である。なお、Ⅱ層下には、有機物質捨て場とした黒土が斜面下に向かって続いている。

〔柱穴〕検出できなかった。検出を繰り返し、怪しいものを断ち割ったが、柱穴と思われるものはなかった。

〔カマド〕南東隅に構築されている。住居内に向かって崩れているが、礫を芯にし黄褐色土 (Ⅳ層)で覆っ

てカマド袖部 (本体)を作っているようである。燃焼部は、厚さ8 cmの焼土が形成されているが、地山が礫

を含んでいるためはっきりしない部分もある。煙道は掘り込み式。煙道の幅が狭いため一部断ち害よったので、

写真では南側が広く見える。

〔その他の付属施設〕検出できなかった。

〔出土遺物〕 (出土状況)床面直上や6層から僅かな土器が出土しているが、比較的まとまった出上が見ら
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●第 lA号住居跡

°
C′

Ａ
卜

A′

引

●カマド掘り上がり

L=108.200m

1 暗褐(10YR3ノ 3)粘土質シルト ローム粒 ? l cl入の石含む。 2層 と同じ可能
性が高いが、より明るく見える。

2 黒褐 (10YR3/2)ll土 質シルト
土器を包合する層によくある土。

3 灰黄掲 (10YR4/2)砂 質シルト
能性あり。

4 灰黄褐 (loYR4/2)シ ルト 灰 ?ロ ーム粒 (?)多い。 3層 に同じ?
5 黄褐 (10YR5/6)砂 質シルト ローム ?(地山)プロック。
6 果 (10YR1 7/1)シ ルト やゃポソボツ。炭化物多量に合む。特に①区で顕著。
7 灰黄褐 (10YR4/2)llli質 シルト ボソボッ ローム粒 (?)多い。4層に似る。
8 にぶい黄褐 (19YR4/3)砂 質シルト 地山再堆液。第一次埋没土。
9 掲 (10YR4/4)砂 質シルト 地山 (1層 )掘 りすざと思われる。

0                 1 :40               2m

第 4図 竪穴住居跡(1)

ローム粒 ? ブロック? l enl大 の石合む。

灰 ?ロ ーム粒 (?)多 い。 6層 に含められる可

L=108200m
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カマド断面
C
I― L=107,700m 2

０７

　

ヽ
瞥 700m

2

1 黒褐 (10YR3/2)～ にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ルト 根による撹乱あり。
2 にパぃ黄褐 (loΥ R4/3)411土 質ンルト ローム粒多い。地十粒わずか。
カマ ド本体が崩れたものか。

3 にぶい黄褐 (10YR5/1)粘 i質シルト ローム粒多い。礫混じる。地山の ll堆横 |
4 にぶい黄ltlJ(loYR5/4)Wi土質シルト もろい。ローム粒多い。 i器合6・。
5 黄掲 (10YR5/6)粘 土質シルト ややもろい。ローム粒多い。
カマ ド本体の崩れたものか。

6 褐 (7 5YR4/4)粘 土質シルト やゃもろい。焼土粒多い。
カマ ド天丼部が崩れたもの。

黄lBJ(10YR5/6)却 i土 ややもろい。地山のFI堆償。
にぶい黄 (25Y6/1)ン ルト 地山の再堆績。
にぶい糞掲 (10YR5/3)シ ルト 灰多く、炭化物 r■lじ る。円構複上。
にぶい黄 (2.5Yν l)に掲 (10YR4/4)淀 じる。シルト 地出力'汚 れたような■。

７

８

９

‐０

●第 lB号住居跡

周溝覆土。

H 赤褐 (3YR4/6)砂 焼土。カマ ド焚き,電
12 にぶい黄 (25Y6/4)砂  炭化物況じる。床百 (V層 )。

周溝断面

1 黒褐 (10YR3/2)砂 質シルト 炭化物 (2-3 mm、 砂利合む)覆い。 6層 と同じか。
2 にぶい黄褐 (loYR4/3)シ ルト ローム粒多い。砂利合む。炭化物 (2～ 3 mm)わ ずか。
3 褐 (10YR4/1)シ ルト ローム粒多い。さ層と1可 じ。
4 掲 (10YR4/1)粘土質シルト ロームプロック含む。板壁埋め戻した十?

第 5図 竪穴住居跡(2)
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れたのはカマ ド上面～覆土である (Pl～ P ll)。 第 4図では、煙道にある土器の南側が P6、 北側がP7で、

カマド本体の上にある土器がPl～ 5で、煙道と袖との中間にある土器が Plである。P8～ 11は、これら

の土器を取り除いた後カマ ド本体下から出土した。カマド本体は崩れていたので、Pl～ 5と P8～ 11の 間

に時期差があると考えて良いかどうかは不明である。なお、遺物の項の観察表および本文中のPOの後の括

弧中の層名は住居ではなくカマ ド覆上の層名である。以上の土器の他、住居覆± 6層 (床直)から鉄製紡錘

車が出土している。また住居南東壁～北東壁近くの 6層からは、僅かながら炭化材のブロックが出土してい

る (手違いで樹種鑑定していない)。

(遺物)第13図 1～ 4の上師器、第13図 1の鉄製紡錘車が出土している。

〔時期〕出土土器から、平安時代 (10世紀前半)と 思われる。

・第lB号住居跡 (第 5図 )

〔覆土・堆積状況〕第lA号住居跡と異なるのは周溝の覆土のみ。

〔平面形・規模〕〔壁・床面・掘り方〕〔桂穴〕第lA号住居跡に同じ。

〔カマド〕なし。

〔その他の付属施設〕南東壁と南西壁に周溝を持つ。

〔出土遺物〕第lA号住居跡参照。本遺構に帰属すると考えられる遺物はない。

〔時期〕本遺構に帰属する遺物はなく、はっきりしない。第lA号住居跡出土として取り上げた遺物の中に

も明らかに時期が異なるものは含まれておらず、そちらに紛れているとも考えられない。ただし、周溝とカ

マド以外は、両住居は共有しているので、第lA号住居跡とそれほど離れていない時期と思われ、平安時代

の可能性が高い。

(2)礎石建物跡

A区平場の土塁に囲まれた部分に 1棟検出した。

第 1号礎石建物跡 (第 6図、第 7図、第13図、写真図版 8～ 11、 14)

〔位置 。検出状況〕A区 8K～ 9Lグ リッド。平場中央西隅に位置する (第 6図のL字状の土類に囲まれた10

箇所の小さな丸～四角の部分)。 南側の調査範囲外に続いており、この部分 (土塁に囲まれた部分全体)に

ついても検出作業を行つたが、図示したものしか確認できなかった。表面の落ち葉～薄い (数センチ)腐植

土を取り除いてすぐ検出された。

〔重複〕無いと思われるが、後世の改変を受けている。平場に生えている木は、何れも樹齢の若そうな (せ

いぜい2～ 30年)松で、これらが生える前に伐採が行われている可能性が高く、その積み出しの際に本遺構

は大きな攪乱を受けている可能性がある。写真図版14の東側斜面に見られるカマボコ状の凹は、伐採された

木の積み出しの痕跡と推測される。また、写真図版8に見るように、礎石跡が検出された平場の西隅は平坦

であるが、東側は東側斜面下に向かって緩く傾斜している。このことからも、礎石建物跡は攪乱を受け、東

根1については流出したと考えられる。

〔覆土〕ほとんどなし。検出状況参照。

〔構造・規模〕礎石がほとんど残っておらず不明だが、根石の集中部分やグライ化部分 (固 く重いものが載っ

ていたため土が改変を受けたもので、柱が立っていた可能性が高い部分)を考慮すれば、梁行南北2.8mの

1間、桁行東西3.8mの 2間の可能性がある。ただし、平場や土塁の規模を考えれば、不自然な規模であり、
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もっと大きな建物の一部のみが検出された可能性もある (〔重複〕の項参照)。

〔柱配置・柱間〕柱配置は矩形をなしている。梁方向の柱間2.8m、 桁方向の柱間1。 9～ 1.5mである

〔礎石・根固め石・グライ化部分〕礎石は、一部割れたものが残っているだけで (写真図版10～ 11)、 原位

置を保っているものはない。根固め石の集中部分が六ヶ所検出された。地山が固く赤く変質した部分が 4箇

所検出され、これは、上に重いもの (柱 ?)が載っていたためグライ化したと考えた。ただし、根固め石の

集中部分と一致するのは1ケ所のみで、グライ化とは関係ないのかも知れない。

〔その他の遺構との関係〕本遺構は、土類に囲まれた平場にあり、平場には、斜面下から登ってくる参道跡

が続いている。本遺構は、参道跡の正面にはなく、西にずれている。

〔出土遺物〕 (出土状況)根固め石のそばから古銭が 3点出土しており、 2点の出土位置は、第 7図に記し

ている。これらは第13図の 1と 2である。もう1点は、調査時の手抜かりで第二者の手によって動かされて

しまったが、後に木の切り株に載っていた第13図 3が、その可能性があると考えている。

(遺物)古銭 2点のうち、 1点 (第 13図 1)は寛永通宝 (新)で、もう1点 (第 13図 2)は鉄銭でサビがひ

どく不明である。同じ場所から出土したと思われる第13図 3も 、鉄銭でサビがひどく不明である。

〔時期 。所見〕明確に伴う遺物が無く時期ははっきりしないが、出土した古銭から江戸時代後期には存在し

ていた可能性がある。平場、土塁、参道跡の組み合わせで寺跡を構成するものと思われる。

(3)土塁

A区で、平場をL字状に囲む土塁を検出した。

第 1号土塁 (第 6図、第8～ 9図、写真図版 8)

〔位置・検出状況〕A区 9K～ 8Lグ リッドで検出。南側の調査範囲外に続く。地表で確認できたが、北側

の一部は崩れていた。

〔重複〕無いと思われる。

〔覆土〕ほとんど全くなし。枯葉等のみ。

〔平面形・規模〕南北約23m、 東西17mの L字状を呈す。平場の西辺と南辺を囲む形になっている。ちなみ

に平場の北側には参道が続き、東側は急斜面となっている。

〔土塁の構造・規模〕にぶい責褐色土 (7層 )の上に赤土 (地山土)を載せて (4層 )作っている。にぶい

責褐色の土は、表土と地山の土の混上で、当時の表土を動かして盛り上げたものと思われる。幅約4～ 5m、

高さ約 lm。

〔その他の遺構との関係〕平場の西辺～南辺をL字状に囲む。

〔出土遺物〕なし。

〔時期・所見〕時期を判断するものが無く不明だが、平場及び、その上に立っている礎石建物跡に伴うもの

と判断すれば、礎石建物跡の年代から江戸時代後期には存在していた可能性がある。

土塁に使われた土は、平場を造成する時に削つた土を盛ったものと思われるが、平場は単に尾根部を削つ

てだけでなく東側斜面に土を盛って作られているので、尾根を削った時に出た土だけで賄えないように思わ

れる。後述するように、参道跡は、両脇に上をほとんど盛っていないので、土塁に使われたのかもしれない。

平場、礎石建物跡、参道跡との組み合わせで、寺跡を構成すると思われる。
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SPA(礎 石)、 SPB(グ ライ化部分)
1 黄褐 (10YR5/6)粘土 根多い。地山が汚れたもの (再堆積)。
基本的には 2層 と同じだが、より暗く、掘り込みの可能性あり。
2 黄褐 (10YR5/6)粘土 根多い。地山が汚れたもの (再堆積 ?)
3 明褐 (7 5YR5/8)粘 土質シルト 固く締まる。
4層がグライ化したものと思われる。柱あたりと考えていたが、動いている可能性大。
4 明黄褐 (10YR6/8)粘 土 地山。
5 橙 (7 5YR6/8)粘±  4層 と同じと思うが、ウシモ ?(キ ラキラ光る砂状のもの)を 多く含む。

第 7図 礎石建物跡
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L=126.000m

1 :60 2m
卜

Hの根による
カクラン

0 調査時の盛土、撹乱。
1 黄掲 (10YR5/6)粘土 固くしまる。地山の赤土 (Ⅳ 層 ?)を貼ったもの。盛土。
2 掲 (10YR4/6)粘 土 固くしまる。 1層 と同じだが、混ざりものが多いせいか、色が暗い。
盛土。

3 黄褐 (10YR5/8)粘土 ややもろい。 1層 が根による撹乱を受けたものか。盛土。
4 掲 (10YR4/6)粘土質シルト 径 2～ 3 cmの ロームプロック多い。盛土。
5 黄褐 (10YR5/6)粘± 4層 とには同じだが、色調が暗い。盛土。
6 褐 (10YR4/6)粘± 1層 と考えて良いと思うが、ややローム粒混じる。
7 にぶい黄褐 (10YR5/4)粘土質シルト 灰色がかった特徴的な土。盛土。
8 褐 (10YR4/4～ 4/6)粘 土質シル ト もろい。 7層 とよく似ているがロームプロック含む。
7層 が根による撹乱を受けたものか。盛土。
9 褐 (7 5YR4/3)粘 土 やわらかい。元の表土か。肛層がより濃く、やわらかくなった感じ。
10 明褐 (7 5YR4/6)粘 土 固く締まる。標準土層のⅡ層。
■ 明黄褐 (10YR6/6)粘土 固く締まる。標準土層のⅣ層。
12 褐 (10YR4/6)粘 土 固く締まる。 1-2 mmの決化物を含む。10層が汚れた感じで、10層が
批乱を受けたものか。炭化物を含み、意味深な形をしているが、実際にはもう少し不整形で遺
構とは考えにくい。

※ダッシュがついてぃる層 (例えば11′ )は もとの層 (例えば11層 )力 i撹乱を受けたもの。

第 8図 土塁・平場と参道跡(1)
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(4)平場

A区で、土塁に囲まれ、参道跡に続く人工的な平場を検出した。

第 1号平場 (第 6図、第 8図～第 9図、写真図版 8、 12、 14)

〔位置・検出状況〕A区 9K～ 10Lグ リッドで、地表から検出。南側の調査範囲外に続く。

〔重複〕ないと思われるが、表面は改変を受けている可能性がある (礎石建物跡の記載参照)。

〔覆土〕ほとんどなし。枯れ葉の下すぐと言った感じ。

〔平面形・規模〕西辺～南辺がほぼ直角をなし東辺が斜行する台形に近い。規模は、南辺約19m、 北辺約14m、

西辺約21m、 東辺約20m。 なお、東辺下は急斜面になっている。

〔構造〕第6図の、土塁と平場を挟んで二つに分かれている尾根が本来は一つの連続するものであり、この

尾根を削り (第 9図 )、 東側斜面にその上を盛って (第 8図断面図参照)平場を作り出しているようである。

〔その他の遺構との関係〕西辺と南辺はL字状の土塁に園まれており、北辺は参道跡に続く。

〔出上遺物〕なし。

〔時期・所見〕時期を判断するものが無く不明だが、礎石建物跡が平場に伴うものと判断すれば、礎石建物

跡の年代から江戸時代後期には存在していた可能性がある。

礎石建物跡、土塁、参道跡の組み合わせで、寺跡を構成すると思われる。

(5)参道跡

A区に南北に走る1条の溝を地表で検出し、他の遺構との関係から参道跡と判断した。

第 1号参道跡 (第 2図、第6図、第8図～第9図、写真図版11、 13、 14)

〔位置・検出状況〕A区 9K～ 121グ リッドで地表から検出。北側の調査範囲外に続く。本遺構は、北は斜

面下の道路まで続いており、道路からの入り口には高松寺跡の古碑が立っている(写真図版14)。 このことと、

平場と土塁との関係から、本遺構をただの溝とせず、参道跡と判断した。

〔重複〕ないと思われる。

罐土〕ほとんどなし。上から崩れた土で若千埋まった程度。

〔平面形・方向・規模〕途中ややカーブを描くが、基本的には直線状である。南北方向に走り、平場から、

北側の調査範囲外では途中痕跡的になりながらも (第 2図 )、 下の道路まで続き、全長約160mを測る。

〔断面形・規模、深さ〕鍋底状。幅3～ 4m、 深さ0。 5～ lm。

〔底面の様子〕特に際だった特徴は見られない。

〔その他の付属施設〕ないと思われる。

〔掘削方法・盛土〕盛土が認められたのは、第8図中央のトレンチ (断面図G― G′ の部分)のみである (第

9図 )。 本遺構を掘って出た土は、土塁や平場を作るのに使われた可能性もあるが、雨裂状のものを掘り広

げたため、あまり土が出なかった可能性もある。なお、この部分の地山下 (V層 )は、砂層で縞状の薄い層

が多く堆積しているが、本遺構を挟んで左右に連続していないところが多い (断層 ?)。

〔その他の遺構との関係〕南側は、土塁に囲まれた平場の、中央よりやや東寄りに接続する (第 6図 )。 北

側は、斜面下の道路まで続き、その途中にある、観世音、白山神社などの建物も本遺構に関係するかも知れ

ない (中間にある建物は、鞍掛公民館である)(第 2図 )。
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〔出土遺物〕なし。

〔時期。所見〕時期は不明であるが、本遺構に関係すると思われる平場上の礎石建物跡から判断すれば、江

戸時代後期には存在していた可能性がある。礎石建物跡、平場、土塁の組み合わせで、寺跡を構成すると思

われる。また、これらの遺構と、北側の斜面下の遺構外にある建物との関係を窺わせる遺構である。

(6)溝

B区で 1条検出したが、調査前から地表で確認されていたものである。

第 1号溝 (第 2図、第11図、写真図版15、 17)

〔位置・検出状況〕B区尾根東脇、26X～24Zグ リッドで、地表で確認。南北に延び、調査範囲外に続く。

〔重複〕調査できた範囲ではないようである。

〔覆土〕上から崩れた土で底がやや埋まっている程度である。

〔平面形・方向・規模〕ほぼ直線状で、北東から南西に延びる。調査できた範囲では、長さ約35m。

〔断面形。規模、深さ〕箱薬研に近い。上の幅は最大約8m、 下端約1.2m。 深さ最大約2,lm。

〔底面の様子〕特にない。

〔その他の付属施設〕検出できなかった。

〔掘削方法。盛土〕脇に上は盛っていないようである。

〔出土遺物〕なし。

〔時期・所見〕時期不明。調査範囲外でもその続きが地表から判るが (第 2図 )、 北側、南側とも途中から

痕跡的になってしまい、どこへ続くのか不明である。調査した部分が最も深い。参道跡とほぼ並行に走って

いるので、何らかの関係があるのかも知れない。水が流れた痕跡が窺えるので、単なる自然現象の可能性も

無くはないかも知れない (雨裂 ?)。

(7)捨て場

主として 2箇所の捨て場を検出したが、第 2号捨て場は、通常の捨て場と異なり遺物は全く出土していな

いが、その土層の性状から、有機物質を捨てた可能性があると判断して捨て場と認定したものである。

この他にも、特にB区 において、土器が点々と出土しており、尾根および尾根のすぐ脇の西側斜面上方か

ら比較的多くの上器が出上した。出土しているのは主に縄文時代晩期後葉の土器だが (第24図 164～第26図

183)、 土師器も出土している (第27図 5)。 尾根には炭化物も出土しているが、これらは木が燃えてそのま

ま炭化した物と思われ、人工物ではない。焼土も検出されてはいない。

第 1号捨て場 (沢跡の捨て場)(第 3図、第11図、写真図版 16、 17)

〔位置。検出状況〕B区17S～21Pグ リッド付近で検出。南西から北東に向かって流れる沢跡の埋まりきる

ぐらいの所から多量の土器が出土したので、捨て場と認定。

〔重複〕19Rグ リッドで覆土上層から焼土が検出されたが (第 11図断面図4層 に挟まれた部分)、 共伴遺物

がないので何時のものか不明である (近現代の可能性も十分ある)。 その他にはないようである。

〔覆土〕第11図 1～ 8層が覆土となる。直上層の8層は地山の再堆積土 (赤土)である。その上は基本的に

黒土となるが、上記したように、途中焼土が見られる。
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〔平面形・規模〕沢跡の範囲のほぼ全域に検出されたが、先端部 (調査範囲境)になると、出土土器は激減

するようである。幅約1.5m、 長さ約45mの溝状の範囲に、厚さ約20cmに亘って遺物包含層が堆積している。

〔形成過程〕断ち割つて観察した断面の様子 (第 11図)と 出土土器の時期から判断すると、沢が黒上でほぼ

埋まりかけた頃、比較的短期間 (大洞C2式～大洞A2式期)に形成されたようである。

〔包含層の様子〕遺物包含層は、黒土に赤土が混じったような上である。炭化物はほとんど含まない。

〔遺物の出土状態〕今回の調査では、他の場所に比べて遺物が集中して見られただけで、それほど大量の遺

物が出土したわけではない。土器は、大コンテナ (30× 40× 30cm)1,3箱程度で、完形土器の出土は 1点程

度で、ほとんどが小破片である。石器の出土は非常に少なく、その他の遺物は出土していない。

〔出土遺物〕第14図 1～第21図 115の土器、石器では、第29図 3、 4の石鏃、第30図 13、 14の掻器類、写真

図版30～ 31の 32～ 43、 写真図版31～32の47～ 54の崇J片類などが出土している。第33図81の磨石は後世の物の

可能性が高い。

〔時期 。所見〕一部後期の土器などが混じっているが (第 14図 3)、 土器は、基本的に大洞C2式から大洞A2

式のもので、この期間に捨て場は形成されたものと思われる。上で比較的短期間と述べたが、是は他の大規

模な捨て場に比べてと言う意味で、実際のところは(土器型式―型式が変化するのにどの程度の時間がかかっ

ているか不明だが、ここでは常識的な判断で一型式50年程度として)150～ 200年前後の時間をかけて形成さ

れたと推測される。

では、この期間継続して形成されたかというと、大洞C2式の土器は少なく、特に後半に当たる物は見あ

たらない。また、大洞A式でも新しい方 (大洞A2式)が主体である。したがつて、この捨て場は、大洞C2

式期から断続的に形成され、大洞A2式期に比較的多くの上器が捨てられて形成されたと言える。

第 2号捨て場 (有機物質捨て場 ?)(第 3図、第12図、写真図版17)

〔位置 。検出状況〕B区、竪穴住居跡から、沢に面する平坦面先端付近 (22R～ 23Sグ リッド)に検出。遺

物 (土器、土偶)がややまとまって出土したにぶい黄褐色土を掘り下げたところ、その東端付近からややふ

かふかした黒土を検出。遺物は全く出土しなかったが、その性状から、この土層の堆積には人間が関わつて

いる可能性が高いと判断して、捨て場と認定した。ただし、単なる旧表土 (ただし古代以前)で、その上に

地山の上が再堆積 (にぶい黄褐色土)している可能性もある。

〔重複〕第 1号竪穴住居の床下にも検出され、これより古い (すなわち古代以前)。

〔覆土〕地山の再堆積と思われるにぶい黄褐色土。

〔平面形・規模〕範囲は確認していない。

〔形成過程〕不明。

〔包含層の様子〕基本的には断面図の4～ 6層が相当すると思われる。ローム粒、炭化物含む、黒土。

〔遺物の出土状態〕上面の覆土からは出土するが、本遺構からは全く出土していない。

〔出土遣物〕なし。

〔時期・所見〕古代より古く、覆土から弥生時代後期土器が主として出土していることから、縄文時代の可

能性が高い。

5日 遺物

今回の調査で出土した遺物は、縄文・弥生土器が大コンテナ (30× 40× 30cm)で 2箱、土師器が小コンテ
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1 :1,000 50m

L=107.100mＡト

ユ 無綺 (10YR3/2)砂 質シルト ロームープロッタ1多く、炭化物合む
2 器 (10VR1 7/1) 災化物多く、ローム粒合む。
3 掲 (10YR4/6)シ ルト ロースプロッタ。
4 褐 (■6VR4/6)砂質ラルト 焼上。
5 巣 (10YR1 7ア 1)砂質ラルト もろい。炭化物多い。2層と区別つかなぃ。
6.黒 (10YRl″ 1)シ ルト 炭化材含む,決化物減も多い。
7 黒褐 (10YR3/2)ンルト ローム粒多い。
3.黄褐 (10YR5/6)シ ルト ロームの再推嶺?工層の一部。遺物包合層 (ド部に)●
0 褐 (10YR4/4)粘土質シルト 小礫 (l cat大 )含む。
10 にAい黄褐 (10YR4/3)シ ルト
とユ 暴褐 (ЮYR3/2)シ ルト 土器多く含む
12.黄褐 (25YS/3)砂 質シルト V層の再堆積
131オ リー鶏  (2.5Y4/6)砂 V層
14 畢 (19YR1 7/1)粘 土質シルト 1‐m大の小確合tF●

1,単褐 (1,YR3/1)粘土質ンルト IOuと 14層の中即中。
161暴褐 (10Y購 /2)砂質ンルト V曙のブロツク。
17.黒褐 (10YR3/1)砂質ンルト

18 明黄掲 (25Y6′ 6)紗  V暇。

第11図 沢跡捨て場
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Ⅲ
有機物質 ?

0          1 :loo         5m

L=107.400mＡト

m

1 暗協 (loYR3/3)シ ルト ロエム1粒多い。決化物散る。
2-.黒褐 (10YR3/2)ン ルト ローーム粒含む。 1層 によく似るが色調力韻 なる。

ユi埋轄
l樹

協κ身拌森軍旨し
'卜

・目空:薙督愁。5層はく似ながと調が晴い。
予撃壮群ミ】チ雰離軽オ|:こ鋸ヨ絡ヒ助部。
&覇性『景:侶 催5矛伴

卜
v造星善。

第12図 有機物質包含層

―■5-



0      1 : 2     5 cm

Cm

遺構内出土遺物

-116-

第 1号住居跡出土

0       1 : 1     2.5cm
L

古銭No I

第 1号礎石建物跡出土



ナ (30× 40× 10cm)で 1箱、土製品 (土偶)1点、石器類が82点 (石器製作時の最J片等含む)、 鉄製品 (紡

錘車)が 1点、古銭が 4点などである。土製品、石器類、鉄製品、古銭については全て掲載した (石器類は、

石器製作時の粂」片、石核は基本的に写真のみで済ませ、図はない)。 縄文・弥生土器、土師器の掲載基準に

ついては、それぞれの節を参照していただきたい。

遺物の記載は図と表で行い、本文中にはその補足と概要のみ記したので、ここで、図版、写真図版、表を

見る際の留意事項について述べておく。本章では遺構出上の遺物も含めているが、それぞれ、その種類の遺

物の中で、最初 (遺構順)に並べている。遺構出土の遺物は、第 4節の最後に遺構ごとの集成図を掲げてい

るので参照していただきたい (第 13図 )。 遺構外出土の遺物は、遺構出土遺物の後に出上位置の順 (は っき

りしているもの→はつきりしないもの、はっきりしているものはグリッド順)に並べている。観察表の計測

値の ( )内の数値は、欠損している場合等の現存値である。外面、内面の観察事項の欄の「→」は施文、

調整 (整形)順序を表す。「焼けはじけ」とは、煮炊きによつて土器の表面に直径0.5～ l cm程度の円がたく

さんできたように粂」落した】犬態を示し、景」落がひどい場合を「ただれている」と表現している。

(1)縄文土器・弥生土器 (第 14図～第26図、写真図版20～ 27)

縄文土器・弥生土器は、大コンテナ (30×盗0× 30cm)2箱 出土した。時期は、縄文時代晩期後葉を中心と

し (約 6割 )、 後の 3割を弥生時代後期土器が占め、それ以外のもの (4亀文時代後期前葉、後期末、晩期前葉)

は 1割程度である。

本遺跡は、遺構がないのに縄文土器・弥生土器が調査範囲内に散在するという特異な出土状況が見られ、

その出土地点を網羅する意義があると思われたので、比較的多めの掲載を試みた。掲載基準は、文様のある

ものに限っては、 5× 5 cm以上を一応の目安としたが、これ未満のものも掲載している。地文のみ、あるい

は平行沈線 1本のみの土器は、10× 10cm以上を目安とした。載せるべきか迷いながら結局掲載しなかった土

器には次のものがある。24X④グリッド出土で、2～ 3× 3 cmのこの口縁部破片で文様を持っていたが、同

一個体を掲載したので。同じく24X④グリッド出土で、2× 3 cmの隆線状の工学文を持つ土器片。20Q③グ

リッドでは、 7× 8伽 と14× 10cmの胴部の地文のみの破片が著しく磨耗していたので掲載しなかった。

記載は基本的に図と表で行つたので、最初にその作成要領、表を見る際の注意事項について述べておく。

掲載順序は基本的に出上位置に提つた。沢跡は正確には遺構ではないが土器の出土が集中しており、遺構に

準じると考え、冒頭に掲載した。器種の「袋物」とは、重や注口土器のように、袋のように口が閉じて出し

入れが容易でない器種である。備考の欄の付着物の「スス」「吹きこばれ」「おこげ」は、厳密に区別してお

らず、単に付着している量によつて分けている (右に行くほど多い)。「焼けはじけ」は本節の冒頭部分参照。

その他の事項についても本章の冒頭部分参照。

基本的な観察事項は表に示したので、ここでは、まず概要を述べ、次に掲載順序に従つて表の補足をする。

最初に出土状況。まず、184と 185の出上位置は、後述のように記入間違いと思われる。A区 も無文あるい

は地文縄文のみの小破片が2～ 3片出土しているが、大部分はB区からの出上である。B区では、沢跡の捨

て場からの出土がほとんどで、全体の出土量の2/3を 占める。その他、約1/6を沢跡捨て場と西側の沢の間の

斜面が占め、約1/12を平坦面の北端の沢に面したところ、約ν12を尾根の西脇の平坦面～斜面が占める。残

りの部分からも、急斜面 (尾根)下の部分を除いて、小片が僅かに出土しているが、今述べた4箇所に集中

している。整理すれば、沢に面した部分と尾根脇である。出土土器は、22Rグ リッド付近 (第 3図)の平坦

面北端の沢に面した部分だけは、弥生時代中～後期が集中して出土しているが、それ以外の部分は縄文時代
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晩期後葉が主に出土している。出土状況を考えれば、これらの部分に生活の拠点があったと想像するのが自

然である。そこで、この部分に限ってはほぼ全面乗Jいで検出を行つたが、竪穴住居跡を検出することはでき

なかった。

次に型式学的特徴。小型土器は33、 異形土器と思われるのは52、 蓋の可能性のあるものは153?で ある。

晩期後葉を中心として、全体的に二次焼成を受けて赤くなっている土器が目に付いた。

最後に時期、土器型式。土器型式の認定に当たっては、次の文献を参照した。縄文時代後期前葉に関しては、

本間宏氏 (本間 1987、 1988)(註 1)、 後期末に関しては高柳圭一氏 (高柳 1988)、 晩期全般に関しては、

山内清男氏 (山内 1930、 1971)、 晩期中～後葉に関しては、高橋龍三郎氏 (高橋  1981、 1993)、 晩期後葉

～末に関しては、鈴木正博氏 (鈴木 1985、 1987)、 小林圭一氏 (小林 1997)、 弥生時代に関しては、須藤

隆氏 (須藤 1983、 1987)、 小田野哲憲氏 1/Jヽ田野 1987)、 弥生時代後期については、齋藤邦雄氏 (斎藤 1993)、

小林克氏 (小林 1993)。

後期前葉 (蛍沢式併行期 ?)の可能性のあるものは、 3=129、 後期末 (瘤付土器第 I～ Ⅱ段階)の可能

性のあるものは177。 146も 後期末と思われるが、弥生時代後期の可能性も無くはない。

晩期前葉の可能性のあるものは、26?

晩期中葉の大洞Cl式の可能性のあるものは、47?、 61。 大洞Cl～ C2式の可能性のあるものは125。

大洞C2式 (古)の可能性のあるものは、12、 143。 大洞C2式 (中 )の可能性のあるものは、5、 131、 135、

141。 大洞C2式 (古～中)の可能性のあるものは、56、 大洞C2式の可能性のあるものは、31、 37、 38、 41、

49、 53、 67、 71、 75、 76、 87、 105、 107、 108、 114、 123、 127?、 136である。138も 晩期中葉か。

晩期後葉の大洞Al式の可能性のあるものは、57、 168、 173?、 178、 大洞A2式の可能性のあるものは、
4、 13?、 14、 20、 24、 25、 40=46、 42?、 46、 52、 54、 62(大洞A′ 式 (古)?)、 70、 74、 77、 78、 80、

81、 85、 86、 96、 106、 110?、 122、 169?、 170、 171、 174?、 182、 大洞A式の可能性のあるものは、16、 40、

43、 55、 58、 66、 82～ 84、 166、 175、 179～ 181、 187、 191。 大洞A～ A′ 式の可能性のあるものは、144、 189。

大洞A′ 式 (古)の可能性のあるものは、35?、 36。

弥生時代中期の可能性のあるものは、152、 159。

弥生時代後期の可能性のあるものは、121=137、 149、 150、 154?、 155、 157、 158、 161、 164?、 190。

162は土師器の可能性が高い。

ここまで特に指摘しなかったものは、163を除いて、ほとんどが大洞C2～ A式の可能性が高いと思われる。

以下、表の補足。12の 日縁部に刻目。国縁内面の水平沈線はA突起に向かって枝を出す。縄文 (RL?)。

13の頸部文様は、基本的に三本の平行沈線があり、一番下の沈線が上に向かって枝を出して三叉状を呈し、

二番目の沈線がその枝 (三角形の陰刻の頂部)を はさむ形になって間が開き、そこに二個一対のやや大きめ

の瘤状突起を持つ。31の内面底面ただれ。内面上部にスス状付着物。外面二次焼成、スス状付着物。32の B

突起の中央の凹から出た沈線が二手に分かれて一周して反対側のA突起を挟む。40=46は 1/4周弱残存。42

は二次焼成受けている。59の 口縁内面に痕跡的な水平沈線。60は 1/4周残存。62の縄文 LR。 外面もミガキ。

74は 1/4周弱残存。122の工字文の縦棒の両脇に小さな瘤状の粘上の盛 り上がりが見られる (粘上のまくれ

痕 ?、 瘤状突起 ?)。 149aの 同一個体破片の拓影を次の第24図に149bと して掲載。胴部最上部には条が短く

縄文が帝状に密に施されるが、その下は条がやや長く疎である。さらに、胴部下半の一部では、条の間がさ

らに開き、節がより強くタト傾して、より撚糸文に近い印象で、別の原体を使用しているような感を与える。168

の底部直上に二本の水平沈線。175の A突起状の部分上に押圧。頸部文様中点にも二個一対の瘤状突起。日
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縁内面に幅広 く浅い水平沈線、A突起 (?)に 向かって枝を出す。縄文 LR。 184と 185は、27T③の出土となっ

ているが、全体図を見ても判るように (第 3図 )、 調査範囲からずれているので記入間違いであろう。

註

(1)蛍沢式を、本間宏氏は後期初頭に位置づけているが、近年の関東地方での共伴資料を考えると (秋田

1995)、 後期前葉に位置づけた方が良いようである。

参考文献

秋田かな子  1995「人幡台地の縄文時代後期土器について」『東海大史学』29

小田野哲憲  1987「岩手の弥生式土器編年試論」『岩手県立博物館研究率R告』 5

小林圭-   1997「 V調査の成果」町ヒ柳 1・ 2遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター

小林 克   1993「東北北部の続縄紋期の土器」『二十一世紀への考古学』(櫻井清彦先生古希記念会編)雄山閣
齋藤邦雄   1993「岩手県にみられる後北式上器と在地弥生土器について」『岩手考古学』5岩手考古学会

鈴木工博   1985「「荒海式」生成論序説」『古代探叢 I』 早稲田大学出版部

1987「続 大洞A2式考」『古代』84早稲田大学考古学会

須藤 隆   1983「東北地方の初期弥生土器」『考古学雑誌』68-3日 本考古学会
1987「東日本における弥生文化の受容」『考古学雑誌』73-1日 本考古学会

高橋龍三郎  1981「亀ケ岡式上器の研究」町ヒ奥古代文化』12北奥古代文化研究会 (東京都)

1993「大洞C2式上器糸田分のための諸課題」『先史考古学研究』4阿佐ヶ谷先史学研究会 (東京都)
高柳圭-   1988「仙台湾周辺の縄文時代後期後葉から晩期初頭にかけての編年動向」『古代』85早稲田大学考古学会

本間宏    1987「縄文時代後期初頭上器群の研究 (1)」 『よねしろ考古』 3よ ねしろ考古学会 (秋田県鹿角市)
1988「縄文時代後期初頭上器群の研究 (2)」 『よねしろ考古劃 4よ ねじろ考古学会 (秋田県鹿角市)

山内清男   1930「所謂亀ケ岡式上器の分布と縄文式土器の終末」『考古学』 1-3
山内清男ほか 1971「山内清男先生と語る」『北奥古代文化』3北奥古代文化研究会 (東京都)

(2)土師器 (第27図、写真図版27)

小コンテナ (30× 40× 10cm)1箱出土 し、器形を復元できるもののみ (基本的には径1/4周以上ある破片)

掲載 した。なお、縄文・弥生土器の1621ま土師器の可能性高い。

今回出上 した土器のほとんどは、人木光則氏の編年 (八木 1992)に拠れば、10世紀前半に位置づけられ

ると思われる。また、なべの出上が注目される。

以下、表の補足。出上位置の POに ついては竪穴住居跡の頂参照。1の出土位置は、全体の (以下同じ)1/4

が P7(4層 中)、 1/8が P6(4層 中)、 1/8が P9(6層 上面)、 ν8が 8層、1/16が Pl、 1/16が P4、 第

1号住居の覆土等で取 り上げたものが7/32、 グリッドで取 り上げたものが1/32で ある。 2aの出土位置は、

全体の (以下同じ)3/8が P8(6層 上面 )、 1/2が P ll(9層 上面 )、 1/8が 6層 出土である。内面焼けはじ

けのため調整よく見えない。 2bと 同一個体か。 2bは、胎土、色調、残存状況 (焼けはじけ)か ら2aと

同一個体と思われるが、 2bの器壁が薄 く、また立ち上が りの形態からは別個体で杯の可能性がある。内外

面スス状付着物。底面拓影第13図 にある。 4の底面外面、高台貼 り付けた後に再調整をしているように思わ

れるが、残 り悪 くよくわからない。 5の出土状況が写真図版18に ある。

参考文献

松本建速 1991「東北北部の平安時代のなべ」『紀要』XI岩手県埋蔵文化財センター

八木光則 1992「古代斯波郡と爾薩体の土器様相」『第18回古代城柵官衛遺跡検討会 「特集シンポジウム北日本における律令
期の上器様相」』古代城柵官衛遺跡検討会
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(3)土製品 (第28図、写真図版28)

土偶が 1点出土している。四肢欠損しているので不明な点もあるが、屈折像姿態を取る土偶と思われる。

時期は、同じグリッドから出土しているのは弥生時代中～後期の土器が多いが、これまでの類例から該期に

このような土偶が存在するとは思われない。月同部に施される文様から晩期後葉と思われるが (佐藤 1996)(註

1)、 該期で屈折像姿態を取るものは比較的珍しいのではないか (磯前 1987、 1992)。 『土偶とその情報』

研究会 (1996)で は、岩手県一関市草ケ沢遺跡 (p.142の 4)、 岩手県普代村芦渡遺跡 (p.144の 3)に同様

の脚部形態が見られるが、それ以外の部分は異なっている。芦渡遺跡例は類似点も多く同じ系列と思われる

が、プロポーション等異なる点も多い。

註

(1)佐藤 (1996)中 の岩手県長者洞出土例 (第 2図 3)に文様はよく似ている。ただし、肩部背面に施され

るのは断続した点列でなく竹管状の刺突列である。

参考文献

磯前順- 1987「「屈折像」土偶について」『考古学雑誌』72-3日 本考古学会

1992「関東以西の屈折像土偶」匡国立歴史民俗博物館研究報告』37(特集 土偶とその情辛R)
佐藤嘉広 1996「東北地方の弥生土偶」『考古学雑誌』81-2日 本考古学会

『土偶とその情幸陶 研究会 1996『土偶シンポジウム5 宮城大会 東北・北海道の上偶Ⅱ一亀ケ岡文化の上偶―』

(4)石器・石製品 (第29図 ～第33図、写真図版29～ 34)

今回の調査で出土 した石器類は、全部で82点で、内訳は、石鏃 4点、石錐 1点、石箆 1点、掻器・削器等

その他 9点、石皿 1点、砥石 3点、打製石斧、磨敲器類 6点 (も う 1点不確実のものがある)、 石器製作時

の最J片、残核54点である。本報告書では、器種を第 1表のように分類 している。掻器 。削器等その他とは、

定型化 していない乗J片石器類で、欠損 してわからなくなった定形石器 (特に石匙)も 含めている。磨敲器類

とは、磨石、敲石、凹石を総称 したもので、これらの石器の使用痕が互いに複合 し、うまく分けられないた

めに作った項目である。

掲載基準。縄文土器・弥生土器の項で述べたように、今回の調査では遺構が検出されなかったのに対し、

遺物は比較的まとまって出土 し、こうしたあり方はやや特異と思われ、本遺跡の位置づけあるいは晩期後葉

社会の様相を探るのに重要な意味を持っていると思われた。そこで、石器製作時の孝」片、石核 も含め石器類

は全点掲載し、また剰片類は接合を試みた (詳細は、剥片、残核の項で)。

観察表は写真図版の方にある。基本的な観察は表に示したので、表の見方等の注意事項については、本章

の冒頭部分を参照していただきたい。

概要。最初に出土状況。土器類と違い、A区からの出土も多く、石器12点 (1、 5、 7～ 11、 74、 76～ 79)

で全体の約43%、 石器製作時の崇J片、残核28点 (18～ 31、 33～ 45、 59)で全体の約52%を 占める。礎石建物

跡から出土した18の残核 ?は、この建物跡に伴うものか、縄文～弥生時代の遺物がたまたま混じっているの

かどうか、 区】Uは付かない。

次に型式学的特徴。砥石類は何れも新しく古代以降のものだと思われる。点数が少なく、出土土器が多時

期に渡っていることから、組成を考えてもあまり意味のないことと思われるが、石皿の出土が注目される (第
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32図 72)。 縄文時代～弥生時代のある時期ここに生活

の拠点があったことは確実であろう (岡本 1978)。

(a)石鏃 (第29図 1～ 4)

4点出土。基部の形態は三種類ある。

(b)石錐 (第29図 5)

1点、A区から出土。

(c)石匙 (第29図 6)

1点、B区から出土。

(d)石箆 (第29図 7)

1点、B区から出土。

(e)機器 。削器等、その他 (第29図 8～第30図 16)

第 1表 石器分類表 (今回関係する器種に限定 )

石鏃

石錐

石匙

石箆

掻・削器等、その他

剖片、残核 (Uフ レイク含む)

石皿

砥石

打製石斧

磨敲器類 (磨石、敲石、凹石)

Rフ レイク含む、 9点出土。

(f)all片 (Uフ レイク含む)、 残核 (写真図版30の 17～写真図版33の 71、 第30図～第31図 )

54点出土。接合結果であるが、あまり芳しい結果は得られなかった。60、 63、 66と 70、 71の二件の接合が

見られたが、後者は孝J離後に割れた (欠損)も のの接合である。前者は、同じグリッドからの接合である。

(g)石皿 (第32図 72)

1点、B区沢に囲まれた部分から出土。

(h)砥石 (第31図73～第32図 75)

何れも新しく古代以降のものである。 3点出土したが、78、 79、 8と も加えれば 6点になる。

(i)打製石斧 (第33図 78)

1点、A区から出土、使用痕が磨敲器類と複合している。

9)磨改器類 (第32図 76～第33図 82)

7点出土。76はただの石の可能性があり、78は打製石斧でもある。李大の円礫を使用した一般的な磨石は

見られない。78の使用痕は複合しており、表面は磨っているように思われる。ただし、その上にある金属の

刃物様のものを砥いだ痕跡は新しいものである (現代 ?)。

参考文献

岡本孝之 1978「住居内出上の石皿についての覚書」『神奈川考古』3

(5)鉄製品 。古銭、その他 (第28図、写真図版28)

鉄製品、古銭は全て掲載した。鉄製品は紡錘草が 1点古代の竪穴住居跡から出土 している。古銭は 4点出

土し、 2点は、礎石建物跡からの出上である。礎石建物跡からはもう 1点出土したが、調査中に紛失した。

お詫び申し上げる次第である。古銭は、残 り1点 B区から出土しているが、なぜ該期の遺構のないB区から

出土するのか不明である。

この他、竪穴住居跡から炭化材が出上した (詳細は竪穴住居跡の項参照)。

参考文献

永井久美男 1996『 日本出土銭総覧 1996年版』兵庫埋蔵銭調査会
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6.考察
時間の関係で、問題点を列挙するにとどまざるを得ない。

(1)縄文時代

出土遺物には、土器、土偶 1点などがあり、常識的には石器の大部分もこの時期のものと思われる。

土器は、ごくわずか後期、晩期前葉と思われるものもあるが、大部分は晩期 (中～)後葉のものである。

土偶も晩期後葉のものである。

遺構としては、B区沢跡の晩期後葉の捨て場しかない。もう一つ、B区平坦面先端の捨て場らしいものが

あるが、時期ははっきりしない。

以下、特に晩期後葉に焦点を当てて、当時の生活 (活動)について考えてみたい。

沢跡及び沢に面した部分に比較的多くの土器が出土しているので、その背後の平坦面に居住域があると考

えるのが自然である。しかし、ここに竪穴住居を見つけることは出来なかった。

次に、石器組成から活動の様子を考えてみる。本遺跡から出土した石器のほとんどがこの時期のものと断

定するわけにはいかないが、B区の沢、尾根付近から出土したものは、この時期の可能性が高い。石鏃 3点、

石匙 1点、掻・削器等その他約 6点、粂J片類約38点、石皿 1点、磨敲器類 2点 (?)な どがある。磨敲器類は、

通常見られる季大のものとは異なっている。

これらの組成から考えられるのは、植物加工あるいは食物加工と考えられるものは少なく、どちらかと言

えば狩猟およびその解体に関係するものが多いということである。磨製石斧等の生活施設加工具がほとんど

見られないことから、生活の拠点 (集落)ではなく、狩猟の場と考えるのが自然かも知れない。

それでは、僅かながら出土している石皿、狩猟の場にしては多い土器の出土をどう考えたら良いだろうか。

ここで注目されるのが、晩期後葉に見られる「遺跡の拡散化現象」である (佐々木 1984)。 すなわち、「恒

常的に営まれていた長期間に及ぶ遺跡の廃絶もしくは縮小化、さらにそれに伴なうと考えられる遺物分布地

点の急激な増加」 (同 :p.25)で、遺物分布地点は山地、丘陵地をはじめ、様々な地形の所に見 られ、「こ

れは集落を低地に営んでいた集団が、その利用する資源や環境との間に何らかの不均衡を生じたために引き

起こされた現象と考えられるのであり、従来とは異なった手段による生産活動が展開されねばならなかった

状況が想定されるのである」 (同上)。 この現象は、晩期末あるいは弥生時代初頭になると終息に向かうよう

である (同 :p.27)。

遺跡の拡散化現象は、第 1節で見たように、縄文の遺跡が比較的少ないこの地域に、該期の遺跡だけは比

較的多く見られることからも裏付けられる。

本来は狩猟の場であった本遺跡に、人が住むようになったのが晩期後葉であった。それは、新たなる生活

を模索するためであったのだろう。出土遺跡の増加等から、この時期の土偶は意味が変質し「安産祈願といっ

た形態にまでその意義が縮小された」と考えられている (林 1976:p.188)。 この場合持ち主は一般女性

と考えるのが自然だろう。本遺跡でも該期の土偶が出土していることから、男性だけでなく女性 (おそらく

家族)も ここに住んだのであろう。そして、竪穴住居などの居住施設が見られないのは、季節的居住 (夏の間)

のせいと考えられる。

以上から、晩期後葉の比較的短い間、新たなる生活 (生業)を模索して夏季を中心に本遺跡に人が住み、

やがて他に移っていったと結論づけられるのである。

(2)弥生時代

中期、後期の土器がB区平坦面の沢に面した部分から出土している。
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唯一完形に近い第23図 149の土器について、類例を捜してみたが見つけられなかった。日縁部に連弧紋を

持つ土器は多いが、本例のようにここに交互刺突文や縄文を持たないものはなかった (斉藤 1993)。

後期は、また北海道系土器の濃厚な分布など、特異な様相が見られる時期である。その生活痕跡について

も謎が多く、居住施設は掘立柱建物ではないかという意見もある。今回の調査では、このような意見に基づき、

遺物出土地点の背後の平坦面の遺構検出を丹念に行ったが、見つけることは出来なかった。

(3)平安時代

土師器 (鍋含む)、 鉄製紡錘草 1点が出土しており、ごく一部の土師器がB区尾根から出土した以外は、

竪穴住居跡からの出土である。

遺構は、B区平坦面東隅から竪穴住居が 1棟検出されている。比較的広い面積を調査しているのに、竪穴

住居はこれ 1棟だけであった。尾根からの土師器の出土、土鍋の出土など、やや変わつた様相も見られるが、

紡錘車の出土は日常的で、他の集落と特に異なるとも言い切れない。

該期の集落は、拡散傾向が見られ、立地も様々となる。第 1節で見たように、本遺跡の周囲にも、同時期

の遺跡が様々な立地で見られる。その違いは何を意味するのだろうか。近年調査例も蓄積されてきており、

今後まず検討したい点である。

(4)近世

寛永通宝など古銭が出土している。

古銭の出上位置から、礎石建物跡、平場、土塁、参道跡などの寺跡も、この時期に存在していた可能性が

ある。ただし、今回の調査目的の一つでもあった、寺が何時から存在していたのかは、今回の調査結果から

はわからない。

第 1節で述べたように、本遺跡が立地する丘陵下にほど近い矢沢八幡遺跡からは、該期の掘立柱建物跡が

検出されており、本遺跡との関係が注目される。また、同様に、時代は異なるようだが、高松山経塚、経塚

森遺跡との関係も検討する必要がある。

(5)そ の他

時期不明の遺構として、B区の南北に延びる溝がある。ほとんど埋まっていないことから、近世以降の可

含ヒ性が高く、用途としては、道などが考えられる。

(6)高松寺遺跡の歴史

本遺跡の歴史について、時代別にその可能性をまとめてみる。

・縄文時代後期～晩期前葉

僅かな土器片が出土していることから、近くに集落のあった可能性がある。本遺跡には、狩猟、植物採集

等でやってきたと考えられる。

・縄文時代晩期後葉

環境あるいは社会変化に伴って、新たなる生活 (生業)を模索するため、ここに人が移り住んだ。その生

活は狩猟を中心にするものであったが、女性も一緒に住み、また本季は他に住んだと考えられる。その生活

も比較的短い間で、やがてまた別の場所に移っていったと思われる。

・弥生時代中期～後期

僅かな土器片が出土していることから、近くに集落のあった可能性がある。本遺跡には、狩猟、植物採集

等でやってきたと考えられる。

・平安時代
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10世紀頃、比較的短い間B区に竪穴住居が 1棟あった。初めは、物置、作業小屋あるいは仮住まいだった

せいかカマ ドが無 く、後の建て替えの際にカマ ドが作られた。住居の規模から考えて、住んでいたのは、一

人か二人であろう。ただし、孤立 していたのではなく、周辺の丘陵や低い段丘に集落があり、多くの竪穴住

居があった。

・近世

何時頃からか不明だが、A区およびその下に寺があった。 B区 にも溝があった可能性がある。付近には、

集落があった。
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林 謙作 1976「亀ケ岡文化論」『東北考古学の諸問題』寧楽社

7日 まとめ

本章で述べてきたことをまとめておく。

・本遺跡は丘陵に立地し、今回の調査区は、沢を挟んで、尾根上のA区、尾根と沢に囲まれた平坦面からな

るB区 に分かれている。

・検出した遺構は、竪穴住居跡 1棟、礎石建物跡 1棟、土塁 1基、平場 lヶ 所、参道跡 1基、溝 1条、捨て

場 2ケ 所である。

・礎石建物跡、土塁、平場、参道跡は、寺跡 (鞍掛高松寺跡)を構成するものと思われ、年代を特定するの

は難しいが、近世には存在していたと思われる。A区にある。

・竪穴住居跡は平安時代、捨て場は縄文時代で、沢跡の捨て場の方は晩期中葉～後葉である。溝については

時期不明である。これらは、何れもB区 にある。

・出土した遺物は、縄文・弥生土器が大コンテナ (30× 40× 30cm)で 2箱、土師器が小コンテナ (30× 40× 10cm)

で 1箱、土製品 (土偶)1点 (晩期後葉)、 石器類が82点 (石器製作時の剰片等含む)、 鉄製品 (紡錘車)が

1点、古銭が 4点などである。

・出土土器の時期は、縄文時代晩期後葉を中心とし (約 6割 )、 後の 3割を弥生時代後期土器が占め、それ

以外のもの (縄文時代後期前葉、後期末、晩期前棄)は 1割程度である。

・石器類は、全部で82点で、内訳は、石鏃 4点、石錐 1点、石箆 1点、掻器・削器等その他 9点、石皿 1点、

砥石 3点、打製石斧、磨敲器類 6点 (も う 1点不確実のものがある)、 石器製作時の剰片、残核54点である。

・本遺跡は、縄文時代後期～弥生時代後期まで基本的には土器散布地で、狩猟採集の場として使われたと考

えられるが、縄文時代晩期後葉の比較的短い間、夏季を中心に人が住んでいたと考えられる。

・平安時代にも比較的短い間人が住んでいたが、竪穴住居は 1棟のみである。ただし、周囲にも該期の集落

が多くあった。

。その後、A区に高松寺が建てられた。その時期は不明だが、江戸時代後期には存在 していた。
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原仏など) (調整 な ど ) 備  考 本
記

ユ 沢跡 7S(D 浅鉢 ?・ 口縁部 ナデ (雑 )

2 沢跡 7S④落ち込み 倒ゴ? ・月同きb 縄文 (LR)→太い沈線 ナ デ

3 沢跡 7S④落ち込み 胴部 細めの沈線→ナデ ナデ (雑 ) 129と 同一個体

4 沢跡 8R④ 壺 (口 1/4、 肩2/3周 ) 削り込みによる四字文 (・ ミガキ) ロミオキ、指なで

5 沢跡 8R④ 浅鉢 ?・ 口縁部 日唇尖り気昧の実超、刻目 突出部B突起,縄文(LR)→ rt線 内外面ミガキ 内面水手沈線

6 沢跡 底部 ナ デ 多面摩耗内面スス丸座

7 沢跡 9R③ 深鉢 (1/4周 ) 口唇刺突列・縄文 (RL)→深い沈線 ナ デ クト面スス

8 沢跡 9R③ 壺・肩部 (2/1周 ) (ミ ガキ) 指なで

9 沢跡 9R③ 5と 同一個体

沢 跡 9R③ 深鉢・口縁部 日唇部蛇行隆市状、顕部縦位の長惰円形突起→沈線。縄文(LR) ナ デ 外面スス

沢跡 9R③ 然・口縁部 日唇部刻目 縄文(LR)→沈線.上から4番目のlt線溝底に刺演 ミガキ

沢跡 9R④ 台付浅鉢(回 4/5、底1/2周 ) A突起1単位B突起4単位,日縁内面～日昼部沈線̀嗣部文様5単位 ミガキ 外面摩耗

第14図 縄文 。弥生土器(1)
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 備  考 本文

沢跡 9R④ 壷 (肩都、底面のみ一周) 日唇沈線、馘部下3本平行沈様`羽状縄文(RL、 とR)(霰、底面、ミガキ) ミガキ 頸部下文様

沢跡 9R④ 浅鉢 (1/4周 ) 文様隆線状 ,縄文 (LR) ミガキ 口縁内面水平沈線

15 沢跡 9R④ 壷・口縁 (ほぼ全周) 丸みのあるA突起1単位?B突起2単位 (・ ミガキ) ナデ ? 外面スス状付着物

沢跡 9R④ 台 (全周) 三又状文上下4単位ずつ? ミガキ 台裏側もミガキ

17 沢跡 9R④ 台 (2/3周 ) 最下部水平沈線・縄文 (LR)(・ ミガキ) ミガキ 台裏側はナデ

沢跡 9R④ 壷 ?(底面のみ全周) 底面直上沈線 (・ ミガキ) ナ デ 内面スス状付着物

沢跡 9R④ 壺 ?(底面のみ全周) 床面直上痕跡的沈線→ミガキ ナ デ

沢跡 9R④ 浅鉢 ?口縁部 日唇部低いB央起、それをはさむ脈続枕線,文様削,とみにする隆市状,縄文([け ミガキ 内面水平沈線

沢跡19R④ 深鉢・口縁部 縄文 (LR) ナデ ? 外面スス内面摩耗

沢跡 9R④ ?・ 口縁部 縄文 (LR) ナデ ? 二次焼成

沢跡 9R④ 深鉢・口縁部 回唇部A突起(上に刻目)・縄文(LR)→太く深い沈線 ナ デ 外面スス

沢跡 9R④ 浅鉢 ? 日ほ訥突tをはさんで断続した洸線.文様削り込みにする睦常卜縄炭似) ミガキ ? 口縁内面水平沈線

沢跡 9R④ i完外 ?・ 口縁部 口唇部断続沈線,文様削り込みにする隆帯状 ミガキ 口縁内面水平沈線

第15図 縄文・弥生土器(2)
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 備  考
沢跡19R④ 台部 縄文 (LR) (・ ミガキ) ミガキ ?

沢跡19R④ 深鉢 ?・ 底部 (ナ デ) ナ デ

沢跡19R④ 深鉢・口縁部 縄文 (LR) ナ デ 内外面スス、摩耗

沢跡19R 壺 (胴部下半1/4欠損) 縄文 (LR)→ナデ ナ デ 底部1/2・ 二次焼成 ?

沢跡19R④・20Q④ 深鉢 (2/3周弱) (ケ ズリ) ナ デ 内外面スス付着

沢跡20R① 鉢 (一部欠損) 売みのある大きなB突起4単位.縄文(RL)→沈線→ミガキ(底面すデ) ミガキ 口縁内面水平沈線

沢跡20R① 壷・口縁 (1/2周 ) 央走2種類1単位(図)片方B突起の間から延びる沈線,日縁下・t線 ミガキ 外面もミガキ

沢跡20R① 小形台付鉢 (一部欠損) 口唇部沈線・縄文 (LR)→沈線 ミガキ

沢跡20R① 重・口縁 (全周) 突起 1単位・口唇部刻目・口縁下沈線 (・ ミガキ) ミガキ

沢跡20R① 口縁言Б 口唇部沈線。 (ミ ガキ) ミガキ 口縁内面肥厚

第16図 縄文・弥生土器(3)
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様 。装飾、地文、原体など) 備  考 本
記

沢跡20R① 口縁部 縄文 (LR)→細く深い沈線 ミガキ ? 口縁内面水平沈線

沢跡20R① 鉢 口唇都刻目・羽状縄文 (LR・ RL) ミガキ 外面二次焼成
沢跡20R① 浅鉢 ?・ 口縁部 日唇部沈線.日緑最上部横につ(B突定、期目,上から3番目の洸線滞底の刺反 ミガキ ? 外面ミガキ

沢跡20R① 深鉢・口縁部 口唇部押圧による蛇行隆帯状・細く深い沈線 ナデ 摩耗

沢跡20R① 浅鉢 文様内にも縄文 (LR)→深い沈線 (・ ミガキ) ミガキ ? 口縁内面水平沈線
沢跡20R① 浅鉢 ?・ 口縁部 口唇部沈線・A突起・口縁最上部刻目 ミガキ ? 内外面スス、摩耗

沢跡20R① ?・ 口縁部 文様削り込みによる隆帯状 ミガキ ? 口縁内面水平沈線

沢跡20R① 壷・口縁部 (ミ ガキ) ミガキ

沢跡20R① 深鉢・口縁部 口唇部押圧による波状口縁 ナ デ

沢跡20R① 深鉢・口縁部 口唇部押圧による蛇行隆帝状・細く深い沈線 ナ デ 二次焼成 ?

沢跡20R① 浅鉢 40と 同一個体
沢跡20R① 外・口縁部 日唇部刻目,突出部横位のB突起?→縄文(LR)→沈線 ナ デ 外面スス

沢跡20R① 深鉢・口縁部 口唇部押圧による波状 ナ デ 外面スス

沢跡20R① 深鉢・頸部 溝底の刺痕・縄文 (?) ミガキ ? 外面摩耗

沢跡20R① 深鉢・口縁部 口唇部押圧による波状 ナデ ? 外面スス

沢欧20R① 口縁部 口唇部沈線・九っぽいA突起・口縁最上部刻目 ミガキ ? 外面摩耗

沢跡20R① 異形重 ?・ 胴部 一部削り込み ナ デ

沢跡20R① 大型壷・肩部 縄文 (LR)→沈線→ミガキ ナデ

沢跡20R① 壼・肩部 一部削り込み (・ ミガキ) ナ デ 外面赤色付着物 ?

第17図 縄文・弥生土器(4)

-128-



爵 お れ粥
Ｈ

Ｈ

ヽ魅

1:3

雲
鷲

建 ≦ 蒸 肇 塾 __正 ζ 祗 67

斬フ

蘊
畜

出土地点 。層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) (調警 な ど ) 備  考
沢跡20R① 壺・肩都 小さな瘤状突起の間刺突 2.溝底の刺痕 ナ デ

沢跡20R① 壺 ?・ 肩部 縄文 (LR)→太く深い沈線→沈線底ミガキ ナ デ

沢跡20R① 胴 部 細く深い沈線→ミガキ? ナ デ

沢跡20R① 壷・顕部 (ミ ガキ) ミガキ

沢跡20R① 深鉢・口縁部 口縁部小波状・太く浅い沈線 ナデ 外面スス・内面摩耗

沢跡20R① 胴部 縄文 (LR?) ミガキ ? 外面スス・二次焼成

沢跡20R① 深鉢・口縁部 縄文 (LR) ナ デ 外面スス・ 1/4周弱
沢跡20R①  o ③ 浅鉢 口縁部 (1/4周 ) 突起2笹類(A突起?の上に刺突)をはさんで沈様,再Iり込みによる隆帯状 ガ キ 口縁内面水平沈線

沢跡20R③ 鉢 ?・ 口縁部 (摩耗) 内外面摩耗ひどい

沢跡20R③ 深鉢・口縁部 小波状回縁 (内外面摩耗ひどい) ナデ ? 口縁内面水平沈線

沢跡20R③ 壺 ?(袋もの) 縄文 しR) ナデ ?

沢跡付近?20R③ 浅鉢 ?・ 口縁部 小さいA突起 ミガキ 口縁内面水平沈線

沢跡20R① '20Q③ 台部 (2/3周 ) 縄文 LR) ガキ?(雑 ) ミガキ (雑 )

沢跡20Q③ 深鉢 (1/2周 ) 縄文 LR)(底面ナデ?) ナデ ? 二次焼成でボソボソ

沢跡20Q③ 浅鉢 (口 1/4、 底2/3周 ) (摩耗) ナデ(雑 )

第18図 縄文・弥生土器(5)
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 備  考 文
豪
本
記

沢跡20Q③ 重(口縁1/2周 、胴2/3周 ) 回縁文様4単位・削り込みによる匹字文 (・ ミガキ?) 頭ヽガキ、下指オで 口縁内面水平沈線

沢跡20Q③ 壷 (最高1/4周 ) 縄文 (RL)→沈線 ナ デ

沢跡20Q③ 深鉢 (底部ほぼ全周) 縄文 (RL) ナ デ 底面剖落

沢跡20Q③ 霊 ?(上破片、下全周) (ミ ガキ・底面も) ナデ(丁寧)?

沢跡20Q③ 重・口縁部 A突起`日唇部突起をはさんで沈線・日唇部HIり込み(匹字文り(ミ ガキ) ナデ ? 口縁内面水平沈線

沢跡200③ 制卜? ・月同言Б 縄文 (LR)→沈線→ミガキ ミガキ ?

沢跡20回③ 鉢・口縁部 丸みを帯びたA突廻.日縁最上部悦に就いたB突旭に向かって演出す日辱部洸線 ミガキ 溝底の床」痕、縄文 (RL)

沢跡20Q③ 台付浅鉢・口縁都 削り込みによる文様隆線状・縄文 (R?) ミガキ ? 1/4周弱・外面摩耗
沢跡20Q⑥ 五・肩部 削り込みによる文様隆線状 (・ ミガキ) 指なで 1/4周 弱
沢跡20Q③ 深鉢・口縁部 口縁最上部刻目 ナデ ?

沢跡20Q③ 壷・肩部 削り込みによる文様隆線状 指なで

沢跡20Q③ 浅鉢 ?・ 口縁部 口唇部沈線 (・ ミガキ) ミガキ 口縁内面水平沈線

沢跡20Q③ 浅鉢 ?・ 口縁部 口唇郡沈線 (摩耗) 口縁内外面摩耗ひどい

沢跡20Q③ 浅鉢 ?・ 口縁部 文様内縄文 ,縄文 (LR)→沈線 ミガキ ? 口縁内面水平沈線

沢跡20Q③ 袋もの・胴部 指なで

沢跡209③ 浅鉢 ?。 国縁部 A突起?をはさんで沈線・肖Iり込み(匹字文).縄文 (LR)→沈線 ミガキ 口縁内面水平沈線

第19図 縄文・弥生土器(6)
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第20図 縄文・弥生土器(7)

夏

出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 備  考 文
載
不
毛

沢跡20Q③ 浅鉢 ?・ 口縁部 文様削り込みによる隆線状 ミガキ ? 口縁内面水平沈線

沢跡20Q③ 浅鉢 ?・ 口縁部 突出部刻目・縄文 (LR) ミガキ ? 内面最上部刻目

沢跡20Q③ 深鉢・口縁部 口唇部押圧による小波状 ナ デ 内外面摩耗

沢跡20Q③ 浅鉢 ?・ 口縁部 ミガキ 口縁内面水平沈線

沢跡20Q③ 56と 同一個体
沢跡20Q③ 深鉢・口縁部 口唇都押圧による小波状 ナ デ 口縁内面爪形圧痕列

沢跡20Q③ 深鉢・口縁部 ナ デ

沢跡20Q③ 重 ?・ 胴部 縄文 (LR?)→沈線 ナ デ

沢跡20Q③ 口縁部 ナデ(雑 ) 内面整形から脚部の可能性

沢跡20Q③ 深鉢・口縁部 91と 同一個体
沢跡20Q③ 壺・肩部 文様削り込みによる隆線状 指なで

沢跡20Q③ 月同吉Б 細く深い沈線 指なで ?

沢跡20Q③ 重・口縁部 (摩耗) ミガキ 日縁内面水平沈線

沢跡20Q③ 深外・底面 縄文(LR)・ (底面接合面から予!離→黒色付着物?) ナデ(雑 ) 1/2周 ・三次焼成 ?

llXl 沢跡20Q③ 深鉢・底面 縄文 (LR)(・ 底面ナデ) ナ デ 全周・二次焼成 ?

沢跡20Q③ 壺 ?・ 底部 底面直上に沈線 (・ ミガキ) ナデ ? 1/3周
沢跡20Q③ 底部 (底面ミガキに近いナデ) ナデ ? 全周・二次焼成

沢跡20Q③ 台部 縄文 (LR) ナ デ

沢跡20Q③ 台部 不明 内外面ボロボロ

105 沢跡20Q④ 浅外 (ほ IF全周) 突起4単位日唇部沈線文様.日縁最上部刻日,頻都中央溝底刺戻・縄文(LR) ナデ ? 外面スス付着、劣化

1柿 沢跡20Q① 重・口縁部 (2/3周 ) 文様4単位・文様削り込みにする匹字文 (・ ミガキ) ミガキ 口縁内面水平沈線
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 内 面
備  考 不

記

沢跡20Q④ 浅鉢・口縁部 日唇部泥線・日縁最上部横位のB突起、刻目列,滞底の刺痕縄文(駅 ) ミガキ

沢跡20Q④ 107と 同一個体

沢跡20Q④ 浅鉢 ?・ 口縁部 隆細犬 摩耗 口縁内面水平沈線

沢跡20Q④ 浅鉢 ?・ 口縁部 口唇部沈線・隆線状 (・ ミガキ) ミガキ 口縁内面水平沈線

沢跡200④ 浅鉢 ?・ 口縁部 口唇部沈線・隆線状 (・ ミガキ) ミガキ 口縁内面水平沈線

沢跡20Q④ 壺 ?・ 底部 (ミ ガキ) ナ デ 全周

沢跡20Q④ 深外・胴部 羽状縄文 (LR・ RL) ナ デ 外面上部スス

沢跡20Q④ 浅鉢 。日縁部 口唇部沈線・溝底の刺痕 不 明 内外面摩耗

沢跡20Q④ 底部 底面直上沈線・縄文 (LR)(・ 底面ナデ) ナ デ 全周・外面スス

116 沢跡④ 深鉢 (国縁のみ全周) 口唇部押圧による小波状口縁 ナ デ 外面スス付着

117 B区尾根N04 深鉢 ?・ 口縁部 日唇部押圧・縄文 (LR?).縄文(LR)→頸部ナデ ナ デ

B区尾根N05 深鉢・口縁部 口唇部押圧による小波状・縄文 (LR?)→ナデ ナ デ
B区 トレンチ17R② 深外・口縁部 国唇部押圧・沈線深く鋭角的 ナデ 口縁内面水平沈線

B区 トレンチ17R② 深鉢・口縁部 口唇部押圧 ナ デ 回縁内面水平沈線

B区 トレンチ 17R④ 壷・口縁部 2条沈線下縦位の刺突列 (137と 同一個体) ナ デ 内外面赤色付着物

122 B区 17R④ 浅鉢 ?・ 口縁部 鋭角的な大きいA突起はさむ日唇部沈練,文様削り込みによる隆練伏 ミガキ 口縁内面水平沈線

B区 17S① 台部 縄文(LR)(・ 台部内面もミガキ) 摩耗 1/3周

第21図 縄文・弥生土器(8)
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 備   考

B区 トレンチ 17R④ ,ミ音Б (ミ ガキ ?) ナ デ 2/3周

B区 17S④ 浅鉢 ?・ 国縁 部 縄文 (RL) ナ デ

B区 17S④ 深 鉢 ?・ 口縁 部 2つ 1単位の突起 縄文 (LR) ナデ (維 )

B区 17S④ 深鉢 ?・ 口縁 部 日唇部中央沈線、内面倒刻目列・A突起 縄文 (?) ミガキ

B区 17S(D 深鉢・口縁部 口唇部押圧による小波状・縄文 (LR) ナ デ

B区 17S④ 3と 同一個 体

B区 トレンチ 8Q④ 鉢 ・ 口縁 部 縄文 (LR)→ ミガキ・磨消浅い ミガキ 口縁内面水平沈線

B区 トレンチ 8R② 貫三・月同著Б 縄文 (LR)→ 沈線→ミガキ・磨消浅い 指なで

B区 トレンチ 8R② 鉢 ?・ 口縁 部 (ミ ガキ) ミガキ? 口縁内面水平沈線

B区 トレンテ 8R② 浅 外 (ナ デ)九底 ナ デ 全周 (1/4欠 損 )

B区 トレ ンチ 8R② 深斜卜・胴言Б 縄文 (LR)→ ナデ ナ デ 外面下半スス付着

B区 トレンチ 8R③ 口 縁 部 日唇al沈線、内面狽1刻目列 縄文(LR)→沈練→ミガイ・磨消浅い ミガキ A突起・外面スス

B区 トレンチ 8R③ 135と 同一個 体

B区 トレンチ 8R③ 121同一個体

B区 18S① 台 部 (2/3周 ) 縄文 (LR)→ ミガキ (・ 台の裏側もミガキ) ナ デ

B区 18S① 深鉢 ・ 口縁部 口縁部不整形な隆帯状 ナ デ 外面 スス付 着

140 B区 18S① 深鉢・口縁部 口唇部押圧による小波状 ナ デ 口縁内面水平沈線

141 B区 18S① 縄文 (LR) ナデ? 天地逆 ?

B区 トレ ンチ 19Q④ 深鉢・口縁部 口唇部押圧 による小波状 ナデ? 内面摩 耗

B区 トレンチ 19Q④ 浅 鉢 ・ 口縁部 日唇都沈線と削り込みによる突起・縄文 (し R)→沈線 ミガキ? 日縁内面 2条水平沈線

B区 トレンチ 19Q④ 壷 ・ 肩部 文様内2つ の瘤状突起 ? 指 なで や や摩耗

B区 19S① 浅外 ?・ 口縁部 押圧による大きなB突起扶 日唇部泥様,縄文(LR)→沈線→ミガキ ミガキ 口縁内面水平沈線

B[至 19S① 縄文 (?)→深く細く鋭角的な沈線 チ デ

B区 21R③ 口縁 部 大 きな B突起 (ミ ガキ ?) ナデ?

第22図 縄文・弥生上器(9)
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 内 面
備  考

B区 22R② 台部 縄文 (LR) ナ デ 摩耗

B区 トレンチ22R④ 深鉢 (胴部中位1/3周 ) 頸部、ナデ→縄文 (RL・ 0段多条) ナ デ 外面スス、二次焼成
B区 トレンチ22R④ 壺・口縁部 (1/2周 ) え様8単位?,文様交1下に刺突、縄文(RL.0段ケ条)→沈線 ナ デ

B区 22R④ 深鉢 ?・ 口縁部 沈線→縄文 (RL)→ナデ ナ デ 149と 同一個体
B区 22R④ 高杯 ?・ 口縁部 縄文 (?)→沈線→ミガキ ミガキ ? 蓋 ?
B区 22R④ 蓋 ? 縄文 ? 不明 摩耗ひどし

第23図 縄文・弥生土器10
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 内 面
(調整 を ど ) 備  考 文

載
本
記

B区 トレンチ22R④ 口縁 部 縄文 (RL)→沈線 ナ デ 外面摩耗
155 B区 トレンチ22R④ 口縁部 (ケ ズリに近いナデ)・ 底面木葉痕→ナデ (ボロボロ) 151と 同一個体 ?
22R包含層ベルト中 深鉢 (底部のみ全周) 縄文?→細く深い沈線 ナ デ

157 B区 22R?②
ナデ 158と 同一個体

B区 トレンチ22S② 縄文 (LR)→深い沈線→ミガキ 157と 同一個体
B区 22T③ ナデ ?
B区 22T④ 口縁部 不明 口縁内面水平沈線
B区 23S① 重・口縁部 ナ デ

B区 23T② 口縁部 ナデ ? 土師器 ?
B区南東トレンチ24W③ 口縁部 深い沈線 ナデ ?

B区 トレンチ24X① 深鉢・口縁部 口縁部押圧 ナ デ
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) (調整 な ど ) 備  考
B区 トレンチ24X④ 細く深く鋭角的な沈線 ミガキ ?

B区 トレンチ24X④ 重・口縁部 交点削り込み、小さい瘤状突起 (・ ミガキ) ナデ ?

B区 トレンチ24X④ 深鉢・口縁部 口唇部刻目,縄文 (LR)(・ ナデ (雑 ) ナデ (雑 )

B区 トレンチ24X①、26W① (日縁部1/3周、底部付近1/4月 ) 丸みのあるA突起をはさんで断続lt線 頸部瘤状小突起21,憲消縄文(LR} ミげキ～すデ? 二次焼成 ?

B区 トレンチ25W④ 深鉢・口縁部 (摩耗) ナデ ? 口縁内面水平沈線

B区 トレンチ25W④ 台付浅鉢 (1/4周 ) 削り込みによる匹字文 (・ ミガキ) ミガキ ク  ・内外面摩耗
171 B区 トレンチ25W④ 台付浅外・口縁都 (ミ ガキ) (摩耗) 口縁内面水平沈線

B区 25X② 浅鉢 ?・ 国縁部 交点刺突 .やや大きめの瘤‖大突起 ,日唇部B突起? (摩耗) 口縁内面水平沈線

B区 25X② 重≡? ・丹同音躊 指なで 内外面摩耗

B区 25X② 台付浅鉢 (やや摩耗) ミガキ

B区 トレンチ25X③ 深鉢 (1/3周 弱) 2種類の突起をはさんで日唇部沈線、突起下願部2個 1対の突起 ナ デ 外面スス付着

第25図 縄文・弥生土器1421
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (文様・装飾、地文、原体など) 備  考
本
記

176 B区 トレンチ25X③ 鉢 縄文 (LR) ナ デ 外面摩耗

177 B区 トレンチ25X③ 深鉢 ?・ 口縁部 二又突起 (押圧)・ 縄文 (LR) ナデ 摩耗

B区 トレンチ25X③ 壷・肩部 溝底の刺痕 指なで

B区 26W③ 台部 (1/3周 強) 三又状陰刻 ナデ ? やや摩耗

B区 26W③ 台付浅鉢・台部 交点小さな瘤状突起 ナデ ?

B区 26W④ 台部 (1/3周 強) 三又状陰刻 ナデ ?

B区 26W④ 台付浅鉢・口縁部 交点小さな瘤状突起 (・ 摩耗) (摩耗) 口縁内面水平沈線

B区 26W④ 鉢 ?,口縁部 (ナ デ) ナ デ

B区 27T③ 口縁都 指なで ? 外面摩耗

B区27T③ 深鉢・口縁部 口唇部押圧により小波状 ナ デ

B区 18S④重機携乱 深鉢・口縁部 日唇部沈線 ,日縁最上部亥I目 列,溝底の束1痕 (・ ミガキ) ミガキ

B区 18S④重機撹乱 台付浅鉢 ? 交点肖1り 込み、瘤状小突起 .縄文 (LR)(・ ミガキ?) ミガキ ? やや摩耗

B区 18S④重機撹乱 深鉢・胴部 縄文 (LR) ナ デ

B区 18S①重機撹乱後 台付浅抹 ?・ 口縁部 日唇部突起とはさんで沈線・細く深い沈線 (・ ミガキ) ミガキ 口縁内面水平沈線

B区 18S①重機携乱後 口縁言Б? 縄文 (0段多条・RL) ナ デ

25W④重機撹乱 壷・肩部 交点削り込み、小さい瘤状突起、溝底の刺痕 がキ? 内面頸から下指なで

B区 26W③あたり童機撹乱 深鉢 ?・ 口縁部 口縁最上部押圧・縄文 (LR)→ナデ ナ デ

B区 トレンチ 深外 ?・ 口縁部 口唇部押圧により小波状 ナ デ 口縁内面段・外面スス

B区 トレンチ 胴部 縄文 (LR)→深い沈線 ナ デ

第26図 縄文・弥生土器10
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出土地点・層位 器種・部位 外面 (口縁部/胴部) 底面 内面 (口縁部/胴部) 残存状況 備  考
1 第 1号住居Pl、 P4taか 鍋 ケズリ ナデ 最大3/4周

第1号住居P8、 Plllよか 養・口縁部 ロクロすデ/ケズリ→ナデ? ロクロナデ? 最大1/4周 内面焼けはじけ

第 1号住居P10(2層 ) 甕・底部 ロクロナデ 回転糸切, ロクロナデ? 底面全周 2aと 同一個体?

3 第1号住居P■ (9層上面) 奏・口縁都 ロクロナデ/ロクロナデ→ケズリ ロクロナデ? 破片(1/5局 ) 内面付着物 ?

4 第1号住居6層 高台付杯・底部 (摩耗して不明) 回転黙切,4 黒色処理→ナデ?

5 B区尾根N02 奏 。口縁部 ヨヨナデ/ハケメ→ナデ ヨコナデ/ハケメ 1/4周 外面スス、二次焼成

第27図 土師器
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土偶

出土地点・層位 器種・部位 文様など(地文.装飾) 付着物 備   考
文
載

ユ 22R④ 包含層?上面 四肢欠損 (割口摩耗) 中実 溝底の刺痕 ? 顎に黒色付着物 摩耗ひどい・屈折像姿態

鉄製品

出土地点・層位 器 種 重量 (g) 残存状況 備  考

1 第 1号住居・ 6層 紡錘車 34 27 両先端欠損

一一一一一一

ヤ
一

　

　

，
　

　

　

．

ィ
一

．́

一

，

・

0                 1 : 1                 5 cm

種 類 出土地点・層位 残存状態 直後(cm) 重さ(gl 鋳造年代 備  考

1 寛永通宝 礎石建物跡古銭N01 サ ビ 17 新寛永・ビタ銭か

2 鉄銭 (サ ビひどく不明) 礎石建物跡古銭N03 サビひどい 1.9 寛永通宝 ?

3 鉄銭 (サ ビひどく不明) A区出上位置不明 サビひどい 2.0 寛永通宝 ?

4 寛永通宝 (四文銭) B区20R④付近カクラン 新寛永

第28図 土偶、鉄製品、古銭
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0         2 : 3         5 cm

第29図 石器(1)
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o          2 : 3         5 cm

第30図 石器(2)
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73

※73のみ

0         1 : 3       10cm0          2 : 3         5 cm

第31図 石器(3)
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第32図 石器(4)
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第33図 石器(5)
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西から(右側矢印は元の高松寺跡と言い伝えられている場所)

Jしから

写真図版 1 遺跡遠景
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調査区全景 (北 から)

A区全景(南から)

写真図版 2 調査区全景 (1)



B区全景 (北から)

A区からB区 を望む

写真図版 3 調査区全景(2)
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選
馨
銘
争‐，ｆ難
革

A区調査前全景

B区調査前全景(西から)

写真図版 4 調査前風景 (1)
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B区調査前全景 (B区尾根から)

B区からA区を望む

写真図版 5 調査前風景 (2)
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竪穴住居跡全景

IⅢIⅢⅢII

覆土断面 (東西)

覆土断面(南北)

写真図版 6 竪穴住居跡(1)
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カマド内遺物出土状況

カマ ド断面(1)
カマ ド断面(2)

カマ ド燃焼部断ち割りカマ ド掘り上り

デ
'静
｀

写真図版 7 竪穴住居跡(2)
周溝断面(2)
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平場・土塁遠景

平場・土塁近景

写真図版 8 平場・土塁
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礎石建物跡全景

根石集中区(1)

根石集中区(3)

根石集中区(2)

根石集中区(4)

写真図版 9 礎石建物跡(1)
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根石集中区(5) 根石集中区(6)

根石集中区(7) 根石集中区(3)

断ち割り全景

断ち割り近景(1)

写真図版10 礎石建物跡(2)
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断ち割り近景(2)



断ち割り近景(3)

グライ化部分断ち割り

断ち割り近景(4)

平場から参道跡を望む

参道跡全景 (北 から)

写真図版11 礎石建物跡(3)。 参道跡
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土塁断面(1)

土塁断面(2)

東側斜面～平場断面

写真図版12 土塁、東側斜面断面
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参道跡断面(1)

参道跡断面(2)

参道跡断面(4)

写真図版13 参道跡断面
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平場断面(1)

平場断面(2)

東側斜面から平場を望む 高松寺跡古碑遠景

古碑近景(1) 古碑近景(2)

写真図版14 平場断面・高松寺跡古碑
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溝全景 (南から)

一競
離ゝ革ず離鵬触

崇
慈
慕

写真図版15 溝

溝断面(1)

溝断面(2) 溝全景 (北から)
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沢跡断面

写真図版16 沢跡捨て場(1)
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沢跡焼土検出状況

有機物質捨て場 ?断面

沢跡焼土検出状況(2)

B区尾根全景                       尾根炭化物検出状況

写真図版17 沢跡捨て場(2)。 有機物質捨て場 。B区尾根遣物出土状況(1)
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尾根土器出土状況 (違景)(1)

尾根土器出土状況 (遠景)12)

左写真の近景

左写真の近景

B区平坦面調査状況

写真図版18 B区尾根遺物出土状況(2)・ B区平坦面調査状況
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高松寺跡参道入口 ?

A区調査前風景 B区雑物撤去状況

雨後のB区平坦面 調査風景(1)

調査風景(3)調査風景(2)

調査風景ほか

165-―

写真図版 19
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6

21

写真図版20 縄文 。弥生土器(1)
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写真図版21 縄文・弥生土器(2)
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写真図版22 縄文 。弥生土器(3)
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写真図版23 縄文・弥生土器(4)
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写真図版24 縄文・弥生土器(5)

-170-



に
153

に
155

悦
158

写真図版25 縄文・弥生土器(6)
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写真図版26 縄文・弥生土器 (7)
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Ⅷ 磯 娃
190

写真図版27 縄文・弥生土器(8)、 土師器
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写真図版28 土偶、鉄製品、古銭
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1

∈
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欅
轟

２

轟
雲

５

ゑ
鰯
解

8

出土地点・層位 器 種 重量(0 石 質 残存状況 備 考
文
奇
本
幸

1 A 9L(1)土 星部 分 碁 ) 16 冨岩 異羽山脈 果部わすかに矢福
2 トレンチ 18R① 41隊 22 0.35 色貝若 奥羽Ш脈 完形
3 20鸞 ③ 沢 跡 石鏃 0 35 1 5 奥可]山脈 基部、先端部欠損 石鏃 に向 か ない石 暫 ?
4 20 )沢跡 石鏃 (凹ラ 32 1,7 0 35 15 ほtF字形
5 10L 内 石錐 ? 05 欠損
6 B区 17S 石匙 07 興羽|

7 A区入ロチカク タラン 79 45 4 岩 興羽山脈
A 11 掻・削器等その他 石 臭】JШ脈 民 フ レイ ク

9 1 13 164 興羽山脈 欠損 ?
lC 10 57 1.1 38 4
A 10 掻・削器等その他 58 39 36 8
B 20 トレンチ 削器等 そ の他 46 0 55 57 頁岩 興刃
B 20 掻 ・首U器等 そ の他 37 3 65 10 12 7 更岩 興羽山|
B区 20R③ 沢跡 揺 ・削器等 そ の rrJ 1 35 29 1 買岩 興羽山脈

写真図版29 石器(1)
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緯
19

Ⅷ
22

¢路鯵
29

磯
30

写真図版30 石器(2)

出土地点・層位 器 種 重量(0 石 質 残存状況 備 考
B区 21TC 格 ・ 自陪辞等 そ の 3_6 14.3 頁岩 興
25W①重機撹乱 栓 。白昧 等 そ の 37 51 0.65 12 0 奥羽山B

17 トレンチ25X② 剥片 ?(Uフ レイク ?) 27 き

建物餌 残核 ? 2 45 57 t色買を具羽山脈
Aほ豆機による降下 剥 片 0 25
A区9KQ) jフ レイク ? 3

1 A区 OK 刻 片 5 55 0 75 13 5
A区 OK 剤 片 7 2.25 更岩 興羽

Uフ レイク ? 1 75 2 25 0 45 貢若奥羽
残核 ? 52 2 45 28,2 訂岩 異羽
Uフ レイク ? 3.65 2 25 32 者 興羽山脈

A 剰 片 3.2 138
A KQ 娠核 ? 16 199
A区 10L 付近重機撹乱 剤 片 1.95 1.3

⊆10M① 剣 片 1.95 16 頁岩 興羽

茎機通灼 剤片 17 岩 脈

剥 片 3.85 0_35 者 奥羽山脈
B区 200の i 残核 ? 1 85 17 ただの石 ?
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写真図版31 石器(3)

出土地点・層位 器   種 重量(g) 石 質 残存状況 備  考
B区 20Q③沢跡 2a 12 買岩

B区 20Q 象J片 42 1 3 S7 買岩 註羽山lFK
B区 20Q③沢跡 象J片 6.2 3 鼈羽山lFt

20Q③沢跡 剥 片 10

残核 ? 14

27 06 2,7 頁肴
B区 200 3 95 2.35 0,95 67 頁坊 脈

B区 20Q③沢跡 リパラ 羽山脈
B区 20Q 象J片 27 1 0 リパラ 異羽山脈
B区 20Q③沢跡 U片 リパラ 奥羽山脈
20Q③沢跡 剰 片 31 17

4 剰 片 53 7
4 21 0 75 頁デ

B区 トレ ンチ 18R 3.2 頁岩 羽山脈

B区 19R(3)υ(所 羽山

4 B区 19R①JR跡 , 27 6 中石 羽山脈

B区 20R①沢跡 象J片 63 岩 羽山脈

B区 20R①沢跡 刹片 25 57

-177-
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鯵
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写真図版32 石器(4)

出土地点・層位 器 種
旦
皇
〓
呈 石 質 残存状況 備 考

文
鼓
不
記

B区 20R 刻片 `′ `′ 5 45 47 2 15 38 6 リパライ
=だ
の

Z20R(1)沢跡 剥片 7Y 50 46 1 砂岩 脈 ただの石 ?
B区 20R( 沢 跡 残核 ? 47 1 65 30.3 奥羽山脈 ただの石 ?・ 匡
20R①沢跡 確 移 57 訂岩 奥羽山脈 ただの石 ?・ 図な
21R ただの石 ? 1 65 1 7 色負岩興羽山脈 図 な し
22R 残 骸 l 21 87 凶 な し

B区 22R 2.95 07 し

B区 23R 2.45 0.85 三しり し

A区 4うイ+4斤 0 35 l.1 頁岩 興羽山脈

B区 剤 片 4 85 R2 05 9,3 頁岩 興羽山脈 図 あ

残核 ? 57 尋岩 図 な し

剥 片 君 図なし60、 66と :合
剥 片 3 05 θ 65 図 あ り

B区 53 27 5 し

B区 3 75 17 23 4 買
B区 娠 核 47 27 75 3 頁 60、 68
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写真図版33 石器(5)

出土地点・層位 器   種 重量(gl 石 質 残存状況 備  考
生T①あたり屍土 剥 片 37 真岩 図 な し

剥 片 5 35 0 65 凶 な し

2ら Vヽ 67
25W

7 35 5.5 買岩 欠損
の)

と26W 鋼け の )

トレンチx9Q 石 皿 砂岩 興羽山脈 !ナキ 間 4貝Jに Ш み

17S①重機撹乱後 砥 る 78 砂岩 奥羽山脈 i形 鉄の刀物を砥いだもの(新しヤ呻
A 10L① 砥 石 凝灰岩 奥羽山脈 破 片 新 しヽ

砥 石 57 1 破 片 計しい.下の欠嶺部焼いている(焼けこげ、スス)
A た だの石 ? 51 25 ルス 暦 4E r
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出土地点・層位 器   種 重量(0 石 質 残存状況 備  考 文
載
本
記

10K 17 9 砂岩 北上山地 に向がで Xて いる
AIXllK ホルンフェルス

A区 にスス付着・新しし

B区 18T 機撹 乱 後 磨 石 531 1

B区 20Q 亦 磨 石 (砥る ?) t1/N肴 興羽山男 刃Fし�

RIヌ 更首 トレンチ,,Vω 敲 石 ? 3.2 リパライト興羽山| ミ面に 子」JFt Y

写真図版34 石器(6)
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所  在  地 1蕊巻市高松築―魏 割100はか
委  1託  者 日本道路公団東北支社1北上工事事務所
事  業  名 刺 閥 舶 銃醐 建設
発1翔調査期間1平成鮮 8月 .6日～10月 1日

調査対象百横 S,伽ゴ

発鶴調査面積 6お40m2

遺跡番号・略号 ME27-23V● (.KI■98

調査担 当者
―
着謡キ・菊勉鱗識 布

―
機

協 力 機 関 花審市教育員会

‐ 皿 ‐





lL遺跡の立地
上駒板遺跡は花巻市高松第13地割100ほ かに所在し、花巻市の市街地から西へ約5.7 km、 東北新幹線新花巻

駅からは南東に約3.O kmの距離にある。遺跡から東へ約200m程で、東和町との境界になる。遺跡は北上川東岸、

北上高地の西側辺縁部に当たる中起伏山地内の、標高約260mの高松山から続く、高松段丘と呼ばれる丘陵

地にあり、北西方向に流れる小河川の高松川によつて開析された、狭い沖積地に立地している。遺跡の標高は、

高松山から続く丘陵地の部分が157m～ 136m、 その下方の比較的傾斜の緩い部分が136m～ 127mで、東向きの

斜面となる。現況は山林と、棚田状に広がる水田である。水田部分は昭和40年に大規模に造成されており、

旧地形は大きく改変されていた。遺跡の東狽Jを流れる高松川は、中起伏山地を源とし、約 5 km下流で幸田川

と合流した後、中起伏山地の西端にある胡四王山の北側を流れ、北上川に注いでいる。

今回の調査で出土した遺物の主たる時期である、縄文時代晩期と平安時代の周辺の遺跡について簡略に述

べると、山地内を大きく開析し、沖積地や河岸性の台地を形成しているのは、本遺跡から山地部分を挟んで、

約2.8km南側を流れる、猿ケ石川やその支流であり、その河谷部は、縄文時代の遺跡が比較的集中している

地域となっている。中野D遺跡 (高松遺跡)は東北新幹線建設関連の調査として岩手県教育套員会によつて

行われており、晩期後葉の捨て場と柱穴状ピット3基が検出されている。その他、該期の遺物が出土してい

るのは、同じ猿ケ石川北岸の高松Ⅲ遺跡、明ケ沢遺跡、中野B遺跡などである。また高松川沿いの、約4.5 km

下流の高松寺遺跡 (本報告書「Ⅳ章 高松寺遺跡」で報告)か ら縄文時代晩期後葉の捨て場、平安時代の竪

穴住居が確認されている。平安時代の遺跡では、前述の高松寺遺跡の他に、矢沢八幡遺跡、人ッ森遺跡、寺

場遺跡、胡四王山舘遺跡から該期の竪穴住居が検出され、経塚森遺跡では4基の塚が調査されている。さら

に本遺跡の位置する高松山のほぼ頂上部分には、かつての高松寺があったとされる、高松山経塚遺跡がある。

高松山経塚遺跡は花巻市教育委員会によつて調査が行われ、平安時代の作とする常滑壺、竪穴住居が確認さ

れており、古代仏教寺院跡と推定している。このように高松山から胡四王山に至る山地一帯は、古代仏教関

連の施設の存在が注目される。さらに東和町内では、東和町教育員会の詳細遺跡分布調査によると、本遺跡

と同じ段丘上の猿ヶ石川の北岸は、遺跡が集中している地域になっている。縄文時代晩期後葉の遺物を確認

している遺跡は、猿ヶ石川付近に9遺跡、平安時代の遺跡は多く、18遺跡を教える。ちなみに9～ 10世紀の

作である昆沙門天立像が納められている成島昆沙門堂、熊野神社は本遺跡と同じ段丘面にあり、南に約 2 km

に位置する。これらの遺跡は「Ⅱ章 周辺の遺跡」で述べているので、参照されたい。

2日 遺跡の基本土層
I層 暗掲色シルト (10YR3/4)現在の表土及び耕作土。

I層 暗褐色シルト (10YR3/4)と 責褐色粘土質シル

ト(10YR5/6)と の混合土。水田造成時の盛土。

層厚10～ 20cm

Ⅲ層 黒褐色シルト (10YR2/2)
C

遺物を包含する。層厚12cm～55cm      区
V層 黒色シルト (10YR2/1)

遺物を包含する。粘性ややあり V層 の黄褐色

粘土質シルトが10%混 じる。層厚15～ 30cm

V層 黄掲色粘土質シルト (10YR5/6)

地山 遺構検出面 粘性ややあり

草木根を含む。層厚 10～ 15cm

庁
蜘 略  声 蜘 略 0

Ａ
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3日 調査と整理の方法

(1)野外調査

① 調査区の設定
上駒板遺跡の調査区域は東北横断自動車道の橋脚と自動車道の付属施設にあたり、最も長い部分で南北方

向に約90m、 東西方向に約130mの長さになる。調査区の割付については、調査区の西側に広がる山林部分

も次年度以降に調査の可能性があったために、平面直角座標 (X系 )に合わせ、100m× 100mの大グリッド

を設定した。大グリッドは南北方向は北から I、 Ⅱとローマ数字を、東西方向では西からA、 Bと アルファベッ

トの大文字を付し、その組み合わせで IA、 IBな どと呼称した。その際の基点としたⅡBの西北端の平面

直角座標は、X=-68,150、 Y三 十31,700である。大グリッドはさらに4m× 4mの小グリッドによって 2

5区画に細分した。小グリッドの呼称は南北方向は北から 1、 2、 3… とアラビア数字を、東西方向では西

からa、 b、 c… とァルファベットの小文字を用い、 la、 lbな どとした。個々のグリッドは、大グリッ

ドと小グリッドの組み合わせによって IAlaな どと表示した。

また調査区は棚田状に造成され、大きく分けると4段の平場から成っていた。それぞれの平場は 1～ 2m

の高低差があり、さらに調査区の中央付近は生活用道路が南北方向に、西部では南西方向に通っていた。そ

こで調査の便宜上、高低差と道路によつて、調査区の南西部分をA区、北東部分をB区、南東部分をC区、

北西部分をD区 として調査を行った。

② 粗堀と遺構検出

調査は、現況が水田 (休耕田)で梅雨の時期でもあり、水はけが悪く、試掘 トレンチを入れられる状態で

はなかったため、刈り払い作業の後に、排水路作りを行つた。その後に、県教委文化課が実施した試掘 トレ

ンチの確認とクリーエングを行い、さらに調査区全体に試掘 トレンチを10本設定し、土層の堆積状況や遺構

の有無、遺物の出土状況を観察した。その結果、基本土層の I層が表土および現在の水田、Ⅱ層が水田造成

時の盛上であること、遺物を包含するⅢ層あるいはⅣ層が堆積しているのは、C区の東側半分とA区の西部

のみで、その他の部分は造成時にかなり削平されていることを確認した。削平が激しい区域の表土直下の層

は、A区の東部は山地からの砂が広く堆積しており、B区 とC区の西半分はV層であった。そこで粗掘は重

機により、Ⅱ層まで掘り下げることにし、遺物が比較的まとまって出土したA区の西部のみ、入力で行うこ

とにした。A区の東半分は、試掘 トレンチで遺構らしきプランを検出した約 2分の 1の部分を掘り下げた。

結局は遺構とはならなかったが、遺物が少量出土し、取り上げ後のだめ押しの検出作業中に、A区の東側辺

縁部にはⅣ、V層が残存していることがわかり、V層 まで掘り下げ、遺構を検出した。西部はⅢ、Ⅳ層から

遺物が出上したが、V層 まで掘り下げても遺構は検出されなかった。B区は最も低い、遺跡の東端にあたる

平場部分の表土を除去した時点で、V層 も大きく削平されており、遺構、遺物とも検出できなかった。その

他の平場部分も同じ状況であることを予想したが、念のために削平を免れている可能性がある平場部分の辺

縁付近を南北方向に約 4mの幅で、それと直交するように東西方向に3カ 所を約 2mの幅で表土を除去し、

遺構、遺物とも無いことを確認した。C区では東側半分でⅢ層からⅣ層にかけての層から、遺物を確認したが、

遺構は検出できなかったため、人力でⅣ層下面からV層 まで掘り下げ、遺構を検出した。西側半分はV層 ま

で削平されており、遺構、遺物は確認できなかった。なおD区は山林部分からの出水により湿地になっており、

排水路の確保を試みたが十分でなく、人出にしろ、重機にしろ、作業の継続に危険が伴うため、調査不能と

判断した。
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③ 遺構名の付け方

検出された遺構は、土坑にはRD、 焼土遺構にはRF、 溝跡にはRGを冠し、それぞれ検出した順番に、

通し番号で呼称した。なお本報告書では、番号の付け直しと遺構の種類の変更のため、室内整理の段階で、

遺構の名称を変更した。変更した内容は以下の通りである。R D01→ 第 1号土坑、R D02→ 第 2号土坑

R D03→ 第 3号土坑、R D04→ 第 4号土坑、R D05→ 第 5号土坑、R D07→ 第 6号土坑、R F01→ 第 1号焼

土遺構、R G01→第 1号溝跡、R G02→ 第 1号陥し穴状遺構、R G04→ 第 2号溝跡である。

④ 精査・実測          
―

検出された遺構の精査は、土坑、焼土遺構、柱穴状小土坑は 2分法で行い、溝跡や陥し穴状遺構は任意の

数力所にベルトを設定して行った。その後、土層断面と平面を写真撮影と実測で記録しながら精査を進めた。

実測は、平面直角座標に合わせた lmメ ッシュを基本とする、簡易遣り方測量で行つた。実測図は平面図

断面図ともに20分の 1の縮尺を基本としたが、溝跡の断面図は10分の 1で実測した。

③ 写真撮影

野外の写真撮影は、35mln版のモノクロームとカラーリバーサルを各 1台 と6× 7版のモノクロームを使用

した。また調査のメモ的な記録のために、ポラロイドカメラを使用した。撮影する際には撮影状況を記した

撮影カードを写し、整理しやすいようにした。

(2)室内整理

① 遺構図版の作成

野外調査で作成した実測図は、座標値やセクションポイントなどの点検 。修正をし、必要に応じ合成した。

その後にトレースを行い、遺構図版を作成した。縮尺については以下の通りである。

土坑、焼土遺構、陥し穴状遺構→40分の 1

溝跡→50分の 1(断面図は25分の 1)

柱穴状小土坑群→100分の 1

遺構図版の表現方法については、凡例図に記載している。

② 遺物の整理

遺物は土器が大コンテナで 1箱、石器が小コンテナ 1箱程出上した。遺物の水洗は原則的に野外調査時の

雨天の場合に実施したが、一部は室内整理が始まってから行った。遺物の多くは磨滅が激しく、特に土器は

水洗の際にも、表面が溶けてしまう程で、水洗には注意を要した。さらに二次堆積と思われる層からの出土

がほとんどであったこともあり、土器は識別不能な小破片が多かった。そのために土器の註記は、ある程度

種別がわかるものに限り行った。また接合・復元に関しても、磨滅した小破片が多いため、復元できたもの

は非常に少なかった。その後遺物の選別、登録、実測、拓本、写真撮影、 トレースを行い、遺物図版を作成

した。

遺物の掲載については、遺構内の出土遺物は僅かなため、すべて掲載している。しかし土器は激しく磨滅

している小破片だけなので、写真による掲載に留めている。遺構外から出上した土器は比較的残りが良く、

文様等が半J別できるもの、径がわかるものを掲載している。石器については、使用痕や加工痕があるものは

すべて掲載している。遺物図版の縮尺については以下の通りである。土器実測図・拓影→ 3分の 1、 予」片石

器類→ 3分の 2、 打製石斧 。石製品→ 3分の 1。 遺物図版に使用したスクリーントーンについては凡例図に

記載している。写真図版については、基本的には以下の通りであるが、一部不定なものもある。

土器、まJ片石器類→ 2分の 1 打製石斧、石製品→ 3分の 1。
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4B検出された遺構
(1)上坑

第 1号土坑

く位置・検出状況〉Ⅱ B17n、 c区東部に位置している。V層上面で検出した。

(形態・規模〉形状はほぼ円形を呈し、規模は開口部の直径が145cm、 底部の直径が128cm、 深さが27cmで ある。

上部は大きく削平されている。

(埋土〉上部は黒褐色シルト主体で、下部は黒褐色シルトとV層責褐色粘土質シルトが混じり合っている埋

土である。

(壁・底面〉壁は上部が削平されているため、詳細は不明だが、直線的に立ち上がると推定される。底面は

V層中で、埋土との違いがはっきりしなかったために掘り過ぎてしまったが、凸凹状になっていると思われ

る。

(遺物〉 1は縄文土器と思われる土器片であるが、摩滅が激しく詳細は不明である。 2と 3は制片である。

(時期〉断言はできないが、縄文時代の可能性がある。

第 2号土坑

〈位置 。検出状況〉Ⅱ B180、 C区東部に位置している。V層上面で検出した。

〈形態・規模〉形状はほぼ円形を呈し、規模は開日部の直径が84cm、底部の直径が57cm、深さが22cmで ある。

上部は大きく削平されている。

(埋土〉黒褐色シルトを主体とした埋土だが、V層黄褐色粘土質シルトが混じる。

(壁・底面〉上部がかなり削平されているため、壁は不明な点が多い。底面は傾斜していると思われる。

(遺物〉出土遺物はない。

く時期〉不明である。

第 3号土坑

〈位置・検出状況〉Ⅱ B15p、 c区東端の平場の辺縁部に位置している。平場の辺縁部は水田の畦を除去す

ると、V層が下方の平場に向けて斜めに削平されており、その傾斜面で検出した。

(形態・規模〉上部が西から東に向けて、大きく、斜めに削平されているため、形状ははっきりしないが、

底部の形状から楕円形だと推定される。規模は開口部の残存している部分の最大の直径は82cmで、底部の直

径は48cm× 37cm、 深さは82cmで ある。

〈埋土〉黒褐色シルト主体の埋土だが、V層黄褐色粘土質シルトが混じる。埋土上部に炭化物が含まれる。

(壁・底面〉壁、床ともV層中である。削平されていた部分が大きく、はっきりしないが、底面は段状になっ

ており、壁は外傾 し直線的に立ち上がると推定される。

〈遺物〉出土遺物はない。

〈時期〉不明である。

第 4号土坑

〈位置 。出土状況〉Ⅱ B12q、 c区北東部に位置している。Ⅳ層下部で検出した。 p p96と p pl12の 2つ

の柱穴狼 11ヽ土坑と重複しており、本土坑の方が古い。

(形態 。規模〉形状はほぼ楕円形である。規模は開口部の直径が132cm× 107cm、底部の直径が74cm× 59cm、

深さが85cmで ある。
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〈埋土〉黒褐色シルト主体の埋土である。下部ほどV層黄褐色粘土質シルトが多 く混じる。壁の崩落土と考

えられる埋土も見られる。

(壁・底面〉壁、底面ともにV層中で、壁は外傾し、底面は平坦である。

(遺物〉 4は縄文土器片と思われる土器片であるが、摩滅が激しく詳細は不明である。 5と 7は手J片で、 6

は石核である。

〈時期〉出土遺物が僅かで、土器片は摩滅しており、不明な点が多いが、本土坑を切る p p l12か ら石鏃が

出上しており、縄文時代の可能性が高い。

第 5号土坑

〈位置・検出状況〉Ⅱ B14p、 c区東部に位置する。PP73と PP74の 二つの柱穴】ル↓ヽ土坑と重複しており、本

土坑の方が古い。V層上面で検出した。

(形態・規模〉形状は不整形な楕円形だが、掘 りすぎてしまった傾向があり、底部の形状から判断すると、

実際は隅丸方形状を呈するであろう。規模は開口部の直径が182cm× 173cm、 底部が127cm× 32cm、 深さは73cm

である。

〈埋土〉上部は黒色上、下部は黒褐色上を主体とする。下部ほどV層黄褐色粘土質シルトが多く混じる。

く壁・底面〉壁は緩やかに外傾して立ち上がり、底面はほぼ平坦である。壁、床ともV層中である。

(遺物〉出土遺物はない。

(時期〉不明である。

第 6号土坑

〈位置・検出状況〉 IA6C、 A区東端部に位置する。V層上面で検出した。
〈規模・形態〉A区平場の東端に位置しているため、遺構の東側部分は調査できず、規模、形態とも不明で

ある。

〈埋土〉黒褐色土を主体とした単層である。

(壁・床〉壁、床ともV層 中である。壁はタト傾し、床はほぼ平坦である。

(遺物〉出土遺物はない。

(時期〉不明である。

(2)焼土遣構

第 1号焼土遺構

〈位置・検出状況〉Ⅱ B15p、 c区東部に位置し、V層上面で検出した。

〈形状・規模〉形状は不整形な楕円形で、74卿×56cm程の範囲に分布する。厚さは13cmで ある。現地性であ

るが、焼成は良くない。

(遺物〉出土遺物はない。

〈時期〉不明である。

(3)溝跡

第 1号溝跡

〈位置・検出状況〉Ⅱ B16n～ 16pにかけて、C区東部に位置する。Ⅳ層下部で検出した。

(形状・規模・方向〉規模は上端幅が最大で72cm、 下端幅が13cm～ 35cm、 深さが 6 cm～ 18cm、 全長約 8mに
わたって検出した。断面形は緩やかな逆U字状を呈する。方向は東西方向に延びる。両端の高低差は約20cm

である。
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く埋土〉黒褐色土を主体とするが、上部と下部に砂質土が混じる。

く出土遺物〉出土遺物はない。

く時期〉雨水等の流路の可能性もあり、時期は不明である。

第 2号溝跡

く位置・検出状況〉ⅡB7C～ 10Cにかけて、A区東部に位置する。V層で検出した。

(形状 。規模 。方向〉規模は上端部が18cm～ 32釦、下端部が 8 cm～ 22cm、深さが 8 cm、 全長約10mに わたって

検出した。断面形は逆台形状を呈している。方向は北北西―南南東に走り、 7Cグリッドで北北東の方向に

曲がり、削平されたA区の平場外へ延びる。両端の高低差は約17cmである。

〈埋土〉砂質が混じる黒褐色土の単層である。

〈出土遺物〉土師器の河ヽ破片である、 8が出土した。内面が黒色処理されている。

く時期〉出土遺物が僅かなため不明である。雨水等の流路の可能性もある。

(4)陥し穴状遺構

第 1号陥し穴状遺構

〈位置・検出状況〉Ⅱ B18pか ら190に かけて、C区南東部に位置している。V層上面で検出した。

(形状・規模〉形状は溝状を呈し、規模は南側の先端部が調査区外に延びているため長軸は不明であるが、短

軸が56cm、 深さが42cmである。

く壁 。底面〉壁は外傾して立ち上がり、断面形がV字状になる。

く埋土〉黒色シルト主体の埋土である。 3、 4層は自然堆積だが、 1、 2層 は人為堆積と思われる。

〈出土遺物〉出土遺物はない。

(時期〉形状から縄文時代の遺構である可能性が高い。

(5)柱穴状小土坑

128基の柱穴状小土坑を確認した。検出した範囲はA区東部とC区東部で、他の遺構が分布している範囲と

一致する。配列が直線的に並ぶ柱穴もいくつか見られるが、掘立柱建物跡とするには柱穴を欠き、柱穴間の

第 1表 柱穴状小土坑観察表
4壬 cm 深さcm 備 考 p No 差々cm 朱さcn 偏 考 往 cm 朱さcn 備 考

l 29× 24 31× 25 32× 25

2 42× 87 17 24× 2ユ 掛)× 28

3 18× 15 28× 27 34× 32

4 18× 14 20〉〈18 31× 30

5 25× 24 1] 32× 30 55× 48

6 15× ユ 22× 20 23× 8

7 24× 22 23× 1 9 19× 6

8 20× 19 6 16× 16 6

9 23× 20 8 20× 19 ユ 23× 8

15× 15 4 24× 22 6 30× 6

27〉く26 18× 15 26× 25 9

43)く 40 23〉く20 24× 18 8

3 35× 23 32× 31 30× 27

41X32 18× 16 9 39× 30

5 37× 24 24× 22 15× 14

6 12× 12 9 24× 23 27× 23

単切×40 4 34× 30 25× 24

8 24× 22 32× 24 櫃謝× l

9 26× 24 24× 24 16× 15 8

26× Z4 22)〈 20 56× 42 柱 反 跡

38× 32 4 21× 17 57× 47 17

30× 24 4 32× 27 38〉《32

25× 24 16× 5 36× 25

29〉〈Z7 17× 7 20× 16 9

17× 16 Z2× 9 18× 17

20〉(19 24× 9 28× Z3
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p No ぞ乙cn 深さcm 偏 考
p No

4主cn 床 e cn 偏 考 p No. 径 cm 浜さcI 備 考

30〉く29 34〉(32 3 19〉〈17
80 22)〈 22 26× 26 4 39× 29

29× 25 30〉く25 5 44× 32
29× 23 36〉く3ユ 6 33× 33
1)く 20 34× 29 34〉〈28
22× 20 l 24〉く18 8 43〉〈32
25× 24 30× 24 9 45× 41

30× 20 30× 26 7 33× 30
40× 35 35× 34 33× 28 10

1× 23 23× 2ユ 31× 24 4

22)(19 33× 26 49× 32 7
20× 20 22× 20 35× 23

23× 17 29〉(21 35X23
31× 29 21× 16 18× 1 7

23× 20 0 25× 20 24× 18 7

22)く 18 1 27〉(24 33× 25

33× 28 54× 47
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距離も狭い。形状は円形のものを基調とするが、不整となるものも多い。坦土は黒掲色を主体とするが、下

部に責褐色粘土質土が混じる。検出面はⅣ層下部からV層である。出土遺物は p p26か ら9の最」片、 p p85

からは縄文土器と思われる10の土器片と11と 12の設」片が 2片、p p99か らは縄文土器と思われる13の上器片、

p pl12か らは14の摩滅した縄文土器と思われる土器片と、15の石鏃が出土している。それぞれの柱穴状小

土坑の計測値は、第 1表に掲載している。

5 出土遺物
今回の発掘調査で出土した遺物は縄文土器片、土師器片、須恵器片が大コンテナで 1箱、石器、石製品が

小コンテナで 1箱程であり、多くが遺構外からの出土である。遺物は、遺構を検出したD区東部から全体的

に出土している。また土器は、二次堆積と思われるが、A区の封ヒ西部に残存していたⅢ、Ⅳ層に相当する黒

色土及び黒褐色土の層から、ある程度まとまって出土した。土器片は小破片が多く、磨減が激しいため、接

合し難いものが非常に多かった。そこで掲載にあたっては、判別できるものを掲載している。

(1)縄文土器

縄文時代晩期の土器が出土している。16は鉢の口縁部で山が 8つ の波状口縁を持ち、A突起を有する。そ

の下には、平行沈線文が 2本入る。17は三の日縁部で沈線文が施文されている。 2個 1対の粘土瘤、日縁部

まで垂直に立ち上がる。18は鉢の頸部から胴部で、頸部は無文帯となり、胴部は張り出した器形となる。19

は皿の底部である。20は二山状の突起を有し、変形工字文が施文される。21と 22は同一個体と思われるが、

鉢の回縁部で、B突起を有する。変形工字文が施文され、突起に向かい内外面に溝状の沈線文が施される。

日唇部にも沈線文が付され、口縁部の裏側に溝状の沈線文が施される。24は壷の口縁部で、 2本の平行沈線

文が巡り、やや外反する。25も 重の口縁部で沈線文が施文され、真っ直ぐに立ち上がる。これらの土器は、18

が大洞C2式の可能性があるが、それ以外は大洞A式に属すると考えられる。

(2)土師器

磨滅が激しいため、すべての破片を判別することは難しいが、ほとんどがロクロ形成だと思われる。28、

30、 31、 32は杯の日縁部だが、内面が黒色処理されている。34、 35、 36、 37は杯の底部であるが、切り離 し

技法は回転糸切りである。時期は 9世紀後半から10世紀初頭であると考えられる。

(3)須恵器

土師器に比べると破片の数は非常に少ない。38、 39は内外面ともタタキロ痕が見られるが、焼きにむらが

あり、酸化炎焼成的な部分が見られる。 40は外面がヨコナデによる調整である。

(4)石器

遺構外からは10点出土した。内訳は剰片石器類では削掻器が 4点、礫石器類では打製石斧が 6点である。

石器はすべて、遺構を検出したD区東部からの出土である。41、 42、 43、 44は削掻器で、41は 3辺縁に、そ

れ以外は 1辺縁に刃部を持つ。45～ 50は打製石斧である。45は両面ともに細部調整されている。46は刃部力S

欠損しており、未製品の可能性もある。47は片面の周縁を加工 している。48も 片面の加工と思われるが、磨

滅が激しい。49は撥形で、刃部は両面加工されている。50は 49と 同じタイプだが、小型のものである。

(5)石製品

51、 52は ともに石冠状の石製品と思われる。底部はほぼ長方形で、側面は三角形である。正面部分にはカロ

エ痕があり、平坦な面が作られている。用途は不明だが、磨石として使われた可能性も残る。
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第 2表 土器観察表 縄文土器
き号 出土地点・層位 部れ邑・音b位 文様の特徴など 分類 図版

Ｉ
レ

，
図

〕 1号土坑埋土 深外 ?l同部 摩減 7

4 4号i坑埋i 深鉢 ?l同部 摩減 7

10 pp85埋 i 深外 ?胴部 無 文 7

13 pp99埋 t 深鉢 ?胴部 無 文 7

14 ppl12埋 土 深鉢 ?l同部 摩減 7

ⅡB9～ 10S Ⅲ 鉢 口縁部 波状口縁 A突起 沈線文 RL縄文 内面 :ナ デ ?沈線文 大洞A 10 7

17 ⅡB9～ 10S・ Ⅳ 重 回縁部 変形工字文  2個一対の粘土瘤 内面 :ミ ガキ 大洞A 10 7

Ⅱ B 40・ Ⅲ 鉢 頸～胴部 頸部 :無鼓【帯子 丹同吉Б: LR率電文 大洞A 10 7

19 Ⅱ B 5p.風 倒木 皿 底部 LR縄文 大洞A 10 7

IB 50・ 風倒木 鉢 口縁部 二山状突起 変形工字文 内面 :ミ ガキ 大洞A 10 7

Ⅱ B 50・ Ⅳ 鉢 口縁部 B突起 工字文 沈線文 内面 !沈線文 ナデ 大洞A 10 7

IB 4p.Ⅳ 鉢 口縁部 B突起 工字文 沈線文 内面 :沈線文 ナデ 大洞C2? 10 7
IB 4p.Ⅳ 鉢  丹同言「 沈線文 LR縄文 内面 :ミ ガキ 大洞A 10 7

IB 3p.Ⅳ 重 回縁部 沈線文 内面 :ミ ガキ 大洞A 10 7

IB lS,Ⅳ 壷 口縁部 沈線文 粘土瘤 内面 :ミ ガキ 大洞A 10 7

第 3表 土器観察表 土師器 。須恵器
口
巧
疋
ビ 出土地点・層位 種類 器種 部位 口 径 底経 器高 調 整 備考

8 2号 跡埋十 十ュ師器 杯 ? 月同言[ 内面 :黒色辺理 小破片

Ⅱ A lt・ Ⅳ t師器 甕 国縁部 7 (38) ヨコナデ

Ⅱ A lS・ Ⅲ 上 師器 甕 口縁部 9 (21) ヨコナデ

]A IS・ Ⅲ 上師器 杯 口縁部 30) (31) ヘラミガキ 内面 :黒色処理
Ⅱ A OS・ Ⅲ 土師器 杯 口縁部 3 (27)

Ⅱ A OS・ Ⅲ i師器 不 口縁部 43) (31) 内面 :黒色処理

31 Ⅱ A lt・ IV 土師器 杯 国縁部 22) ∝ 8) 内面 !黒色処理

3 Ⅱ A OS・ Ⅲ 土師器 ITh 口縁部 32) (19) ヘラミガキ 内面 :黒色処理
Ⅱ A r・ I i師器 不 底 部 (58) (18)

Ⅱ A ] ・ Ⅲ 土師器 不 ? 底部 (36) ∞ 9) 回転 糸切 り

Ⅱ A 1 ・ Ⅳ 土師器 不 底部 (38) (09) 回転糸切り

]A 0 I i師器 杯 底 部 55 (13) 内面 :黒色処理 回転糸切 り

37 Ⅱ A 0 I 土師器 台付杯 底部 (67) (15) 回転 糸切 り

Ⅱ A 1 ・ Ⅳ 須恵器 甕 月同雪ト (55, タタキロ 焼成不完全

Ⅱ A OS・ 皿 須恵器 甕 月同言[ (35) クタキロ 焼成不完全

Ⅱ A OS,Ⅲ 須恵器 士亜 月同
=[

外面 :ヨ コナデ

第 4表 石器観察表
番号 器種 出土地点・層位 長 さ 厚 さ 重 さ 石質 産地

2 象」片 1号土坑北半埋土 29 2〕 14 頁 岩 奥羽山脈
3 主J片 1号土坑北半埋i 21 ユ 02 04 頁岩 奥羽山脈

5 主1片 4号土坑埋土 54 45 16 34 9 砂岩 北上山地

6 石核 4号土坑埋土 50 44 35 89 0 玉ず彰 奥羽山脈

7 *」片 4号土坑埋十 39 25 6 59 砂岩 北上山地

9 剰片 PP26埋 士 14 14 02 03 頁岩 奥羽山脈

11 茉」片 PP85埋 土 26 25 ] 72 頁岩 奥羽山脈

12 子」片 PP85埋 土 12 04 06 頁 岩 臭羽山脈

15 石 鏃 PP 12埋土 27 14 03 09 頁岩 奥羽山脈

削掻器 Ⅱ B 50～ p.Ⅳ 52 34 09 13 5 頁岩 奥羽山脈

削掻器 Ⅱ B 4p.Ⅳ 35 12 10 8 頁 岩 奥羽山脈

削掻器 Ⅱ B 50東・皿 32 35 42 頁岩 臭羽山脈

削掻器 Ⅱ B 50東・Ⅲ 53 16 57 1 頁岩 奥羽山脈

打製石斧 Ⅱ B 8n・ Ⅲ 98 4 19 66 7 頁岩 奥羽山脈

打製石斧 Ⅱ B 3p南・ ll 53 38 13 31 0 頁岩 臭羽山脈

打製石斧 Ⅱ B 8n・ Ⅳ 53 21 126 3 砂岩 北上山地

打製石斧 IB 8n・ Ⅳ 92 41 21 80 2 ホルンフェルス 北上山地

打製石斧 Ⅱ B 8n・ Ⅳ 10 9 76 3 189 5 砂岩 北上山地

打製石斧 Ⅱ B 50・ Ⅳ 69 5 2 66 8 ホルンフェルス 北上山地

第 5表 石製品観察表
番号 器種 出土 地 点・層 位 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石 質 産地

51 石冠 ? T9 138 60 740 6 安山岩 奥羽山脈

石冠 ? ⅡB140。 Ⅳ 12 0 55 66 539 3 I分岩 奥羽山脈 ?
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6日 まとめ

今回の調査で検出された遺構は土抗が 6基、焼土遺構が 1基、陥し穴状遺構が 1基、溝状遺構が 2条、柱

穴状小土抗が128基である。遺物は土器が大コンテナ 1箱、石器、石製品が小コンテナで 1箱ほど出土した。

調査区は広い範囲で、地山部分まで削平を受けており、遺構や遺物を確認できたのは、棚田状に造成された

平場の、斜面下方側の辺縁部のみであった。住居跡といつた遺跡の主体部は、水田の造成、その他による地

形の改変により破壊されてしまった可能性が高い。削平の影響の少なかった平場の辺縁部は黒褐色土、黒色

土が残存しており、ほぼ全体から遺縛、遺物を確認している。縄文時代では、該期と推定される土坑が 2基、

陥し穴状遺構 1基をV層で検出したが、遺物を包合していたⅢ、Ⅳ層では確認できなかった。遺物は、大洞

C2～ A式上器が出土しており、晩期の遺跡が多い高松丘陵・猿ケ石川系の地形に存在する、周辺の遺跡と

同じ傾向を示す。現在は猿ヶ石川から約2.8km離れている本遺弥であるが、猿ヶ石川の流路の移動による、

生活域の変化が関係しているものと思われる。石器の中に、晩期にはあまり見られない撥形の打製石斧が出

土しており、今後の検討課題である。平安時代については、遺構は不明であるが、遺物では 9世紀後半～10

世紀初頭の土師器が出土している。多くはA区西部のⅢ、Ⅳ層相当の部分から、まとまって出土したが、縄

文土器も同じく出土していることから、出土した層は少なからず動いていると考えられる。本遺跡の東側斜

面の約1.5 km上方の高松山の山頂部には、古代寺院跡と推定される高松山経塚遺跡があり、同時期のよく似

た土師器が出土していることから、本遺跡との何らかの関連があるのかもしれない。その他の時代では、検

出した柱穴粥大小土坑は形状や規模から、近世から現代までの耕作に伴う遺構が多いと推定される。

引用・参考文献

岩手県教育委員会 1979 『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ (高松遺跡・八幡遺跡 )』 岩手県文化財調査報告書第34集

帥岩手県埋蔵文化財センター 1999 『庫理遺跡発掘調査報告書』岩埋文調査報告書第302集

働岩手県埋蔵文化財センター 1999 『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成10年度)』 岩埋文調査報告書第311集

東和町教育委員会 1997 『町内遺跡詳細分布調査報告書 (矢沢地区)』 東和町文化財調査報告書第18集

花巻市教育委員会 1991 『矢沢地区文化財調査報告書Ⅱ』花巻市文化財調査報告書第16集

花巻市教育委員会 1993 『花巻市内遺跡詳細分布調査報告書 矢沢地区』
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F

遺跡違景 (東から)

C区近景 (南から)

B区近景 (南西から)

写真図版 1 遺跡遠景 。近景

-205-



A区近景 (西から)

B・ C区調査前風景 (南西から)

A区苅り払い作業風景

写真図版 2 調査区近景・作業風景
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第 1号土坑平面

第 2号土坑平面

第 3号土坑平面

写真図版 3 土坑(1)
第 4号土坑平面
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11い
1群離

第 5号土坑平面

第 6号土坑平面

第 1号焼土遺構平面

第 1号陥し穴状遺構平面

写真図版 4 土坑(2)・ 焼土遺構・陥し穴状遺構
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第 1号溝跡 平面

第 2号溝跡 平面

写真図版 5 溝跡
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C区南東部 (南から)

C区北東部 (北西から)

A区司ヒ東音5(司し東から)

写真図版 6 柱穴状小土坑群
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写真図版 7 出土遺物(1)

―-211-―



33

31

%



韻 欅 欝
42                                     43

46
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